


青森県衛生研究所

所 報

第26号



ま え カ2 き

当所も，他の多くの衛生研究所と同様に，本年でもって 40周年を迎えます。私

自身，前後 3回， 2 4年にわたる勤務をしているわけですから，かえりみていくば

くかの感慨を覚えますが，それはさておき，わが青森衛研の名も本年度限りで消え

ようとしています O

従来，独立の機関としてあった公害関係の試験研究機関との統合が具体化し，来

年 4月新研究所の発足を目途に，新庁舎の建設が目下進行中だからで?す。新しい機

関の名称は未定ですが，いくつかの県の例にならい“環境保健センター"に落着き

そうですO

さて，今回の所報で26号となりますO 私たちの日常の努力のいわば具象化とし

ては，少々ささやか過ぎる感はありますが，いずれにせよ青森衛研の名を冠した所

報も， これをもって終刊ということになるわけです O

来る年度から， どのような形で、私たちの仕事を所報にまとめていくかはわかりま

せんが，その内容の充実において大きな前進のあることを新機関に期待しつつ，以

上，青森県衛生研究所報終刊のことばといたします O

1 989年 11月 10日

所長秋山 有
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I 一般概要



1.沿革

年月日 概 要 備 考

昭和一

事務取扱
食品検査係の 5係制で発足 昭和25年 2月10日

山本耕一所長
昭和29年 7月 1日 血液銀行係を加え 6係制となる

昭和31年 1月25日 青森県衛生研究所弘前出張所を設置する

昭和32年 6月 1日 青森県血液銀行設置に伴し衛生研究所弘前出張所及|昭和3的月 1日

び血液銀行係を廃止する 木下嘉一所長

昭和33年 5月 1日 1処務規程の全面改正により 庶務係試験検査係と

なる

昭和叩月 3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係化学食品検査係|昭和叩月20日

に改め 3係制となる 秋山有所長

昭和一 1日l庶務室一一の 1叫なる

昭和43年 3月25日 青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転 |青森市大字造道字沢田

(現庁舎)

昭和44年 4月 1日|公害科が新設され 1室3科となる |昭和44年 4月 1日

山上豊日所長

昭和48年 4月 1日|室及び科制を課制に改める l 昭和7年 9月 1日
山本耕一所長

昭和49年 4月 1日 公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される

昭和54年 5月 1日 |昭和4年 5月 1日

秋山有所長



2. 組織及び分掌事務

1. 庶務に関すること

2. 統計報告に関すること

3. 公害調査事務所の庶務(兼務)に関すること

1. 病原となる細菌，原虫及び真菌の調査研究に関する

こと

2. 病原となるウイルス及びリケッチャの調査研究に関
すること

3. 血清学的調査研究に関すること

4. 環境衛生に係る微生物学的調査研究に関すること

5. 食品衛生に係る微生物学的調査研究に関すること

6. 寄生虫及び衛生動物の調査研究に関すること

7. 臨床病理の調査研究に関すること

8. 微生物学的試験の技術指導に関すること

9. 微生物検出情報の解析提供に関すること

10. 実験動物の飼育に関すること

11.先天性代謝異常検査等に関すること

12. 神経芽細胞腫マス・スクリーニングに関すること

1. 医療品，衛生材料，香粧品等の調査研究に関するこ

と

2. 飲食物及び、添加物の調査研究に関すること

3. 食品器具器材の調査研究に関すること

4. 温泉及び鉱泉の調査研究に関すること

5. 飲料水の調査研究に関すること

6. その他化学的調査研究に関すること

7. 理化学的試験の技術指導に関すること

8. 生活労働環境に関する調査研究に関すること

9. 下水，し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関
すること

っ'U
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5. 微生物課業務概要 2集団ベア血清による血清診断の結果，AI山形120/86

(H1 N1) 型に対し，有意の抗体上昇を示したが，AI四

微生物課の主な業務はウイルス，細菌，先天性代謝異 川12/87(H3N2)， BI長崎11/87型及びBIビクトリア/

常症等のマス・スクリーニング等に関する一般依頼検査 2/87型に対してはいずれの血清も有意な抗体の上昇は

行政検査および調査研究である O また，実験動物の飼育 認められなかった。

管理，保健所検査職員に対する技術研修等も実施してい c. つつが虫病の血清疫学(第2報)

るO 肝機能やCRP検査で異常値を示した76名の組血清

63年度における業務概要は以下のとおりである O を対象につつが虫リケッチアに対する抗体を測定し

(1) 調査研究 た。

a. 日本脳炎感染源調査 76組血清(延253血清)中， lgG又はIgM抗体 (1: 40 

青森食肉センターにおける屠殺豚を対象に，赤血球凝 以上)を保有した組血清は35であったO うち， 14の組血

集抑制試験により調査を行った結果，調査検体160検体 清で抗体の上昇ないしは下降の変動をみた。この変動が

がすべて抗体陰性であった。 真の免疫反応の結果によるものかどうか，再検査も含め

b.インフルエンザ感染源調査 現在検討しているO

調査期間中に採取したうがし、液，咽頭ぬぐし、液148検 d. 下痢性貝毒に関する細菌学的調査

体より， 62株のインフルエンザウイルスを分離した。 ホタテ貝の下痢性貝毒について，細菌学的な面から毒

赤血球凝集抑制試験により同定した結果，AIソ連 化機構を把握するため，毒力と海洋細菌との関連につい

(H1Nd型49株， B型10株，AI香港型 (H3N2) 型 て，昭和62年度から 3ヶ年の継続調査を実施してきた。

が3株で， 63年度の本県におけるインフルエンザの流行 これまでに，ホタテ貝313検体から海洋細菌1， 084株を

は全国のそれと同様AIソ連型が主流であった。 分離するとともにプランクトンの動向についても調査し

表 l 昭和63年度食中毒事例

160 
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た。結果は本報資料の項に掲載した。次年度は，分離し 貝毒による食中毒が l事例あった。また，冬期 (1~ 3 

た海洋細菌について同定および毒性試験を実施する予定 月)に生ガキの喫食が原因と推定される食中毒が4件発

である O 生しそのうち3事例は， SRV (Hawaii関連因子)に

e. 市脹食肉の細菌汚染調査 よる感染症であった(表1)。これら 3事例については，病

サルモネラによる食肉の汚染が増加傾向にあることか 原微生物検出情報の月報第10巻第9号に掲載したO

ら，市販食肉(鶏肉，豚肉)175検体について細菌汚染 g. 青森県内の 5医療機関における病原菌検出状況

の状況について調査した。結果については本報ノートの 昭和59年度から始められた本県の病原微生物検出情報

項に掲載した。 の収集は，昨年に引き続き県内の医療機関，保健所の協

f.食中毒事例 力を得て行われた。

昭和63年度に当所で扱った食中毒は，表 lに示すとお 今回は，情報の収集開始以来5年を経過したことから，

り16件で，患者数は325人であり発生件数のわりには 1987年と1988年の集計の他に， 5年間の集計も合せて本

患者数は少なかった。原因菌として，サルモネラ菌3事 報資料の項へ掲載したO

例，黄色ブドウ球菌2事例，腸炎ビブリオ l事例がある (2) 試 験 検 査

が，原因菌不明が6事例と多かった口その他ホタテ貝の 昭和63年度に実施した試験検査の内容および件数は表

2のとおりであるO

表2 昭和63年度微生物試験検査

)内は検体数

依頼検体数
検体の内訳等と成績検査種別

一般 行政

糞 便 検 査

細菌同定検査 26 7 行一政般 腸サルチモフネス(ラ6)(，23)パ，ラ腸チ炎フビスブ(1リ)オ(3)

一般魚介類製品(14)，食肉製品(11)，そう菜(6)，菓子(2)，

めん(2)，野菜(1)

食 口口口 検 査 36 249 行政 食肉製品(154)，そう菜(45)，弁当(13)，アイスクリーム類(13)

魚介類製品(13)，めん(2)，乳製品(2)，果汁(1)，果実(1)，

菓子(1)，野菜(1)

水 質 検 査 。 O 

食 中 官三全3三t 検 査 446 糞便(211)，食品(139)，ふきとり (71)，吐物(12)，他(13)

風 疹 検 査 252 

ニL イ ス 検 査 53 

感染症サー 検査定点 26 インフルエンザ様(26)CAソ連型(5)J 

ベイランス
ヘルパンギーナ・手足口病(49)，Cox.A 2(4)， Cox.A 10(2)， 

関係検査 患者定点 61 Cox.A 16(14)，単純庖疹(2)

インフルエンザ様疾患(12)Cソ連型(1)J

先天性代謝異常検査 18， 044 初回検査(17，864)，再検査(180)，精検(14)，カれラクトース血症(2)

グレチン症検査(委託) 17，957 初回検査(17，852)，再検査(105)，精検(7)

神経芽細胞腫検査 14， 885 初回検査(14，282)，再検査および再々検査(603)，精検(3)

y ζ の 他 4 無菌試験血液(2)，血竣(2)
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6. 理化学課業務概要

理化学課が63年度に行った業務は食品衛生，栄養分析，

医薬品，家庭用品，飲料水，温泉その他広範囲に亘る検

査及び調査研究で，その概要は次のとおりであるO

(1 )調査研究

a. 健康食品の衛生学的研究

昨年度に継続して市販健康食品の衛生学的調査を行っ

た。 63年度は小麦はし、芽油，ビタミンC含有食品， ビタ

ミンE含有植物油. EPA含有精製魚油加工食品，植物

繊維加工食品，大豆レシチン含有食品の6品目15検体に

ついて，外観，性状，各主成分の合有量，酸価，過酸化

物価，鉛， ヒ素，残留農薬. PCB.一般生菌数，大腸

菌群，亜鉛，マンガン，鉄，銅，カドミウム，総クロム，

総水銀の試験を行った。

その結果，酸価の基準値を超えたものが 2件あったが，

その他はすべて規格基準に合致していた。又，重金属等

の有害性物質も検出されなかった。

b. 下痢原性物質の化学的研究

下痢性貝毒の迅速，かっ高感度な毒力測定法を確立す

るために高速液体クロマトグラフ法及び酵素免疫測定法

について検討した。

これら 2方法により測定した結果は近似した毒力値を

示した。

また，高速液体グロマトグラフ法は同一検体を用いた

マウス試験(公定法)の毒力値と比較すると0.75-8.0

MU/gの範囲では，マウス試験の毒力値の約40-909ぢ

を示した。

この差は下痢原性以外の他の毒成分に由来するものと

考えられる。

しかし下痢原性成分のみについてモニタリングする

場合の測定法としては，操作が簡単で，迅速，高感度な

酵素免疫測定法が十分使用しうるものと考えられる。

c. 赤潮予察，貝毒関連調査

ほたて貝に蓄積する下痢性貝毒及び麻ひ性貝毒の発生

を予察し，計画的な出荷，処理等を行うことにより漁業

経営の安定に資することを目的として実施したものであ

るO 調査はむつ湾， 日本海，津軽海峡西部，津軽海峡東

部，太平洋の 5水域より採取したほたて貝について，下

痢性貝毒 067件)と麻ひ性貝毒 (70件)の毒力を測定

したO

d. 主要食品の食物繊維測定に関する研究

食品中の食物繊維は人体に有益な生理作用を有するこ

とが解明されつつあり，注目されている食品成分である。

地方衛生研究所全国協議会は我が国の食物摂取の実態

を把握するため，共同研究として摂取量の多い主要食品

について食物繊維含有量を継続調査してきたが，当所も

この研究に参加し 63年度は13品目について分析を行っ

た。

この結果，昨年度と同様に〈四訂〉日本食品成分表よ

りも高い値が得られ，特に食物繊維が含まれていないと

考えられていた動物性食品に0.5%前後含有されている

ことが判明した。

e. 青森県における温泉の経年変化調査

温泉の泉源保護と適正利用を図る目的で，昭和55年度

より県内の温泉について経年変化調査を実施しているO

63年度は青森市，弘前市，平賀町，岩木町及び平舘村に

所在する10源泉について，泉温.pH.陽イオン，陰イオ

ン，遊離成分および微量成分を調査した。その結果2源

泉に泉質の変化が認められた。

f. プール水の水質調査

プール水の汚染状況を把握するため，青森市内の屋外

プール 20施設，屋内プール 2施設のプール水につい

て，残留塩素. pH.色度，濁度，過マンガン酸カリウ

ム消費量，アンモニア性窒素，総窒素，塩素イオン，電

気伝導度，一般細菌数，大腸菌群， トリハロメタンの検

査を行った。

その結果，屋外プールで、残留塩素. pH.大腸菌群が

水質基準に適合しないものがあった。又，屋外，屋内プ

ール水いずれからも，塩素消毒が原因と考えられる，原

水よりも高い数値のトリハロメタンが検出されたが，こ

の大部分はクロロホルムであった。

位)試験検査

a. 行政依頼検査

1. 食品等検査 187件

県環境衛生課及び保健所の依頼によるもので，食品中

の有害物質調査，夏季及び年末年始収去検査が主なもの

であるOこれらの検査項目，件数は表 IのとおりであるO

ii. I有害物質を含有する家庭用品の規制に関す

る法律Jに基づく家庭用品の試買検査(環境

衛生課)

住宅用洗浄剤 5.有機水銀化合物 7. ホルムアル

デヒド 7. トリス (2. 3ージプロムプロピル)ホス

フェイト 2. ピス (2. 3-ジブロムプロピル)ホス

フェイト 2.計23件。

111. 昭和63年度医薬品等一斉取締りに基づく収去

検体の試験(医務薬務課)

アクリノール 2. アクリノール液 7.計9件。

1V. 岩木浄化センターに係る水質試験(弘前土

木事務所 43件 054項目)

V. 昭和63年度水質広域管理計画等に係る水質試

験(土地改良第一課 53件 (318項目)

Vl.青森県保健衛生センター排水自主検査 4件

(32項目
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b. その他の試験検査

市町村及び事業所等からの依頼によるものであるD

1. 食品等検査 92件

検査の内容は表2のとおりである O

11. 水質検査 196件 (3881項目

検査の内容は表3のとおりである O

c. 精度管理

タール色素3件について，色素名，含量，性状，確認

試験，純度試験の分析精度の検討を行った。

表 l 食品等検査(行政依頼)

検 査 種 別 件 数 項 目 検 体

食品添加物 77 

保 存 手ヰ (23) 安息香酸 魚介乾製品，ねり製品

ソルピン酸 清涼飲料水，他

酸化防止剤 (13) BHA 煮干，塩辛

発 色 剤 (10) 亜硝酸根 たらこ，すじこ，食肉製品

品質保持剤 (10) フロピレングリコーノレ 生めん，ギョーザの皮

人口甘味料 ( 8) サッカリンナトリウム あん，佃煮

着 色 来ヰ ( 5) タール色素 生菓子

漂 白 剤 ( 8) 亜硫酸 山菜，煮豆

BHC，DDT， ドリン剤， りんご，さくらんぼ，ぶどう，
残 留 農 薬 26 

ダイアジノン他 大根他

P C B 5 魚，牛乳

クロピドーノレ
残留合成抗菌剤 10 牛乳，鶏肉，牛肉他

スノレファジメジン

残留抗生物質 10 向上

有 機 錫 10 TBTO ほたて貝

ク ロ ルデン類 5 ほたて貝

魚介類中の水銀 5 そい，かれい他

チリ産ぶどうのシアン 10 全シアン ぶどう

貝 官三金3三t 23 下痢性，麻ひ性 ほたて貝

そ の 他 6 ヒスタミン，ニコチン酸他 生干しいか，牛肉

五十 187 
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表 2 食品等検査(一般依頼)

検 査 種 ，'31j 件 数 項 目 検 体

食品添加物 28 

保 存 手ヰ ( 5) ソルビン酸 ちくわ，ソーセージ，つけもの

発 色 剤 ( 6) 亜硝酸根 鶏肉，めんたいこ

人工甘味料 く1) サッカリン ちくわ

着 色 手ヰ (11) タール色素 山菜，ちくわ，つけもの他

漂 白 剤 ( 5) 亜硫酸 山菜

酸 価 2 ドーナッツ

色素製剤規格検査 2 

重 金 属 等 3 カドミウム，鉛，シアン し、わしアップルファイパー

殺 菌 料 ホルマリン 健康食品

栄 養 分 析 48 
水分，蛋白質， ほたて貝，長芋漬，鶏卵，

脂肪酸， コレステロール トマト

残 留 農 薬 3 
DDT， ドリン剤，

おにぎり， りんごジュースBHC，夕、、イアジノン

残留抗生物質 3 鶏肉

そ の 他 2 

計 92 
」ーーーーーーーー 一

表 3 水質検査(一般依頼)

検 査 種 別 件(項目数数) 備 考

全 項 目 原 水 21 ( 555) 硝酸性及び亜硝酸性窒素，塩素イオン，有機物，

全 項 目 浄 水 20 ( 572) シアン，水銀，有機リン，銅，鉄他

上 水 トリハロメタン 19 ( 76) 
クロロホルム，ブロモジクロロメタン，
ジブロモクロロメタン，ブロモホルム

トリクロロエチレン等 28 ( 8心
トリグロロエチレン，テトラクロロエチレン
1.1.1ートリクロロエタン

そ の 他 4 ( 104) 鉄，マンガン他

公共用水 河 )11 水 25 ( 570) pH， DO， SS， COD， BOD他

埋 }L 地 排 水 4 ( 124) pH， COD， BOD 

廃 棄 物 し 尿 放 流 水 6 ( 88) pH， COD， DO， SS， BOD 

鉱さい溶出試験 1 ( 8) 
PCB，水銀，カドミウム，鉛，有機リン，
六価クロム，ひ素，シアン

地 下 水 7 ( 200) 

下 水 1 ( 16) 

海 水 13 ( 172) 

そ の 他 6 ( 6) 

鉱 泉 分 析 32 (1. 184) 陽イオン，陰イオン，遊離成分

温 泉 分 析 8 ( 120 陽イオン，陰イオン，遊離成分

そ の 他 炭酸ガス

Z十 196 (3，880 
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7. 研修・教育

(1 ) 研修

保健所検査技師研修会(鯵ケ沢保健所 63. 12. 1) 

「ウイルス性食中毒の病原とその対応」 三上技師

「食品の微生物検査法について」 佐藤技師

「食品中の亜硝酸根の測定方法について」 村上技師

「水道水中の鉄および塩素イオンの精度管理について」

木村技師

(2)教 育

非常勤講師(青森県立高等看護学院)

公衆衛生学，成人保健

公衆衛生行政，疫学

微生物学

-9 -

秋山所長

豊川研究管理員

佐藤研究管理員



8. 職員の学会，研修会等への出席
昭.63年度

年 月 日 2ヱミ』 の 名 称 開催地 出 席 者

昭.63.5. 15""' 水質・土壌分析研修 所 沢 市 野村真美
6 . 1 

6. 15""'16 第29回臨床ウイルス学会 箱 根 町 佐藤允武

6.23 地研試験担当者講習会 東 尽 都 小林英一

6.30""' 
神経芽細胞腫検査技術者研修会 東 ~ 都 工藤久美子7. 1 

7. 21 ""'22 衛生徴生物協議会第9回研究会 戸昌主ョ 山 市 三上稔之，佐藤真理子

8.23""'25 第41回日本温泉科学会 伊(群香保馬町) 石塚伸一

8. 6 第8回青森県感染症研究会 弘 f.l1J 市 佐藤允武，三上稔之

8.25 東北食中毒研究会 花 巻 市 豊川安延

8.25""'26 第42回日本細菌学会東北支部総会 盛 岡 市 佐藤允武

9. 8""'11 
代謝異常スクリーニング研究会及び

東 尽 都 工藤久美子
技術者研修会

9. 18""'21 地研全国協議会並びに日本公衆衛生学会 キL 幌 市 秋山所長

9.21 ""'22 地研全国衛生化学技術協議会 干し 幌 市 高橋政教，秋山由美子

10.23 第27回日本薬学会東北支部大会 郡 山 市 古川章子，木村淳子

10.27""'28 食品衛生微生物研究会 東 尽 都 豊川安延

11.16""'18 日本食品衛生学会 静 岡 市 村上淳子

11. 29""' 昭和63年度食品化学講習会 東 尽 都 小林英一12. 1 

12. 1""' 2 保健所臨床検査技師研修会 鯵ケ沢町 三上稔之，佐藤真理子

村上淳子，木村淳子

平.元. 2. 10 環境保健部研究発表会 秋山所長，小鹿 三日区

佐藤允武，野目キョウ

三上稔之，佐藤真理子

工藤久美子，秋山由美子

村上淳子，古川章子

木村淳子，石塚伸一

野村真美，小林英一

2. 14""' 15 地研北海道・東北・新潟支部微生物研究部会
蔵王温泉

小鹿 晋，豊川安延
(山形市)

野呂キョウ

2.27""'28 
地研北海道・東北・新潟支部衛生化学研究部会

秋 田 市 高橋政教，野村真美総会

3. 15 HIV感染症に関するブロック研修会 仙 4口3、 市 秋山所長，三上稔之

3. 17""' 19 代謝異常スクリーニング研究会 千 葉 市 工藤久美子
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H 調査研究



青森県衛生研究所報 26. 11 -34. 1989 

青森県の温泉泉質経年変化(第七報)

一多変量解析による八甲田山地域温泉群の比較及び経年変化の検討一

* 石塚伸一 小林繁樹 木村淳子

小林英一 高橋政教

はじめに 調査方法

昭和田年3月末現在における青森県の源泉数は855 1. 調査地域の概要8)

(全国第5位).総湧出量は約12万 1/分(全国第5位) 八甲田山地域は，東北日本脊梁山脈の北端に位置し

であり，青森県は全国でも有数の温泉県である1)。 第四紀の活発な火山活動により，広範囲にわたって特徴

県内温泉の化学的，地質学的特性については，すでに 的な火山地形が発達している O

多くの報告がなされており，これらは温泉の適正利用及 八甲田山は，荒川|と蔦川の渓谷を自然の境界として，

び源泉の保護に役立つている O 北八甲田山と南八甲田山に区分され，それぞれ多数の山

温泉は，その複雑な湧出機構等により，泉質が変化す 体からなる複合火山である。

る可能性があるため，当所では，昭和55年度より県内温 北八甲田山は，東北東に配列する雛岳，高田大岳，小

泉の泉質経年変化を調査している2-7) 岳と南北に配列する赤倉岳，井戸岳，大岳及び硫黄岳よ

今回，八甲田山地域温泉群について，多変量解析を用 り構成され，八甲田カルデラ内縁又は内部に山頂を有す

いて泉質の比較及び経年変化の状況について検討したの るO カルデ、ラ内の高田大岳や雛岳は，円錐形の成層火山

で，その結果を報告する。 を形成しているO

図 I 調査対象地域

* 現青森県公害調査事務所
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北八甲田山の配列の規則性は，カルデラ内の深部構造

線を反映していると推定されている O

南八甲田山は，逆川岳，横岳，南沢岳，下岳，櫛ヶ峰

及び赤倉岳より構成されている O

北八甲田山の基盤を構成している新第三系は，変朽安

山岩及び同質暗緑色・紫灰色・緑灰色角疎凝灰岩等から

なる坪川層，石英安山岩及び流紋岩を主体とする紫森山

流紋岩，さらに硬質、ンルト岩，緑色凝灰岩及び玄武岩熔岩

よりなる下湯口層に大別されるものと考えられているO

北八甲田山の噴出物中で最も古いと考えられているの

は，石英安山岩質熔結凝灰岩であるO

この石英安山岩質熔結凝灰岩の上には，安山岩熔岩，

同質集塊岩が重なっている O 両者が北八甲田山の前期噴

出物と考えられているものである O

北八甲田山地域には，この前期の活動後にカルデラが

形成され，湖水堆積層が堆積している O

その後，カルテ‘ラ内部に中央火口丘群が誕生しそれ

らの火口から多量の浮石が噴出し堆積した。

南八甲田山の猿倉一蔦間では，北八甲田山の前期活動

の噴出物とほぼ類似の熔結凝灰岩，安山岩熔岩及び湖水

堆積層が，また蔦付近には，南八甲田山末期の活動によ

って生じたと考えられるおびただしい火山泥流が分布し

ているO

北八甲田山は，洪積期の初期において，第 l期の火山

活動をなしこの中心が，温泉活動の一つを代表してい

るものの，活動度は現在では非常に衰微していると考え

られている。

北八甲田山の第2期の火山活動は，中央火口丘部の誕

生によって代表されるが，これは温泉活動にはほとんど

関係しなかったものと考えられている O

北八甲田山の火山活動の第3期は，南北に配列してい

る赤倉岳，井戸岳，大岳及ひ、硫黄岳などの火口から多量

に浮石が噴出した時期によって代表される。

この火山活動と前後して，赤倉岳の山頂付近，酸ヶ湯

地区で小爆裂を伴う噴気が起った。

酸ケ湯地区の温泉活動が，この第3期の火山活動によ

って強化されて，温泉活動の第二次的中心がここに生じ

たものと考えられている。

八甲田山地域の温泉は，十和田一八幡平国立公園の中

の著名な温泉地として全国的に知られており，環境庁指

定国民保養温泉地となっている酸ヶ湯温泉等多数の温泉

が存在する。

これら温泉群は，大部分が，北八甲田山の山麓一帯に

ほぼ円形状に分布しており，一部が南八甲田山の東側に

分布している。(図 1参照)

2. 調査対象源泉

八甲田山地域には，約80の源泉が存在するが，このう

ち，利用に供されている21源泉について調査を行った。

調査対象源泉は，図 1に示すとおり，地理的に酸ケ湯

地区(7源泉)，城ケ倉地区(3源泉)，田代元湯地区

( 1源泉)，田代新湯地区(2源泉)，八甲田地区(3源

泉)，谷地地区(1源泉)，猿倉地区(1源泉)，蔦地区

( 3源泉)の8地区に大別される O

このうち，酸ケ湯，域ヶ倉，田代元湯，田代新湯，八

甲田地区は，北八甲田山に分布し，谷地本，猿倉，蔦地

区は南八甲田山に分布している O

なお，北八甲田山の温泉は青森市に所在し，南八甲田

山の温泉は十和田湖町に所在する O

調査対象源泉名は，表 lのとおりであるO

3. 調査時期

調査時期は昭和28年度~昭和63年度である O

昭和28年度の調査は中央温泉研究所が実施したが，そ

れ以外は全て当所で調査を行った。

4. 調査項目及び調査方法

調査項目は，泉温， pH，蒸発残留物 (E.R)，陽イ

オンとして Na+， K+， Mg 2+， Ca 2+， A13+， Mn 2+，総

Fe，陰イオンとして Cl一， SO~- ， HS04， HC03'溶存

ガス成分として CO2，H2SであるO

分析方法は，鉱泉分析法指針に準拠した。

なお，便宜上， HS04 は SOi-~.こ含めて以下のデータ

処理を行った口

泉質の比較，経年変化の検討には，多成分濃度相関マ

トリックス法9)クラスター分析法10) 主成分分析法10)

を用いた。

これらの数値処理には， NEC-PC 9801 VMを用い

7こO

調査結果及び考察

泉質調査結果は，表 lのとおりである O

1. 最近の泉質の状況

調査対象源泉の最近の調査結果(表 lのNo.2，4， 6， 

8， 10， 12， 16， 19， 21， 23， 26， 29， 31， 33， 34， 35， 

36， 38及び41の19源泉)の平均値等基礎統計量を表2に

示す。

(1) 泉温， pH，主要成分

a. 泉温

最高は酸ヶ湯ふかし湯の90.8
0

C，最低は谷地 l号泉の

40.2
0

C，平均値は56.2
0

Cであった。

泉温を分類すると，表3のとおりであり，高温泉が17

源泉と温度の高いものが多い。

酸ケ湯ふかし湯の泉温が高いことと，この付近には硫

化水素を伴う噴気がみられること，また，酸性変質帯が

存在すること等を考え合わせれば，酸ヶ湯地区は，現在

も温泉活動が活発であると考えられるO

* 北八甲田山地域に分類されている場合もあるD
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表 2 基礎統計量 09源泉の最近の測定値， 15変数)

(単位 T : oc， ER g/kg， pHを除くその他 mg/kg) 
[も 変 数 平均値 最大値 最小値 標準偏差 変動係数(%)

T 56.18 90.8 40.2 12.98 23.10 
2 pH 4.727 7.60 l.40 2.565 54.26 
3 ER 2.2094 8.383 0.244 1.8459 83.55 
4 Na + 127.06 277 .0 32.7 88.60 69.73 
5 K+  21.29 56.6 5.1 16.90 79.35 
6 MCa g 22+ + 43.16 149.3 4.5 35.21 81.57 
7 147.94 368.7 13.1 89.82 60.71 
8 A13+ 118.653 780.00 0.05 192.936 162.61 
9 Mn2+ l. 213 6.30 0.05 1.533 126.34 
10 Fe 20.361 222.50 0.05 50.525 248.15 
11 Cl- 343.44 2163.0 15.2 489.22 142.45 
12 SO~- 1513.04 7297.0 40.7 1746.30 115.42 
13 日CO:i 127.28 378.3 0.0 140.98 110.77 
14 CO2 62.29 556.6 0.0 132.03 21l. 97 
15 H2S 5.42 20.6 0.0 6.90 127.35 

(T 泉温， ER 蒸発残留物)
ド仏ーーコ

v 
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図2 化学成分の濃度範囲



表3 泉温の分類

種 類 泉 温 源泉数

冷 鉱 泉 25
0

C未満 。
イ民 温 泉 25

0

C以上34
0

C未満 O 

温 泉 34
0

C以上42
0

C未満 2 

高 温 泉 42
0

C以上 17 

b. pH 

pHの最高値は域ヶ倉4号泉の7.6，最低値は酸ケ湯

ふかし湯の1.4，平均値は4.7であった。

液性を分類すれば表4に示すとおり，酸性泉が8源泉

と最も多く，次いで中性泉が7源泉であった。

調査対象源泉の液性を地区別にみると，酸ケ湯地区が

酸性，猿倉地区と谷地地区が弱酸性，蔦地区と田代元湯

地区及び田代新湯地区が中性，城ケ倉地区が弱アルカリ

性であり，また，八甲田地区には，酸性と弱アルカリ性

の源泉が混在しているO

従って，八甲田山地域温泉群の pHの特徴は，酸性か

ら弱アルカリ性まで，種々の液性の源泉が存在すること

と，酸ケ湯地区の pHが1.4から2.0と非常に酸性の強い

ことであるo

表4 液性の分類

種 類 pH 源泉数

酸 性 3未満 8 

~~ 酸 性 3以上6未満 2 

中 性 6以上7.5未満 7 

弱アルカリ性 7.5以上8.5未満 2 

アルカリ性 8.5以上 。

C 溶存物質

蒸発残留物の最大値は，酸ヶ湯ふかし湯の8.383g / kg， 

最小値は域ケ倉4号泉の0.244g/ kg，平均値は2.209

g/ kgであった。

溶存物質量(ガス性のものと除く)が 1g / kg以上の

塩類泉が16源泉であり， 1 g / kg未満の源泉は，城ケ

倉4号泉，猿倉4号泉，谷地 l号泉の 3源泉である O

d. 陽イオン

Na+は，酸ヶ湯地区，猿倉地区，谷地地区，城ケ倉

地区及び八甲田地区のラムネ湯ではほぼ50mg / kg， 

蔦地区，田代元湯地区，田代新湯地区及びラムネ湯以外

の八甲田地区の源泉では200.......，300 mg I kgであった。

K+は，八甲田 1号泉， 6号泉，田代新湯 1号泉， 2 

号泉では50mg / kgと多く含まれており，その他の源

泉では約10mg / kgであった。

Mg2+については，最大値は酸ヶ湯ふかし湯の149.3

mg I kg，最小値は猿倉4号泉の4.5mg I kg，平均

値は43.2mg / kgであった。

Ca2+については，最大値は酸ヶ湯ふかし湯の368.7

mg / kg，最小値は城ケ倉4号泉の13.1mg / kg，平均値

は147.9mg/kgで、あった。酸ケ湯地区，八甲田地区のラム

ネ湯は200mgIkg程度，田代元湯地区，田代新湯地区，谷

地地区及びラムネ湯以外の八甲田地区の源泉は100mg/

kg程度，猿倉地区，蔦地区は60mg / kg程度であった。

Al3+は酸ケ湯地区と八甲田ラムネ湯で100.......，780mg I 

kgと多く含まれている O その他の源泉ではほとんど含

まれていなし、。

Mn 2+は，酸ケ湯地区に多く含まれ，最大値はふか

し湯の6.30mg / kgであった。

Feは酸ヶ湯地区iこ多く含まれ，最大値はふかし湯の

222.5 mg / kgであった口ふかし湯以外の酸ヶ湯地区の

源泉には20.......，30mg / kg含まれていた。

e. 陰イオン

Clーの最大値は，酸ケ湯ふかし湯の2163mg / kg ， 

最小値は域ケ倉4号泉の15.2mg / kg.平均値は343.4

mg / kgであった。

酸ケ湯ふかし湯は約2000mg / kg，ふかし湯以外の

酸ケ湯地区の源泉は約500mg / kg，八甲田ラムネ湯は

約400mg / kg，蔦地区，田代元湯地区，八甲田 l号泉，

6号泉は約100mg I kg，谷地地区及び城ケ倉地区は約

20 mg I kgであった。

SO~ーの最大値は酸ケ湯ふがし湯の7297mg / kg，最

小値は域ケ倉4号泉の40.7mg / kg，平均値は15日mg/

kgであった。ふかし湯以外の酸ヶ湯地区の源泉では2000

.......，3000 mg / kg，八甲田地区，田代新湯地区で600mg / 

kg，谷地地区で360mg / kg，蔦地区，田代元湯地区

で300mg / kg，域ケ倉地区で40mg / kgであった O

HC03は，酸ヶ湯地区，八甲田ラムネ湯には含まれ

ていなし、。蔦地区，田代元湯地区， ラムネ湯以外の八甲

田地区の源泉，田代新湯地区では300mg / kg，城ケ倉

地区で80mg / kg，谷地地区で15mg / kgであった。

f. 溶存ガス成分

CO2は八甲田ラムネ湯に500mg / kgと最も多く含

まれており，谷地地区で100mg / kg，蔦地区，ラムネ湯以
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外の八甲田地区の源泉で30mg / kgであった。 調査対象19源泉の9成分(Na +， K+， Mg 2+， Ca 2+， 

見Sは，酸ケ湯地区，猿倉地区，谷地地区及び八甲田 Al3+， Mn 2+， Fe， Cl-， 80~-) を用いて検討を行った。

ラムネ湯に含まれており，蔦地区，田代元湯地区，田代 ここで，判定基準の値は，求めた全相関数の約10%が

新湯地区，城ケ倉地区，ラムネ湯以外の八甲田地区の源 0.33以上の値をとるようにすることとし9)判定基準の

泉には含まれていなかった。 値を種々変えて，相関数の累積度数分布を検討した結果，

図2に化学成分の濃度範囲を示す。1.3に設定することとした。

(2) 療養泉泉質分類 得られた相関数行列及び累積度数分布は，表6及び図

調査対象19源泉の療養泉泉質分類は表10に示すとおり 3のとおりであるO

である O タイプ別にみると，表5のとおり， Al -80.・ 累積度数分布図より，相関数が0.73以上のとき成分組

Cl型が7源泉と最も多く，次いでNa・Ca-80.・ 成の類似性が強いといえる(危険率10%有意)。

HC03型で、あった。 表 6から，源泉聞の類似性の強いものは，次の 3グ、ル

また，酸ケ湯地区の 7源泉と八甲田ラムネ湯は酸性泉 ープであるO

であった。

さらに，酸ケ湯地区の 6源泉，猿倉4号泉，谷地 1号

Aク、、ループ:酸ケ湯地区の熱湯，鹿の湯，冷湯小，冷

湯大，四分六分湯，玉湯

泉は硫黄泉であり，かつ，酸ケ湯地区の 5源泉は鉄泉で IBグ、ループ:蔦地区の家族湯，新湯，旧湯
もあった。 ICグループ:八甲田地区の l号泉， 6号泉，田代新湯
陰イオンの主成分は全て 80~ーであり，陽イオンの主 1 地区の l号泉， 2号泉

成分は Na+が8源泉， A13+が 7源泉 Ca2+が 1 この結果と，後述する主成分分析の結果から，調査対

源泉である口 象源泉聞の関係については，次のように推定されるO

Na+が主成分の源泉は，蔦地区，田代元湯地区， 田 ① Aク守ループでは，同ーの性質を持った噴気ガスが同

代新湯地区，八甲田 1号泉， 6号泉であり A13+が主 一条件で同ーの岩石，土壌を溶解し化学成分を溶出する

成分の源泉は酸ケ湯地区 Ca2+が主成分の地区は八甲 ため源泉聞の成分組成比率が類似していると考えられる。

田ラムネ湯であるO ② Bグループ， Cグ、ループでは，それぞれ根源となる

温泉水が湧出の過程で地表水，地下水と混合しその混

表 5 療養泉による泉質分類 合割合により種々の濃度の温泉水ができていると考えら

泉 質 名

Al -80.・Cl

Na . Ca -80. . HC03 

Na -80.・HC03・Cl

単純硫黄温泉

Ca . Al -80.・Cl

単 京市 温 泉

源泉数

7 

5 

3 

2 

れる O

b. クラスター分析法による検討

クラスター分析は，ある一連の試料群に関する複数の

計測値を基に，似たもの同志をかたまり(クラスター)

に集める手法である。

この手法を用いるにあたり，前述の多成分濃度相関マ

トリックス法で得られた相関数から C1 -相関数〕を求

め，これを似ている度合い，すなわち類似度として解析

を行った。

また，できるだけ似たもの同志を集めるという目的か

ら，クラスターとクラスターの類似度として，それぞれ

のクラスターに含まれている最も近い対象の間の距離を

(3) 源泉聞の泉質の比較 用いる最短距離法を採用した。

これまで述べてきたように，八甲田山地域には種々の 解析結果の要約表及びデンドログラムを表7及び図4

泉質の源泉が存在するため，源泉聞の泉質の類似性につ に示す。

いて検討を行った。 なお，デンドログラムの縦方向の長さは，源泉聞の距

類似性について検討するにあたっては，多成分濃度相 離を表わしており，クラスターはデンドログラムを適当

関マトリックス法，クラスター分析法を用いた。 な高さで横に切断したときに，そこまでで互いに接続し

a. 多成分濃度相関マトリックス法による検討11) ている源泉によって構成される。

多成分濃度相関マトリックス法は，ある一連の試料群 調査結果1.(3).aにより，相関数が0.73以上のものは極

について，多成分からなる多数の試料の濃度比を基にし めて類似していることから，距離が0.27(= 1 -0.73) 

て，試料相互の関連性を求める手法である O 未満のものが，極めて類似しているということができるO
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酸ケ湯地区の源泉は，地下深部において強いつながりが

あるためと推測されるO

② 酸ケ湯ふかし湯は，酸ヶ湯地区の中では他の源泉と

特異な状況にある O これは，ふかし湯は，酸ヶ湯地区の

中で最も温泉活動が活発なためと考えられる。

③ 城ケ倉地区は，地理的には酸ヶ湯地区に近いが，別

のクやループに属している O

次に， 9成分の中から， A13+， Mn 2+， Feを除き， 6 

成分 (Na+， K+， Mg 2+， Ca 2+， Cl一， SO~-) で多成分

濃度相関マトリックス法を行ったところ，表8のとおり，

9成分の場合より類似の度合いが強まっているO

また， 6成分の場合のクラスター分析結果は，表 9，

図5に示すとおり，同一ク守ループ聞の類似の度合いが一

層強まっている O

このことは， Al3+， Mn 2+， Feは，液性ビより岩

石，土壌から溶出する度合いが大きく変化するためと推

測される O

2. 泉質経年変化

(1) 療養泉泉質分類による泉質の経年変化状況

調査対象15源泉の療養泉泉質の変化状況を表10に示す。

療養泉泉質名に変化のあったのは， 15源泉のうち12源

泉であった。

変化の内容は，表11のとおりである O

源泉のデンドログラム図 5源泉のデンドログラム

図 4のデンドログラムから，距離0.8のところで，次

の3つのグループに大別できる。

Aク、、ループ:酸ヶ湯地区，八甲田ラムネ湯

Bクーループ:蔦地区，田代元湯地区，田代新湯地区，

谷地地区，城ケ倉地区，八甲田 l号泉，

6号泉

Cク、、ループ:猿倉地区

このうち， A， Bグ、ループは，距離0.3において，

れぞれ次の小グループに細分できるO

rAl 酸ケ湯ふかし湯

A ート A2:酸ヶ湯地区(ふかし湯を除く)

L A3:八甲田ラムネ湯

そ

図4

r B1 蔦地区

ト B2:田代元湯地区

B-←B3 :八甲田 l号泉， 6号泉，田代新湯地区
ト B4:谷地地区
L B5 ::城ケ倉地区

このような源泉聞の類似性を地理的な源泉分布と比較

すると，次のような特徴がみられる口

① 八甲田ラムネ湯は，同じ八甲田地区の l号泉， 6号

泉とは類似しておらず，これらより離れている酸ケ湯グ

ループに類似しているO このことは，八甲田ラムネ湯と

氏
U
噌

'
i



No. 源 泉 名

酸 ケ 湯 熱湯

2 酸 ケ 湯鹿 湯

3 酸ケ湯冷湯小

4 酸ケ湯冷湯大

5 酸ヶ湯四分六分湯

6 酸 ケ 湯 玉 湯

7 酸ケ湯ふかし湯

8 猿 倉 4 下仁ゴゴ

ドー・‘ 9 蔦 家 族
-J 

10 蔦 新 湯

11 蔦 |日 湯

12 田代元湯龍の湯

13 八甲田ラムネ湯

14 j¥ 甲 回 子仁ゴ1 

15 j¥ 甲 田 6 下仁コ元「

16 田代新湯 l 号

17 田代新湯 2 号

18 谷 地 干仁ゴゴ

19 城 ケ 倉 4 干仁ゴ3 

最 近 の

酸性合Fe. S -Al 

酸性含Fe -Al 

酸性含 Fe. S -Al 

酸性一合S -Al 

酸性含Fe. S -Al 

酸性一含S -Al 

酸性一含Fe -Al 

単純硫黄温泉(砧S型)

Na 

Na 

Na 

表10 療養泉泉質名の経年変化

泉 質 名

-804 • Cl (出S型)

-804・Cl(H2S型)

804・Cl (H2S型)

-804・Cl (~S 型)

-804・Cl (出S型)

804・Cl (出S型)

-804・Cl

-804・HC03.Cl 

804・HC03・Cl

-804・HC03.Cl 

Na . Ca -804・HC03

酸性 -Ca . Al ← 804 • Cl 

N a . Ca -804 • HC03 

Na . Ca -804 • HC03 

Na ・Ca-804 • HC03 

Na . Ca -804・HC03

単純研し黄温泉(匝S型)

単純温泉

過 去 の 泉 質 名

含 S-Ca . Na . Mg -804 • Cl (匝S型)

酸性一含S-Ca . Mg -804 ・Cl (見S型)

酸性合S-Ca . Na . Mg ← 804 • Cl (~S 型)

酸性一含S-Ca . Mg . N a -804・Cl (匝S型)

含S-Ca . Mg . N a -804・Cl (匝S型)

酸性一含S. Fe -Al・Ca -804 • Cl (H2S型)

酸性一含S. Fe -Mg . Al -804・Cl (H2S型)

単純硫黄温泉 (H2S型)

Na 804・Cl. HC03 

Na 804・Cl. HC03 

Na 804・Cl. HC03 

Na . Ca 804 

酸性 Al 804・Cl

Na . Ca -804・HC03

単純硫黄温泉(匝S型)

(陥15，16， 17， 19の4源泉は最近利用に供された。)



表11 療養泉泉質分類による変化の内容

源 泉 名 pH 陽イオン 陰イオン

酸ケ湯熱 湯酸性泉となる Ca " Na " Mg → Al 

鹿 湯 Ca " Mg →Al 

冷湯小 Ca " Na " Mg → Al 

冷湯大 Ca " Mg ・Na→ Al 

四分六分湯酸性泉となる Ca " Mg " Na → Al 

玉 湯 Al " Ca → Al 

ふかし湯 Mg " Al → Al 

猿 倉 4 号泉 〔 変 化 な し 〕

蔦 家族湯 804" Cl " HC03→804・HC03・Cl

新 湯

|日 湯

田代元湯龍の湯 804 →804" HC03 

八甲田ラムネ湯 Al→ Ca " Al 

八甲田 号泉 〔 変 化 な し 〕

谷 地 号泉 〔 変 化 な し 〕

① pH 

酸ケ湯地区の熱の湯，四分六分湯が弱酸性から酸性に

なった。

②陽イオン

酸ケ湯地区において，主成分がCa2+又はMg2+から

A13+に変化した口またFeが増加した。

八甲田ラムネ湯において，主成分がA13+から Ca2+

になっTこO

③陰イオン

陰イオンの主成分に変化はみられないが，副成分に変

化がみられた。

蔦地区では， 804・Cl" HCO 3から 804・HC03"

Clに変化した。

田代元湯地区では， 804から 804 ・HC03に変化し

TこO

蔦地区，田代元湯地区において， HC03が増加して

いるO

以上，酸ケ湯地区，八甲田ラムネ湯は陽イオンに大き

な変化があり，田代元湯地区，蔦地区では陰イオンの副

成分に変化があった。

(2) 成分間の相関関係

表 1の41試料のうち欠測値のある 2源泉を除いた39試

料について， 16項目間(泉温， pH，蒸発残留物， Na +， 

K+， Mg 2+， Ca 2+， Al3+， Mn 2+， Fe， H+， Cl -， 8C九一，

HC03-， CO2，見S)の相関関係を検討した。

これら16項目の平均値等基礎統計量を表12に示す口

また，相関係数行列を表13に示す。

さらに，変数間の散布図を図6-(1)から図6-仰に示す。

成分間の相関関係をみると，泉温蒸発残留物，泉温-

H+， Na + -K+， Na + -HCOi， Mg2+ーCa2+， Ca 2+_ 

SO~- ， Ca 2+ -H七A13+-80~- ， Al3+-Cl-， Al3+-

Fe， A13+-H+ ， H+-80~- ， H+-Cl- ， Cl--80~­

等の聞に正の相関関係(危険率 1%有意)がみられる O

なお，酸ケ湯地区ではNa+が100から200mg / kg程

度含まれているが， HCOiが含まれておらず， これは，

酸性ではHCOiが存在しえおいためと考えられる 15)。

HCOiについては， HCOiの存在する源泉では， Cl -， 

SO~-，出S が存在せず，逆に C1 -， SO~ -， H2 Sが存

在する源泉ではHC03ーヵ、滞在しないとL、ぅ関係がある Oこ

れは，調査対象地域においては， C 1 -， 80i -， H2 Sが

存在する源泉は酸性のものが多く，そのためHCOiが存

在しえないためと推測されるO

成分間の比率については， K+はNa+の1/10程度，

Mg2+はCa2+の1/3程度， A13+はSOiーの1110程度，

FeはA13+の1/4程度， Clーは80iの114程度含まれて

し、TこO

0
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表13 相関係数行列(1) (39試料)

No.変 数 1T 2 pH 3 ER 4 Na十 5 K+ 6 Mg2+ 7 Ca 2+ 8 A13+ 9 Mn 2+ 

T 1.0000 -0.4635 * * 0.7110* * 0.1751 0.0376 0.7141牢* 0.4952*牢 0.6104 * * 0.4943 * * 
2 zR 0.4635 * * 1.0000 0.7179牢* 0.5102 * * 0.2774 -0.6526 * * 0.7443牢* 0.6758* * -0.6538 * * 
3 0.7110* * -0.7179 * * 1.0000 0.1266 0.1036 0.7107 *本 0.8726 * * 0.8720 *牢 0.7455* * 
4 Na + + 0.1751 0.5102 * * -0.1266 1.0000 0.5068 * * O ‘1738 -0 .2286 -0.3332 * -0.1206 
5 K 0.0376 0.2774 0.1036 0.5068 * * 1.0000 -0.0171 0.0584 0.0787 0.0657 
6 Mg~+ 0.7141 * * -0.6526 * * 0.7107牢本 0.1738 -0.0171 l‘0000 0.4621牢牢 0.5052 * * 0.5121** 
7 Ca2十 0.4952 * * -O. 7443 * * 0.8726 * * -0 .2286 0.0584 0.4621 * * 1.0000 0.7893 * * 0.6828 * * 
8 A13+ 0.6104 * * -0.6758 * * 0.8720 * * 0.3332 * -0.0787 0.5052 * * 0.7893牢本 1.0000 0.6040 * * 
9 Mn2+ 0.4943 * * 一0.6538* * 0.7455 * * 0.1206 0.0657 0.5121** 0.6828 * * 0.6040 * * 1.0000 
10Fe + 0.5695 * * -0.4865 * * 0.7845 * * 0.2227 0.0462 0.4321 * * 0.6797 * * 0.9381本* 0.5725牢*
11 日 0.7451 * * 一0.7410** 0.9157** ← 0.3145 * 0.0893 0.7400 * * 0.7511** 0.9237 * * 0.6258 * * 
12 Cl- 0.7105 * * 一0.6925* * 0.9778 * * -0.1789 0.0028 0.7052牢* 0.8296 * * 0.8963 * * 0.7523 * * 
13S002-5 0.5766* * 一0.6643* * 0.8268 *牢 -0.3048 -0.0611 0.4574牢申 0.7900 * * 0.9826 * * 0.5719*申
14 HC 0.3212 * 0.8120** -0.4320* * 0.7971 *牢 0.5009牢* -0.4422 * * 0.4862 * * -0.4685 * * ー0.5194本牢

15co 2S 2 0.2401 0.1286 -0.1658 0.0855 -0.0904 0.2323 0.0566 0.1783 0.3208 * 
16 日 0.0811 -0.3610 * 0.0891 0.5273 * * -0.4053 * * 0.0175 0.1314 0.0640 0.1866 

(* * : 1 rl>0.4020は，危険率 1%で有意) (T 泉温， ER 蒸発残留物)

(* 1 rl>0.3131は，危険率 5%で有意)
ドー・‘〈。

表13 相関係数行列(2) (39試料)

No.変 数 lOFe 11H+ 12 Cl - 13 SOi- 14HC03 15 CO 2 16H2S 

T 0.5695 * * 0.7451 * * 0.7105 *本 0.5766 * * 0.3212 * 0.2401 0.0811 
2 fR 0.4865 * * -0.7410* * -0.6925申牢 0.6643 * * 0.8120 * * 0.1286 0.3610 * 
3 0.7845 * * 0.9157** 0.9778 * * 0.8268 *牢 0.4320 * * 0.1658 -0.0891 
4 Na + + -0.2227 -0.3145 * 0.1789 0.3048 0.7971 * * 0.0855 0.5273*本
5 K 0.0462 -0.0893 -0.0028 0.0611 0.5009 * * 0.0904 0.4053 *串
6 Mg~+ 0.4321 * * 0.7400 * * 0.7052 * * 0.4574 * * 0.4422 * * 0.2323 0.0175 
7 ca2+ 0.6797 * * 0.7511** 0.8296牢牢 0.7900 * * 0.4862 * * 0.0566 0.1314 
8 A13+ 0.9381 * * 0.9237 * * 0.8963 * * 0.9826本* 0.4685牢* 0.1783 -0.0640 
9 Mn 2+ 0.5725* * 0.6258 * * 0.7523牢本 0.5719** 0.5194 * * -0.3208 * 0.1866 
10 Fe + 1.0000 0.8477 * * 0.8539 * * 0.9334 * * 0.3206 * 0.1861 -0.1608 
11 H 0.8477* * 1.0000 0.9289 * * 0.9044 * * 0.5004牢* -0.2568 -0.1008 
12 Cl- 0.8539* * 0.9289牢* 1.0000 0.8461 *本 0.4662牢* 。‘1863 -0 .0876 
13S0O3-E 0.9334 * * 0.9044 * * 0.8461牢* 1.0000 0.4310 * * 0.1735 -0.0648 
14 HC -0.3206 * -0.5004 * * -0.4662 * * 0.4310 * * 1.0000 0.1569 0.5895 * * 

15co 2S 2 0.1861 -0.2568 -O .018867 3 0.1735 0.1569 1.0000 0.0680 
16 H 0.1608 -0.1008 0.0876 0.0648 0.5895 * * 0.0680 1.0000 

(牢* : 1 rl>0.4020は，危険率 1%で有意) (表 lのNo.30，32を除く 39試料)
(* 1 rl>0.3131は，危険率 5%で有意) (SOiーにはHSO.も含まれている)
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(3) 主成分分析法による解析12-13) 発残留物， Na+，K+， Mg2+， Ca2+， Al3+， Mn2+， 

主成分分析法は，互いに相関のある多種類の特性値の Fe， H¥ Cl-， SO~一， HC03， 匝S)について，相

もつ情報を，互いに無相関な少数個の総合特性値に要約 関係数行列を用いて解析を行った。結果を表14に示す。

する手法である口 固有値が1.0以上の主成分の数は2個であり，第 2主

泉質経年変化の変動要因について検討するため，表 l 成分までの累積寄与率は77.4%であった。第 l主成分と

の40試料(No.30は出Sが欠測のため除いた)， 13成分(蒸 第 2主成分に対する因子負荷量を図 7に示す。

表14 主成分分析解析結果(固有値，累積寄与率，固有ベクトル，負荷量)

成分

固有値

累積寄与率

第 l主成分 21 

7.5474 
0.5806 

第 2主成分 22

2.5093 
0.7736 

第 3主成分 23

0.9703 
0.8482 

ER 
Na 十
K+ 

Mg2+ 

Ca2+ 
A13+ 
Mn 2+ 

Fe 
H+ 

Cl 
SO~­

HC03 
H2S 

固有ベクトル

0.3441 
0.1346 
0.0436 
0.2476 

0.3132 
0.3449 

0.2754 
0.3180 
0.3486 
0.3508 
0.3347 

~ O. 2219 

0.0223 

負荷量
0.9453 
0.3698 
0.1198 
0.6801 
0.8606 
0.9474 

0.7566 
0.8735 
0.9576 
0.9637 
0.9194 
0.6096 
0.0613 

固有ベクトル

0.1409 
0.4967 
0.4654 

~ 0.0313 

0.0317 
0.0531 

0.0001 
~ 0.1201 
~0.0559 

~ 0.1037 

0.0663 
~ 0.4594 

0.5180 

負荷量
0.2231 

~ O. 7868 
~ 0.7372 
~ 0 .0495 
~O.0502 

~ 0 .0842 

0.0001 
0.1902 

~ 0.0886 
~0.1642 

~ 0.1050 
~ 0.7277 

0.8206 

固有ベクトル

0.1530 
0.2145 

0.3878 
0.3236 
0.1703 

~0.2571 

0.4704 
0.3324 

~ 0.1109 

0.0582 
~ 0.2867 
~ 0.1379 

0.3629 

負荷量
0.1507 
0.2113 

0.3820 
0.3188 
0.1677 
0.2533 

0.4634 
~0.3275 

0.1093 
0.0573 
0.2824 
0.1358 
0.3574 
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第 l主成分は， ER， H+， A13+， Fe， Ca 2+， Mn 2+， 

Mg2+， Cl-， 80~- と正の相関があり， HC03と負の相

関があるO

第 2主成分は，H2Sと正の相関， HC03"， Na +， K+ 

と負の相関があるO

図 7より， 13成分は次の 3つのグ‘ループに大別できるO

られるが，出Sとも相闘があることから，例えば含ガス

水地層のガス水の破壊8)等，別な成分も含まれているこ

とが推測されるO

次に各試料の第 l主成分，第2主成分のスコアを表16

に，その散布図を図9に示した。

図9より， 40試料は，次のA'""-'Eの5ク守ループに大別

Mg2+， Cl-， 80~-

Aク守ループ ER，H+， A13+， Fe， Ca2+， Mn 2¥ できる O

Bグループ Na¥K+， HC03" 

Cク、、ループ:匝S

なお，成分間のグループ分けについては，成分間の相

関係数を用いてクラスター分析を行い，主成分分析法に

よる分類とほぼ同様の結果が得られた。(表15，図8参照)

(ここでは，成分間を対象に， C 1一(相関係数の絶対

値)Jを類似度とし最短距離法を用いて解析を行った。)

第 l主成分，第2主成分の意義については，次のよう

に解釈されるものと推測される。

第 l主成分は， sSの酸化や亜硫酸の自己酸化還元に

より生成した硫酸14) による H+や 80~ 及ひ、硫酸により

岩石，土壌から溶出した Al3+， Ca 2+， Fe， Mn 2+と

正の相関があり，アノレカリ度と関連のある HC03"と負の

相関があることから，液性に関する成分と考えられる O

酸性が強い程，多くの物質が岩石，土壌より溶出して

くるので，結果的に蒸発残留物と正の相関関係があるも

のと考えられる O

第 2主成分は，地表水，地下水起源成分の指標16) と

考えられる Na+， HC03"と相関が高いことから，地表

水，地下水の温泉水への混入の度合いを示す成分と考え

ER Cl- H+ AI3+S0~- Fe Ca2+Mn2+Mg2十 Na+ HCOi H2S K十

(夫 lのぬ30，32を除く 39式料 13成分)

図8 化学成分のデンドログラム

Aグループ:酸ヶ湯ふかし湯 (S.36を除く)

Bク、、ループ:酸ケ湯地区(S . 45， 55， 63のふかし湯を

除く)の最近の試料

Cクーループ:八甲田ラムネ湯 (S.56) と酸ケ湯地区

(ふかし湯を除く)の過去の試料

Dグループ:猿倉地区，谷地地区の試料(最近及び過去)

Eク、、ループ:城ヶ倉地区の試料(最近及び過去)

Fク、、ループ:蔦地区，田代元湯地区，田代新湯地区，

八甲田 1号泉， 6号泉(最近及び過去)

これらのグループを療養泉泉質分類と対比してみると，

A， Bク、、ルーフ。は Al -804型

C クソレープは Ca -804型

D， Eグループは単純温泉型

F クソレープは Na -804型

また，概ねA，B， Cクボループは酸性泉， B， C， D 

クソレープは硫黄泉となっている。

ここで，陽イオンの主成分と第 l主成分のスコアの関

係をみると，第 l主成分のスコアが+0.7より大きくな

ると A13+が主成分， -0.55から十0.7まではCa2+が主

成分， -0.55より小さいと Na+が主成分となっている。

第 1主成分が液性に関する成分と考えられることから，

陽イオンと H+の関係をみると，酸性になるに従って，陽

イオンの主成分がNa+→Ca2+→ A13十と変化しているO

経年変化の状況をみると，酸ケ湯地区では第 l主成分

のスコアが増加し第2主成分のスコアが増減しているO

酸ケ湯以外の地区では，第 l主成分のスコアに変動は

なく，第 2主成分が増減している O

このことは，八甲田山地域の調査対象源泉の経年変化

は，酸ケ湯地区と酸ケ湯以外の地区では変化の質が異な

っていることを示している O

すなわち，酸ケ湯以外の地区では，第2主成分が経年

変化しているのであり，これは，温泉水への地表水，地

下水の混入の度合いが変化しているものと考えられる O

一方，酸ヶ湯地区では，第 2主成分の変化に加えて第

1主成分が増加しており変化の内容は複雑である O

まず，第 l主成分の変動は，液性の酸性化によるものと

考えられる O 液性の酸性化に伴って A1
3+，Fe， 80~ 一

等が増大するとともに，陽イオンの主成分がCa2+から

A13+に変化している O

次に第2主成分の変動は，地表水，地下水の混入の度

A
斗
4つ白
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スコア散布図

の条件等が変化しているためと推測される。前述の主成

分分析の結果から，その変化している化学反応条件の一

つは液性であると推測される O

② 酸ヶ湯ふかし湯については， S 55-63の濃度比の変

動は小さく，それ以前は大きく変動していた。

③ 蔦地区，田代元湯地区，八甲田 l号泉，谷地 1号泉

では，成分の濃度比に大きな変動はなし、。

このことは，これら源泉における成分濃度の変動は，

地表水，地下水の混入の度合いによるという，前述の主

成分分析の結果と一致するものである O

④ 表17におし、て， A13+， Mn 2+， Feを除いた 6成分の

場合の相関数は9成分の場合より概ね大きくなっており，

類似の度合いが強まっている O

このことは， A13+， Mn 2+， Fe についての変化が大き

かったことを示しているO

F
h
u
 

円
/
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図9

合いの変化に加えて，硫化水素の増減によるものと考え

られる O

(4) 多成分濃度相関マトリックス法による検討

表 lの41試料， 9成分(N a +， K + ， Mg 2+ ， Ca 2+， 

A13+， Mn2+， Fe， Cl-， SO~づについて，多成

分濃度相関マトリックス法(判定基準値:1.5)により

解析を行った。

得られた相関数の中から，同一源泉の異なる調査年度

聞の相関数を表17に示す。

表17から成分の濃度比からみた場合の経年変化の特

徴は次のとおりである。

① 酸ケ湯地区の熱湯，鹿湯，冷湯小，冷湯大，四分六

分湯，玉湯，ふかし湯(S 36 -45， 45 -55) ，猿倉 4号

泉 (S36 -56)八甲田ラムネ湯の成分濃度比の変動が大

きい。

これは，酸ケ湯地区では，噴気ガスと岩石の化学反応



表17 多成分濃度相関マトリッグス法による年度聞の相関数

(基準値=1.5) 

源 泉 名 年度年度 相関数(A) 相関数(B)

酸ケ湯熱 湯 28-61 0.167 0.333 

鹿 湯 28-63 0.139 0.133 

冷湯小 28十 63 0.111 0.200 

冷湯大 28-63 0.139 0.267 

四分六分湯 28-63 0.194 0.400 

玉 湯 39-55 0.333 0.267 

ふかし湯 36-45 0.167 0.133 

45-55 0.167 0.267 

55-63 0.833* 1.00伊

猿 倉 4 号泉 36-56 0.222 0.333 

56-63 0.528* 1.00伊

蔦 家族湯 40-63 0.444* 0.667* 

蔦 新 湯 40-63 0.38伊 0.867ヰ

蔦 l日 湯 40-56 0.361* 0.80伊

56-63 0.861牢 1.00伊

田代元湯龍の湯 37 -56 0.472* 0.667* 

56-63 1.00伊 1.00伊

八甲田 ラムネ湯 38-56 0.222 0.400 

八甲田 号泉 49-56 0.77伊 1.00伊

谷 地 号泉 43-56 0.50伊 0.867* 

相関数(A): 9変数 (Na+， K¥ Mg2+， Ca 2+， Al +， Fe， Mn 2+， Cl-， 80~-) 

相関数(B): 6変数 (Na+， K+， Mg2+， Ca 2+， Cl-， 80~-) 

本印:危険率10勉有意

まとめ

八甲田山地域温泉群について，多成分濃度相関マトリ

ックス法，グラスター分析法，主成分分析法を用い，泉

質の比較及び経年変化の状況を検討したところ，次の知

見が得られた。

1. 最近の泉質

(1) 八甲田山地域には， Al -804 • Cl型， Na . 

Ca -804・HC03型， Na -804・HC03・Cl型，

Ca ・Al-804・Cl型，単純温泉の各種泉質の源泉が

存在する。

(2) 酸ケ湯地区，八甲田地区には，酸性泉が存在する O

(3) 陰イオンの主成分は全て 80~ーであった。

(4) 陽イオンの主成分は， Al3+， Na +， Ca 2+で、あっTこ。

2. 源泉聞の泉質の比較

(1) 多成分濃度相関マトリックス法，相関数を用いた

クラスター分析法により，源泉間の成分組成を比較検討

したところ， 19の調査対象源泉は，次の3つのグループ

に分類された。

Aクーループ:酸ケ湯地区，八甲田ラムネ湯

Bグループ:蔦地区，田代元湯地区，田代新湯地区，

谷地地区，脇ヶ倉地区，八甲田 1号泉，

八甲田 6号泉

Cグループ:猿倉地区

Aク、、ループは酸性泉， Bクーループは陽イオンと陰イオ

ンの主成分がNaと804で、あるもの，cグループは高
温泉の単純硫黄温泉に対応しているO

(2) 源泉聞の泉質の類似性を，源泉の地理的分布と比

較すると次のような特徴がみられた。

a. 八甲田ラムネ湯は，同じ八甲田地区の他の源泉

とは類似しておらず，むしろ地理的に離れている酸ケ湯

地区と類似していた。

b. 酸ケ湯ふかし湯は，酸ケ湯地区の中では他の源

泉と特異な関係にある。

ρ
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c. 城ケ倉地区は，地理的には酸ケ湯地区に近いが， られること，さらに，ふかし湯の泉温が約90
0Cと非常に

別のクゃループに属している O 高いこと等から，酸ケ湯地区では，現在も温泉活動が活

(3) 多成分濃度相関マトリックス法において， Al3+， 発であると考えられる。

Fe， Mn2+を除いて解析すると，概ね類似の度合いが強

くなるO これらは，液性により岩石，土壌から溶出する 本調査にあたり，パソコンによるデータ処理について

度合いの変化が大きい成分と考えられる。 種々の御協力をいただし、た青森県公害センター早狩進主

3. 経年変化の状況 幹，今武純総括主査，八戸市清掃事務所高橋昭則技査に

(1) 調査対象15源泉のうち12源泉に，次のとおり療養 深く感謝いたします。

泉泉質分類に変化がみられた。

a. 酸ケ湯地区の熱の湯，四分六分湯の液性が弱酸 文 献

性から酸性になった。1)環境庁自然保護局施設整備課:都道府県別温泉利

b. 酸ケ湯地区において，陽イオンの主成分が Ca2+ 用状況(昭和63年 3月末現在)

または Mg2+から A13+に変化した。また， Feが増加 2)高橋政教，他:青森県の温泉経年変化について

した。(第一報)，青森県衛生研究所報， 18， 33 -37， 1981 

c. 八甲田ラムネ湯において，陽イオンの主成分が 3)高橋政教，他:青森県の温泉経年変化について

A13+から Ca2+になった。(第二報)，青森県衛生研究所報， 19， 28 -32， 1982 

d. 蔦地区の陰イオンの主成分・副成分が 804・ 4)野村真美，他:青森県の温泉経年変化について

Cl . HC03から 804・HC03・Clに変化した。(第三報)，青森県衛生研究所報， 21， 28 -33， 1984 

e. 田代元湯地区の陰イオンの主成分・副成分が 5)秋山由美子，他:青森県の温泉経年変化について

80.から 804・HC03に変化した。(第四報)，青森県衛生研究所報， 23， 22 -26， 1986 

(2) 主成成分析法により， 13種類の測定項目は， 2つ 6)小林繁樹，他:青森県の温泉経年変化について

の総合特性値に要約され， pH， HCO"3， H2Sが泉質経 (第五報)，百沢地域温泉の現状と経年変化，青森県衛

年変化を説明する上で重要な指標と考えられた。 生研究所報， 24， 18 -23， 1987 

(3) 泉質の変化状況を主成分分析法により解析したと 7)小林繁樹，他:青森県の温泉経年変化(第六報)

ころ，地区により変化の内容が異なっていた。 青森県衛生研究所報， 25， 28 -33， 1988 

a. 酸ケ湯地区では，液性が酸性側に変化し，酸性 8)酒井軍治郎，他:八甲田火山地域における温泉群

化に伴って A13+，Fe， 80~-が増大していた。また， の研究，・青森県衛生部， 1964 

地表水，地下水の混入比率及び硫化水素濃度が変動して 9)日本地球化学会編:水汚染の機構と解析， 53-58， 

いた。 産業図書，東京， 1978 

b. 酸ケ湯以外の地区では，温泉水への地表水，地 10)奥野忠一，他改訂版) 多変量解析法， 日科

下水の混入比率の変化に伴い，成分濃度が変動してい 技連，東京， 1985 

た。 11)綿抜邦彦，他:多成分相関マトリックスを用いる

(4) 主成分分析法による解析の結果，陽イオンの主成 温泉水の相互関係の解析，温泉科学，25(1)，26-31. 1974 

分は液性が酸性になるに従って Na+→ Ca2+→ Al3+と 12)菅原恒有，他:温泉における多変量解析の応用

変化していることが認められた。 温泉群の比較ならびに源泉の経年変化について ，温

(5) 多成分濃度相関マトリックス法により，蔦地区， 泉科学， 36(4)，143 -157， 1986 

田代元湯地区，八甲田 l号泉，谷地 l号泉では，成分の 13)高松信樹:主成分分析による海岸型食塩泉の分類，

濃度比に大きな変化のないことが認められ，これら源泉 温泉科学， 36， 158 -166， 1986 

における成分濃度の変動は，地下水，地表水の混入比率 14)湯原浩三，他:温泉学， 164-165，地人書館，東

の変動によると L、う主成分分析解析結果と一致した。 京， 1977 

また，酸ケ湯地区では，成分濃度比の変動が大きく 15)半谷高久，他:(改訂2版)水質調査法， 265 -269， 

この地区では，噴気ガスと岩石，土壌との化学反応の条 丸善，東京， 1987 

件に変化があったと考えられ，主成分分析の解析結果か 16)山本荘毅新版)地下水調査法， 393 -402，古

ら，その変化している反応条件の一つは液性であると推 今書院，東京， 1989 

測された。

(6) 酸ケ湯地区は，液性が酸性化し泉質が変わって

いることや，この付近には硫化水素ガスを伴う噴気がみ

円

iつ白



八甲田山地域温泉群の泉質調査結果(1)表 1

mg/kg) 

7 Ca 2+ 

pH以外のその他g/kg， ER 。c.T (単位
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1
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1
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1
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139.4 
62.7 
62.3 
58.7 
140.4 
60.0 
101.2 
58.1 
148.1 
59.4 
132.2 
64.5 
88.0 
190.0 
84.0 
82.5 
35.9 
55.6 
59.3 
218.8 
239.3 
245.0 
217.5 
281.5 
236.7 
272.6 
282.0 
253.3 
277.0 
40.0 
40.0 
202.4 
200.0 
199.4 
186.7 
202.8 
41.3 
41.0 
66.2 
54.2 
32.7 
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ハ
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ρ
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η
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A
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b
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u
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O
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d
Q
U
「り円
i
n
u
n
u
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r
b
F
D
Q
U
ハU
ハ
u
n
U
A
U
つ臼ハ
U
Q
U
5
p
b
Q
U
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ハ
U
1
i
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ハ
U
ハU
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d
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t
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v
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U
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U
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u
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1
1
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L
つ
L
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ハ
U
1
1
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4

5

5

q

u
広
υ
5
P
0
5
F
O
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d
5
q
J
円b
Q
U
Q
U
Q
U
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d
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U
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n
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吐
A
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A
吐
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A

吐
A
吐
5
4
5
A
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1
4
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O
P
O
氏
U
A
吐
5
q
J
4
A
A
T
b
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i
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u
q
u
Q
u
q
d
Q
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d
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u
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u
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u
p
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O
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d
F
b
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u
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ハU
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U
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U
Q
d
F
O
-
-
1
i
'
l
q
U
F
O
A
U
z
-
-
n
d

n
L
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n
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u
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d
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A
住
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リ
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4
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O
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U
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O
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A
4
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O
P
O
S
4
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d
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p
n
u

湯
湯
湯
湯
小
小
大
大
均
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問
湯
湯
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一
ゆ
ゆ
号
号
号
時
一
時
一
時
一
時
一
時
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

熱
熱
鹿
鹿
湯
湯
湯
湯
{
ハ
」
ハ
玉
玉
か
か
か
か
族
族
湯
湯
湯
湯
湯
龍
龍
龍
ム
ム
1

1

6

1

2

2

3

4

ゴ
端
引
説
明
ヰ
中
市
中
わ
れ
引
委
新
新
旧
旧
旧
日
明
日
臨
む
弓

酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
酸
猿
猿
猿
蔦
蔦
蔦
蔦
蔦
蔦
蔦
回
国
田
八
八
八
八
八
回
田
谷
谷
城
城
城

Nu 

1
4
つL
つU
A
吐
F
h
U
F
O
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Q
U
Q
U
ハU
1
1
円L
q
u
A
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h
U
F
O
ワ
a
Q
U
Q
U
ハ
U
1
1
円L
q
u
A
q
p
h
d
氏
U
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Q
U
ハヨハリ
1
1
q
L
q
u
A
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r
D
白
U
司i
Q
u
n
u
ハU
1
1

-
A
I
-
-
4
1
1
1
1
1
i
1
i
1
i
I
l
-
-
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ω
つ
白
つ
む
っ
ω
つ
中
つ
ム
ワ
ω
つ
ω
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q
d
つ
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
q
d
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A
吐
A
吐
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表 1-(2) 
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ハU
ハU
ハu
n
u
ハ
U
ハU
ハU
ハu
n
u
n
u
n
u
ハ
U
ハU
ハu
n
u
ハ
U
ハ
U
Q
U
Q
U
F
O
F
b
ハU
門i
円i
F
h
U
F
O
q
u
つ臼
q
u
n
u
ハU
司i
A
吐
F
h
d
Q
U
Q
U
F
O
q
u
p
o
n
b
d
吐

ハ
u
n
u
n
u
ハU
ハU
A
U
ハU
ハU
ハu
n
u
ハu
n
u
A
U
ハU
ハU
ハU
Q
U
に
d
A
吐
q
u
Q
u
o
d
Q
d
ハU
1
A
A
吐』吐
Q
U
Q
U
ハ
u
n
u
つ
U
9
d
Q
U
円O
F
h
d
1
1
「D
円。司
i

ワ
ω

A
U
A吐
r
h
u
-
-
氏
U
1
1
1
1
Q
U
つ
ム
ヴ
t
n
y

ハU
ヴ
i

司

i
円

i
p
O
Q
U
日
y
p
O
1
4
A
U
1
q
L
Q
U

ワ臼
n
L
つL
つ
'u
ワ
ω
ワ臼つ臼
1
1
n
d
q
u

つムヮ“
?ω

つ臼円
L

I

l

-

-

13 80~← 

581. 2 
2069.0 
530.7 
2847.0 
750.8 
2852.0 
613.7 
2779.0 
613.2 
2268.0 
991.5 
2825.0 
1462.0 
1040.0 
5848.0 
7297.0 
192.9 
215.7 
186.0 
257.9 
343.6 
345.7 
326.3 
366.2 
337.5 
399.0 
537.8 
517.9 
518.9 
1690.0 
1227.0 
588.9 
617.9 
590.0 
575.0 
621.7 
337.7 
364.6 
32.1 
43.6 
40.7 

12 Cl-

ヮ“ハ
u
q
d
Q
U
ウ

i
1
1
Q
d
A
吐
I
l
I
-
q
d
q
J
1
1
ハU
ハU
ハU
Q
d
p
D
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U
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r
D
A
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U
Q
U
A
&
ハU
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Q
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U
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U
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U
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U
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F
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U
Q
U
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F
b
ハ
U
ワ
t
q
u
ワ
ω
n
b
円，a
ハ
u
n
b
Q
u
q
u
o
d
つL
Q
U
n
d
つd
q
u
1
1
円ノ臼ハ
U
F
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Q
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1
1
p
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q
u
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u
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Q
d
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b
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A
U
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O
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A
U
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ワ
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ワ
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A
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1
i
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ω
A
q
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Q
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i
Q
U
F
h
d
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F
h
d
p
O
P
O
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q
d
t
l

q
u
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フ

U
F
b
ワ
ω

5

ヮr
b
q
u
4
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5

7
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i
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i

l
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i

1

1

1

1
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1

1
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q
J

1
1
1
i
つム

11 H+ 

nHU
ハυ
ハυ
ハU
ハU
ハリハ
U

ハU
Q
d
n
U
ハU
n
U
ハU
n
u
n
U
ハU
ハU
つ臼ハ
U

ハu
n
U
ハU
ハU
ハリハ
u
n
u
n
u
n
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
U

ハU
ハU
ハリハ
U

ハU
n
u
p
h
u
n
u
n
u
n
U

2
0
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0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
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0
7
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i
6
0
2
0
0
0
2
0
o
o
l
-
-
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
2
1
0
1
6
3
6
0
0
3
6
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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'
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0
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0
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0
0
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0
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0
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0
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0
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0
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5
0
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0
0
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0
5
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h
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湯
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湯
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唯
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嶋
崎
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時
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号
号
号
号
号
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号
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熱
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鹿
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湯
湯
湯
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六
六
玉
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か
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湯
湯
湯
湯
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酸
酸
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酸
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蔦
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表6 多成分濃度相関マトリッグス法による相関数行列(19源泉， 9成分，基準値=1.3) け危険率10%有意)

試料Nu 4 6 8 10 12 16 19 21 23 26 29 31 33 34 35 36 38 41 

2 0.806 * 0.750ネ 0.722 o . 778 * 0 . 639 0.167 0.028 0.056 0.056 0.083 0.167 0.194 0.056 0.028 0.028 0.056 0.056 0.083 
4 0.750 * 0.639 o .889 * 0 . 833 * 0.222 0.056 0.056 0.083 0.083 0.194 0.222 0.056 0.056 0.083 0.083 0.056 0.083 
6 1. 000 * 0.833 * 0.778 * 0.250 0.028 0.056 0.083 0.083 0.167 0.139 0.056 0.028 0.056 0.083 0.056 0.083 
8 0.750* 0.778* 0.222 0.028 0.056 0.056 0.083 0.111 0.167 0.056 0.083 0.056 0.083 0.056 0.083 
10 1. 000 * O. 139 0.028 0.056 0.056 0.083 0.111 0.194 0.083 0.083 0.056 0.056 0.028 0.056 
12 0.222 0.028 0.056 0.028 0.111 0.111 0.139 0.083 0.083 0.083 0.083 0.056 0.083 
16 0.056 0.028 0.028 0.056 0.083 0.083 0.028 0.028 0.083 0.028 0.028 0.083 
19 0.056 0.111 0.056 0.194 0.111 0.111 0.083 0.083 0.083 0.111 0.083 
21 o . 778 * 0 . 778 * 0 . 250 0.139 0.056 0.056 0.083 0.083 0.194 0.111 
23 o . 889 * 0 . 306 0.111 0.111 0.111 0.139 0.139 0.139 0.111 
26 0.278 0.111 0.111 0.083 0.083 0.111 0.222 0.111 
29 0.139 0.222 0.139 0.194 0.250 0.139 0.222 
31 0.056 0.083 0.083 0.056 0.167 0.056 
33 o . 778 * 0 .639 0.667 0.056 0.139 
34 0.806 * 0.667 0.056 0.139 
35 o . 806 * 0 . 083 0.222 
36 0.083 0.167 
38 0.111 

巳ムコ
ドーー

表8 多成分濃度相関マトリックス法による相関数行列(19源泉， 6成分，基準値二1.3) け危険率10%有意)

試料lも 4 6 8 10 12 16 19 21 23 26 29 31 33 34 35 36 38 41 

2 0.800 0.800 0.733 1. 000 * 0 . 867 0.200 0.067 0.133 0.133 0.133 0.200 0.267 0.067 0.067 0.067 0.133 0.067 0.067 
4 0.667 0.733 1. 000 * 1. 000 * 0.267 0.133 0.133 0.133 0.133 0.267 0.400 0.133 0.133 0.133 0.133 0.000 0.067 
6 1.000* 0.867 o . 933 * 0 . 333 0.067 0.133 0.133 0.133 0.200 0.267 0.067 0.067 0.067 0.133 0.067 0.067 
8 o . 933 * 1. 000 * 0 . 333 0.067 0.133 0.067 0.133 0.133 0.267 0.067 0.067 0.067 0.133 0.067 0.067 
10 1. 000 * 0 . 133 0.067 0.133 0.133 0.133 0.133 0.333 0.133 0.133 0.133 0.133 0.000 0.067 
12 0.267 0.067 0.133 0.067 0.200 0.200 0.267 0.133 0.133 0.133 0.133 0.067 0.067 
16 0.133 0.067 0.067 0.067 0.067 0.133 0.067 0.067 0.133 0.067 0.067 0.133 
19 0.133 0.200 0.133 0.400 0.200 0.133 0.133 0.067 0.067 0.133 0.067 
21 1. 000 * 1. 000 * 0 . 333 0.200 0.067 0.067 0.133 0.133 0.133 0.200 
23 1. 000 * 0 . 400 0.200 0.133 0.133 0.133 0.133 0.133 0.200 
26 0.400 0.200 0.200 0.133 0.133 0.200 0.133 0.200 
29 0.267 0.067 0.067 0.133 0.067 0.133 0.333 
31 0.067 0.133 0.133 0.067 0.333 0.133 
33 1. 000 * 1. 000 * 1. 000 * 0 . 067 0.200 
34 0.933 * 0.933 * 0.067 0.133 
35 1.000 * 0.067 0.267 
36 0.067 0.200 
38 0.133 



表15 化学成分のグラスター分析解析結果(要約表)

回 変数 変数 距 離 回 変数 変数 距 離

6 11 0.0177 7 2 12 0.2045 

2 10 0.0263 8 7 0.2469 

3 6 8 0.0620 9 4 0.2633 

4 9 0.0709 10 2 13 0.4088 

5 6 0.0764 11 2 3 0.4633 

6 5 0.1300 12 2 0.4799 

(変数の数字は図8のNuに対応しているo ) 
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表12 基礎統計量(表 lのNo.30，32を除いた39試料)

(単位 T : oc， ER 区/kε ，pHを除くその他 mg/kg) 

Nu 変 数 平均値 最大値 最小値 標準偏差 変動係数(%)

T 56.93 96.5 37.3 15.80 27.75 

2 pH 4.775 8.10 1. 20 2.419 50.67 

3 ER 2.0833 8.383 0.220 1.9675 94.44 

4 Na十 135.14 282.0 32.7 85.79 63.49 

5 K+ 18.37 56.6 3.5 13.74 74.81 

6 MgH 53.08 362.0 4.1 70.35 132.53 

7 Ca2+ 130.73 400.0 12.8 96.99 74.19 
ふ乙心コ

8 A13十 83.248 780.00 0.05 162.346 195.02 

9 Mn2+ 1.822 7.74 0.05 2.254 123.75 

10 Fe 15.805 222.50 0.05 43.232 273.53 

11 日+ 5.9781 40.100 0.000 10.9267 182.78 

12 Cl- 344.75 2163.0 15.2 485.79 140.91 

13 SO~- 1137.53 7297.0 32.1 1534.28 134.88 

14 HC03 111.16 378.3 0.0 124.72 112.20 

15 CO2 52.47 5.56.6 0.0 102.14 194.67 

16 H2S 6.69 27.3 0.0 8.36 124.83 



表16 主成分分析解析結果(スコア)

Naサ ン フ ノレ Z1 Z2 

l 酸ケ湯熱湯 28 -0.031 1.568 

2 酸ケ湯熱湯 61 1.558 1.696 

3 酸ヶ湯鹿湯 28 -0.537 1.388 

4 酸ケ湯鹿湯 63 2.211 0.247 

5 酸ケ湯冷湯小 28 0.044 1.690 

6 酸ヶ湯冷湯小 63 2.260 1.062 

7 酸ケ湯冷湯大 28 -0.089 1.414 

8 酸ケ湯冷湯大 63 2.047 1.091 

9 酸ケ湯四分六分湯28 0.370 1.476 

10 酸ケ湯四分六分湯63 1.729 0.728 

11 酸ケ湯玉湯 39 0.893 0.014 

12 酸ケ湯玉湯 55 2.540 0.922 

13 酸ヶ湯ふかし湯 36 2.466 0.365 

14 酸ケ湯ふかし湯 45 5.078 1.588 

15 酸ヶ湯ふかし湯 55 8.250 1.242 

16 酸ケ湯ふかし湯 63 9.905 -1.879 

17 猿倉 4 ヴEコ 36 -1.295 2.592 

18猿倉 4 号 56 -1.430 2.177 

19 猿倉 4 下仁ヨ7 63 1.472 1.823 

20 蔦 家 族 40 -2.013 -1.073 

21 蔦 ~きiに， 族 63 -2.007 -1.156 

22 蔦 新 湯 40 1.979 -1.333 

23 蔦 新 湯 63 -1.917 -0.836 

24 蔦 |日 湯 40 1.563 -1. 906 

25 蔦 !日 湯 56 -1. 905 -1. 047 

26 蔦 |日 湯 63 -1. 982 1.470 

27 田代元湯龍の湯 37 1. 713 -1.309 

28 田代元湯龍の湯 56 -1.802 1.347 

29 田代元湯龍の湯63 -1.844 -1. 778 

30 八甲田ラムネ湯 38

31 八甲田ラムネ湯 56 0.616 1.554 

32 八甲田 1 号 49 -1. 707 -2 .048 

33 八甲田 l 号 56 -1. 707 -2.214 

34 八甲田 6 号 61 1.723 -2 .307 

35 田代新湯 l号 61 -1.668 -2.088 

36 田代新湯 2号 61 -1.658 -2 .224 

37 谷地 モ仁1王 43 -1.183 2.451 

38 谷地 下仁コ己「 56 一1.133 2.095 

39 城ケ倉 2 号 54 1.926 0.599 

40 城ヶ倉 3 号 51 1.903 0.769 

41 城ケ倉 4 号 63 1.782 1.125 
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青森県衛生研究所報 26， 35 -38， 1989 

アゾメチン H 法による温泉水中

メタホウ酸定量法の検討

石塚伸一 小林英一

はじめに 25 ml比色管

温泉水中には，マグマや化石海水等に由来するメタホ

ウ酸が10""100 mg / kg程度含まれているO

メタホウ酸の定量法としては，多価アルコールを加え

てアルカリ規定液で中和滴定を行う方法(マンニット法)

や，グルクミンを発色試薬とする比色法(クルクミン法)

が，鉱泉分析法指針(改訂)1)において採用されている。

しかしこれらの方法は，再現性がよくなるまでには，

かなりの熟練と経験を要する。

また， JIS K 0102に採用されているメチレンブルー

法は，ふっ化水素酸を用いるため取扱いがやっかし、であ

り，フレーム原子吸光分析法，炎光分光分析法は，感度

が悪いとし、う欠点がある O

そこで，肥料中のホウ素の定量に用いられているアゾ

メチンH法2) (比色法〉を温泉水に応用することを目的

として検討を行った。

調査方法

試料溶液 lOml 

(Bとして 1""60μgo適宜希釈する。)

EDTA 6.2ml 

(必要に応じ(1十 3)HClまたは 2% NaOH 

溶液でpH5.0に調整する。)

酢酸アンモニウム溶液 2.5 ml 

アゾメチンH溶液 2.5 ml 

25ml定容

2時間放置

吸光度測定 415nm (試薬空試験液対照)

同時に標準ホウ素溶液を数段階正確にとり試料溶液の場

合と同一条件で操作して作成した検量線からホウ素の量

を求める O

1.試薬

(1) 標準ホウ素溶液 ホウ酸(硫酸デシケーター中で24

時間以上乾燥したもの)5.720gを水に溶かし正確に1000

mlとして標準ホウ素原液を作成する(1mg B/ ml)。 結果及び考察

使用の都度，水で100倍に希釈して標準ホウ素溶液と 1. 吸収曲線

する(10μg/ ml)。

(2) アゾメチンH溶液 アゾメチンH (ドータイト試

薬)0.6g及びアスコルビン酸 2gを水100mlに溶解す

る。用時調製。

(3) 酢酸アンモニウム溶液酢酸アンモニウム250g 

を水に溶かして500mlとしこれに硫酸を加えて pH

5.2に調整する。

(4) エチレンジアミン四酢酸塩溶液 エチレンジアミ

ン四酢酸二ナトリウム (EDTA)37.2gを水に溶かし

て1000mlとする。

試薬は特級品を使用した。

2.装置

日立製作所製 U -2000型分光光度計

3. 定量操作

分析フローシートを図 lに示す。

図 l 分析フローシート

アゾメチンH C 1一(salicy lidenamino) -8 -

hydroxynaphthalene -3， 6 -disulfonic acid ， 

2 Na salt Jは，水溶液中での発色試薬として1963年，

PETROVSKYらによって研究され，我が国では， 1977

年から肥料中のホウ素定量の公定法に用いられている O

アゾメチンHは， pH 5 ---5.5において，図 2のよう

にホウ素と反応して黄燈色を呈する。

アゾメチンHーホウ素錯体の吸収曲線は，図 3のとお

りであり，吸収極大波長は， 410---415 nmである O

2. 吸光度の経時変化

アゾメチンHーホウ素錯体の吸光度は，アゾメチンH

添加後，時間の経過とともに増加しほぼ 2時間後に最

大となり，その後，僅かづっ減少した。

経時変化の様子を図4に示す。
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図2 アゾメチンHとホウ素の錯体生成反応

2.000 

ABS 

0.000 
400 440 波長 480 nm 

ul試薬空試験(水対照、)
③B 50 "g/25ml (水対照)
③ B 50μg/25ml (空試験液対照)

図3 アゾメチンHーホウ素錯体の吸収曲線

1.000 

ABS 

0.0000 hr 

〈ホウ素50μg/25ml)経過時間

図4 アゾメチンH溶液添加後の吸光度の経時変化

3. 検量線

吸収曲線，吸光度の経時変化の検討結果より，吸光度

は，アゾメチン日溶液添加 2時間後に波長415nmで測

定することとし調査方法3の定量操作により検量線を

作成した。

検量線は，図 5に示すとおり 1......60μg B/25mlまで

原点を通る直線となり，それを超えると僅かに湾曲したO

ABS 

1.0 

0.5 

50 
ホウ素

100 
(μgB/25rnl) 

図5 検量線

4. 繰り返し精度

本法の繰り返し精度を求めたところ，表 lのとおりで

あり，相対標準偏差は，約 2~ぢと良好であった。

表 l 繰り返し精度(吸光度)

濃 平均値 標準偏差
相対標準
偏差(%)度

10 Ilg B /25 ml 0.115 2.33 X 10-3 2.03 

50μg B /25 ml 0.584 1.1 x 10-2 1.89 

(繰り返し回数 :10回)

5. 共存物質の影響

ホウ素20μgを含む溶液に，温泉水中に含まれている種

々の物質をそれぞれ単独に加えて，調査方法3の操作を

行い，共存物質の吸光度に及ぼす影響について検討した。

結果は，表2に示すとおりであり，通常の温泉水中の

濃度では定量を妨害しないことが分った。
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表2 共存物質の影響

共存物質名 Na K 孔19 Ca Cl 80. HC03 C03 N03 N02 F 

共存物質添加量(m巨) 324 325 200 200 58ら 400 40 400 10 100 62 5.5 50 10 

ホウ素同収不(%) 103.5 99.0 104 97.5 104 99.0 104.5 214 100.5 129.6 104 97.5 1370 98.4 86.1 

参考 日本の温泉水中の

平均濃度 (mg/lOml)3) 
7.7 0.45 0.49 2.2 12.6 16.5 4.7 0.02 0.003 

共存物質名 Fe Mn Al Cu Zn Cd Pb As Hg Cr 8i 

共存物質添加民Cmg) 10 10 10 10 0.5 10 IO 10 0.1 4.7 

ホウ来[口l収不(%) 100 248 10/ 105 103.5 98.0 93.2 99.0 94.6 102 6.55 96.5101.5 102 137.9 98.0 

参考 11本の温泉水中の

、1;均濃度 (m耳11Oml)3) 
0.02 0.95 0.008 0.009 0.4 

(ホウオキを20μg~~む溶液にそれぞれの物質を単独に係加l した。)

6. 添加回収試験 7. 実試料への応用及び、マンニット法との比較

温泉水中には，種々の物質が含まれているため，実際 アゾメチンH法により，いくつかの温泉水中のメタホ

の温泉水中にホウ素を添加し，回収試験を行った。 ウ酸の定量を行った口また，同じ試料水をマンニット法

回収率は，表3に示すとおり， 97""'99%と良好であっ により定量した。結果を表 5及び図 6に示す。両法によ

たO なお，ここで用いた温泉水の成分は，表4に示すと る定量値の相関係数は， 0.993 (危険率 l箔有意)であ

おりであるO ったO

表 3 添加回収試験

No.泉 質 添加量 回 収 率

(μg B) 平均値標準偏相対標準回数
(%) 差(箔)偏差(%)(回)

Na.Ca 
20 99.3 1.84 1.85 10 Cl.S04 

2 N a-Cl 20 97.2 1. 92 1.97 10 

3含Fe-Na. 20 97.6 1. 70 1. 75 10 
Ca-Cl.S04 

まとめ

メタホウ酸は，温泉水中の重要な物質であるが，反応

性に乏しいため，水溶液中での良い比色法がないなど，

これまで苦労して定量されてきたものである O

そこで， メタホウ酸をアゾメチン日と反応させ，生成

した錯体を吸光光度定量する方法を温泉水に応用するこ

とについて検討したO

その結果，操作は簡便で精度もよく，また，共存物質

の影響を受けにくいなどの利点をもち，十分応用できる

ことが分った。
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添加回収試験に用いた温泉水の成分

(pH値以外の単位 mg!l)

表4アゾメチンH法とマンニット法による定量値表5

マンニット法
(mgHB021 1 ) 

アゾメチンH法
(mgHB021 1 ) 3 2 l冶Nu 

4.4 8.0 7.0 pH 2.2 0.8 

611. 9 3636 513.5 Na+ 29.6 33.3 2 

59.0 138.3 39.5 K+ 6.6 9.5 3 

6.4 2.2 0.5 NHt 19.7 19.0 4 

149.1 36.1 4.9 Mg2+ 

Ca2+ 

54.8 61.6 5 

429.9 126.0 138.9 23.0 19.5 6 

11.4 4
E
E
A
 

ハUく0.1A13+ 
15.4 12.1 7 

14.3 0.2 く0.1Mn2+ 
7.7 6.4 8 

85.7 2.1 0.2 Fe 
21.9 21.9 9 

Li + 0.5 0.1 0.9 
96.5 105.9 10 

2.7 1.8 1.9 F-

1895 5810 733.0 Cl-
80.1 77.5 11 

3.1 21.5 0.1 Br-
57.0 54.4 12 

0.7 く0.10.5 

658.9 304.9 379.0 SO~-

0.4* 0.4 0.1 HPO~-

く0.1186.7 140.3 HCO"3 

7.2 CO~-

4.4 41.7 23.0 HB02 

182.8 39.4 89.7 H2Si03 

369.6 29.3 CO2 

0.18 0.02 0.03 As Y 

100 
く0.010.02 <0.01 Cu 

<0.01 く0.01<0.01 Pb 

く0.005く0.005く0.005Cd 

く0.0005く0.0005く0.0005Hg 

0.25 0.015 く0.005Zn 

4487 

含Fe-Na.
Ca-Cl.S04 

Na-Cl 
Na.Ca-
Cl.S04 

質泉

本H2PO:4 

10360 2093 成分総計

r = 0.993 C危険率 l労有意)Cn= 12) 

値量定酸内ソ。ホ
」

5
タ

ノ

一

メ

」
マ
。

一

ト

1
4

4

法

一

H

L
i。一

n
U
 

p
h
d
 

マ
ン
ニ
ッ
ト
法
に
よ
る
メ
タ
ホ
ウ
酸
定
量
値

(mg/l) 

Y = O. 929 X + 1. 87 

X 

-38 -

n
H
U
 

i
n
v
 
l
 )
 
l
 
，，， g
b
 
m
 

(
 

アゾメチンH法とマンニット法との相関関係図6



青森県衛生研究所報 26， 39 -44， 1989 

高速液体クロマトグラフ法によるホタテガイ

下痢性貝毒測定法の検討

古川章子 野村真美 村上淳子 小林英一

はじめに 試料注入量:20μl 

ホタテガイ下痢性貝毒の測定は，公定法1)としてマウ 4. 試験溶液の調整

ス試験が用いられている O この方法は，検出感度が低い (1) OA， DTX 1の測定方法

ため多量の試料を必要とするうえ，マウスの生死判定に 測定方法を図 lに示す。

長時間の観察が必要であるO また，定量値は，検液の希 中腸腺20gを公定法に準じて処理し，中腸腺 1g相当

釈にもとづく幅をもった値で、あること，さらに各有毒成 量のエーテル溶液を乾固後， 80%メタノール4mlで抽

分2，3)を分離，定量できない等多くの問題点がある。 出した。遠心分離後の上澄液2.5mlを採り，同量の石

これらの欠点を補う方法として，安元により，高速液 油エーテルで、分配して低極性の脂肪酸等を除いた後，ク

体クロマトグラフ法(以下， HPLC法とする)を用い ロロホルム 4mlで2回抽出を行った。

た下痢原生成分(オカダ酸，ディノフィシストキシン クロロホルム層をlOmlにメスアップ，その0.5ml 

lおよびディノフィシストキシン 3)の測定法が報告 を採り， 0.15ぢアダム試薬0.2mlを加えて，室温で暗所

されている3-8)。 に放置し 1時間エステル化を行った。

今回，著者らは，この方法について検討を行い，若干 エステル化後，溶媒を除去，残留物をヘキサン・クロロホ

の知見を得たので報告するO ルム(1:1)溶液で溶解し，セプパックシリカカートリッ

実験方法

1.試薬

オカダ酸 (OA)およびディノフィシストキシンー l

(DTX 1)標準溶液:東北大学安元教授より分与され

た標準品をクロロホルムで溶解して lμg/mlの濃度に

調製し，適宜クロロホルムで希釈して使用した。

9 アンスリルジアゾメタン(アダムフナコシ薬

品(株)， 0.1~ぢメタノール溶液として使用した。

Sep-pakシリカカートリッジ Waters社.Sep-pak 

シリカカートリッジをクロロホルム・ヘキサン(1 1) 

溶液で浸潤させた後使用した。

2.装置

高速液体クロマトグラフ:日立638型

検出器:蛍光検出器(目立650-10形分光蛍光光度計)

ロータリーェパポレーター:ヤマト RE -51 

ジに装填した。ヘキサン・クロロホルム(1: 1)溶液 5

mlおよびクロロホルム 5mlで順次洗浄後，クロロホル

ム・メタノーノレ(99:1)溶液5mlで溶出，溶出液の溶媒

を除去し，残留物をメタノーノレ0.1mlで溶解して HPLC

に注入した。但し定量はピーク面積により行った。

(2) DTX 1十 DTX3の測定方法

測定方法を図2に示す。

公定法に準じて処理したエーテル溶液(中腸腺 1g相

当量)を乾固し，0.5N水酸化ナトリウム含有90%メタノ

ール溶液 2mlを加えて，室温，暗所で 1時間アルカリ分

解を行い， DTX 1およびDTX3をすべて DTX1にしTゐ

次に，分解液をO.lN酢酸溶液で中和し，エーテル10

mlで3回抽出を行った。エーテル層を30mlにメスア

ップ後， 15mlを採って溶媒除去し以下， OA， DTX 1 

と同様の操作を行い. HPLCに注入した。

ホモジナイザー:日本精機製作所 結果及び考察

3. HPLCの測定条件 1. エステル化反応条件の検討

カラム LiChrospherRP -18. 5μm. 4 mm  (1) アダム試薬添加量

x 250 mm  (パックドカラム，メルク社) アダム試薬の添加量と生成エステル量について検討し

移動相:アセトニトリル・メタノール・水 (8: 1 た。

1) 試料は，公定法による毒力値6MU/gの中腸腺を用い，

移動相流速 1ml/min 安元9)の方法に従って処理した。すなわち，クロロホルム

測定波長 Ex365 nm. Em 412 nm 溶液0.5mlずつを 6試料採り，乾国後，アダム試薬を各
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中腸腺20g

アセトン抽出(3回) 3 min ホモジナイズ

溶媒除去

エーテル・水分配

エーテル層 水層

中腸腺 1g相当のエーテル溶液

溶媒除去

80%含水メタノール溶液4mlでホモジナイズ， 2min※

遠心分離 3000 rpm， 10 min 

上澄液 (2.5ml) 

石油エーテル2.5mlで分配 1min振とう

遠心分離 10秒

合水メタノール層 石油エーテル屑

卜一石瑚砕←油酢卜←トエ←一一…一一寸引一テり印…レげ川2口5m刷山…一m凶山一一l吋巾巾でサ明分澗配 1 min 

含水メタノ一ル層

水 Iml十グロロホノレム 4ml， 2 min振とう

遠心分離 3000 rpm， 10 min 

グロロホルム層

ム

肘

ホ2

周

一

引

ム

タ

ク

ホ
ャーート|一

IOml iこメスアップ

クロロホルム溶液の0.5ml

0.1%アダム・メタノール溶液0.2ml

1 hr陪所に宅温で放置

溶媒除去(ロータリーェバポレーター)

セブバックシリカにヘキサン・クロロホルム(J 1 ) 

溶液 1mlでのせる

サ 溶いつで

クロロホルム 5mlで洗う

クロロホルム・メタノール (99:1)溶液フラクション

溶媒除去

HPLC (20μl) 

図 OA， DTX1濃度の測定方法

中腸腺20g

アセトン抽出(3回) 3 minホモジナイズ

溶媒除去

エーテル・水分配

エーテル層 水層

中腸腺 1g相当のエーテル溶液(反応管)

溶媒除去

0.5N水酸化ナトリウム合有90悠メタノール溶液2ml 

室温 1 hr 

アルカリ分解液(共桧遠沈管)

O.IN酢酸溶液(中有J)

1
1ムm
 

ハ
U
レ
ト一ノ

エーテル抽出(10ml x 3回) 2 min振とう

30mlにメスアップ

中腸腺0.5g相、与のエーテル溶液

卜溶媒除去

以後， OA， DTX 1と同様の操作※

HPLC (20μ1) 

図2 (DTX 1十 DTX3)濃度の測定方法
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生成エステル量(面積)

X 10' 

50 

O 0.10.20.3O 40.5 

アダム試薬添加邑 (ml)

ハUl
 

図3 アダム試薬添加量と生成エステル量

生成エステル量(面積)

X 10' 

50 

エステル化反応時間 ( hr) 

図4 エステル化反応時間と生成エステル量

時間および5時間エステル化を行った。以下，安元の方

法に準じ，生成したDTXlのエステル量を測定した O

結果を図4に示す。

エステノレ化時間 1時間と 5時間では，生成エステル量に

差がみられないことから，エステル化時間を 1時間とした。

(3) エステル化反応時の溶媒除去

エステノレ化を行う場合，安元は，クロロホノレム溶液0.5

mlを褐色試験管に採り. N2気流下で、溶媒除去後アダ

ム試薬を添加，エステル化後，再びN2気流下で溶媒除

去を行っているO

しかし多くの検体を同時に処理するには時間を要し

また.N2気流により試料が飛散するおそれもある O そ

こで，安元の方法に加え，以下の二方法について，検討

した。①クロロホルム溶液0.5mlに，直接アダム試薬

を添加しエステル化後ロータリーエパポレーターによ

り溶媒を除去した。②クロロホルム溶液0.5mlの溶媒

をロータリーエパポレーターにより除去後，アダム試薬

を添加，エステル化後，再びロータリーェパポレーターに

より溶媒を除去した。以下，安元の方法に準じ，生成し

たDTXlのエステル量を測定した。結果を表 1に示す。

三方法問では，大きな差が認められないことから，ク

ロロホルム溶液に直接アダム試薬を添加，エステル化後

エバポレーターにより溶媒除去することとした。

表 1 ェステル化反応時の溶媒除去

方 法 安元の方法 ① ② 

生成エステル量
41.2 44.4 40.6 

(面積)
38.3 44.8 39.2 

X 104 

々0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 1.0nu添加，エステル化 2. セプパックカラム溶出条件の検討

後クリーンアップし生成した DTX1のエステル量を クロロホルム溶液0.5mlをアダム試薬0.2mlと1時

HPLCにより測定した。結果を図3に示す。 間反応させ，以下，安元の方法に準じてセプパックカラ

アダム試薬の添加量が0.1mlから0.2mlに増加する ムによりクリーンアップ操作をし. HPLC測定を行っ

と，生成エステル量が急激に増加したが. 0.2 ml以上 た。結果は，図 5一(A)に示したようにクロマトグラム

でほ大きな差はみられなかった。 上に多くの妨害物質やアダムに由来するピークが出現し

また，アダム試薬添加量の増加につれて，クロマトグ た。これらを除去するために，溶出液のクロロホルム・

ラム上に試薬由来のピークも増加した。 メタノール (95:5)溶液をクロロホルム・メタノール

したがって，妨害ピークおよびエステル生成量を考慮 (99: 1)溶液に変更した。図6に示すように. DTX1 

し，アダム試薬添加量は0.2mlとした。 のエステルは，クロロホルム・メタノール (99:1)溶

(2) エステル化反応時間の検討 液 5mlで完全に溶出することができた。

エステノレ化反応時間と生成エステル量について検討し この溶出液を乾固し. HPLCで測定した結果，図5

た。 (B)に示すように妨害ピークの少いクロマトグラムが得

安元の方法に従って処理したクロロホルム溶液の0.5 られた。

mlを乾固，アダム試薬を0.2ml添加後，室温，暗所で 1 したがって，セフパックカラムによるクリーンアッフ
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DTX. DTX. 

古古 ~IO--15-20 百--5-1~O-15-~20-

Retention time (min) 

図5 セプパックカラムによるクリーンアップ後の

クロマトグラムの比較

(A)クロロホルム・メタノール (95:5)溶出液

(B)クロロホルム・メタノーノレ (99:1)溶出液

溶出率(%)

100 

50 

O 2 4 5 6 7 

溶出量 (ml) 

図6 セプパックカラムによる DTXlエステルの

溶出パターン

操作は，ヘキサン・グロロホノレム (1 1)溶液 1ml 

で試料を装填し，同溶液5ml，ついでクロロホルム 5

mlで洗浄後，クロロホルム・メタノール (99:1)溶

液 5mlで溶出することとした。

3. アルカリ分解条件の検討

DTX 3vi， DTX 1の7位の水酸基に高度飽和，不飽

和脂肪酸がェステル結合したものであるが，不飽和脂肪

酸が結合している場合は，かなり不安定なためアルカリ

で分解後， DTX 1の形にして分析する必要がある5-8)

そこで，分解の温度および時間と生成エステル量

( DTX 1 + DTX 3)について検討した。

公定法に準じて処理したエーテル溶液の中腸腺 1g相

当量を乾固し，安元の方法に準じて0.5N水酸化ナトリウ

ム含有90%メタノール溶液 2mlを添加した。次に， 40 

℃および800Cで各々30，60， 90分間アルカリ分解を行い，

以下，図 2の方法に従って DTXlのエステル量を測定

した。結果を図 7に示す。

分解温度400Cでは，時間の経過とともに DTX1のエ

ステル量が減少した。 800Cでは，時間による変化はほと

んど認められなかったが， 400Cに比べ低い値を示した。

この結果をみると，分解温度が低く，かつ，分解時聞

が短かいほど生成エステル量が多いことから， 300Cで30

分，室温で0，30， 60分の各条件下でさらに検討を行っ

た。結果を図8に示す。

分解時間30分では，室温， 300Cおよび40・Cで大きな差

は認められなかった。また，室温の条件下では，分解時

間30分および60分ともにほとんど同じ値を示した。

生成エステノレ量(面積)

X 10' 

40 
40

0

C 

20 
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C 

30 60 90 
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図7 アルカリ分解条件と生成エステル量

(エーテル抽出液)

生成エステノレ量(面積)

X 10' 

50 
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C 
¥ 室温
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l
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図8 アルカリ分解条件と生成エステル量

(エーテル抽出液)

q
L
 

A
斗
A



また，中腸腺のアセトン抽出液(1 g相当量)および

中腸腺 1gについても同様な操作を行った。結果を各々

図9，10に示す。

生成エステノレ量(面積)

X 10' 

15 40
0

C 

ハリl
 

30 60 90 

分解時間 Cmin) 

図9 アルカリ分解条件と生成エステル量

(アセトン抽出液)

F十二Jえヱ λ テノL量(面積)

X 10' 
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~ノ40 '(; 

〆ノ/
八
リ
ー

-ー+窒温

30 60 90 

分解時間 (min) 

図10 アルカリ分解条件と生成エステル量

(中腸腺)

中腸腺については800C90分，アセトン抽出液について

表 2 アノレカリ分解条件と生成エステノレ量

試 料 中腸腺 アセトン抽出液 エーテル抽出液

分解条件 80'C， 90 min 40
0C. 30 min 室温， 60min 

生成エステノレ量

16.8 14.9 23.7 

(面積)

18.0 14.1 21.0 

X 10
5 

4. 添加回収試験

無毒の中腸腺(公定法による毒力値0.3MU/g未満)

を公定法に準じて処理したエーテル溶液(1 g相当量)

にOAおよび DTXlを各々 2μg添加し，図 lおよび

図2の測定方法に従って回収試験を行った。結果を表3

に示す。

図 1の測定方法による回収率は， OAIlO---118% 

DTX 196---98%であり，図2の測定方法による回収率

は OA90---94%， DTX 190~ぢであった。

表 3 添加回収率

凶収率(翁)

試 半、↓ 添 h日 i立 測定 J行法

OA DTX， 

中勝腺抽 の 。λ 2μE 凶 1(0;¥. DTX ，) 117.6 
エ テノし 出液

" Cll¥， DTX， 2μE 〆〆 109.6 96.0 

が OA， DTX， 2μ巨 N 117.6 97.6 

N 01¥ 2μE 凶2( DTX ， + DTX 3) 92.0 

ノF ClA 2μE H 92.8 

H 0;¥， DTX， 2μz N 93.6 90.4 

ノF o人， DTX， 2μ耳 H 89.6 89.6 

まとめ

は400C30分の条件下で高いエステル量を示した。 安元の報告した下痢性貝毒の HPLCによる測定方法

そこで，中腸腺，アセトン抽出液，エーテル抽出液を について若干検討し，次の結果を得た。

用い，各々の最適条件下でのエステル量を測定した。結 1. エステル化反応については，アダム試薬0.2mlを

果を表2に示す。 添加し 1時間反応させることによってエステル化が完

エーテル抽出液を用いた場合のエステル量が最も高く， 全に行われた。

かつ，分解後の処理も容易であることから，アルカリ分 2. セプパックカラムによる溶出条件については，クロ

解は，公定法に準じて処理したエーテル溶液(1 g相当 ロホルム・メタノール (99:1)溶液 5mlで溶出させ

量)を用い，室温で60分間行うこととした。 ることにより，アダム試薬由来の妨害ピーク等が除かれ，

クリーンアップ効果が高められた。
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3. アルカリ分解については，公定法に準じて処理した

エーテル溶液(中腸腺 1g相当量)を用い， 0.5N水酸化

ナトリウム含有90労メタノール溶液 2mlを加え，室温

で1時間分解することにより， DTX3をすべて DTX1

に変換することができた。

4. 本法による OAおよび DTX1の添加回収率は， OA

90'""118%， DTX 190'""98%であった。
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ホタテガイ下痢性貝毒測定法

及び毒力値の比較検討

古川章子 野村真美 村上淳子 小林英一

はじめに

ホタテガイ下痢性貝毒の測定は，現在マウスを用いる

動物試験が公定法1)として使われているが，マウスの管

理，検出感度および精度等で問題があり，さらに貝毒の

成分2，3)毎の測定も不可能である O

これらの欠点を補う方法として，機器分析法3-8)や免

疫法9)が報告されているO

著者らは，さきに，高速液体クロマトグラフ法(以下，

HPLC法とする)による下痢性貝毒の測定法について

検討し報告した10)。

本報では，下痢性貝毒の迅速，かつ高感度な毒力測定

法を確立するために， HPLC法，酵素免疫法による下

痢原生成分の毒力値および公定法による毒力値について

比較を行った。また，低毒力時の遊離脂肪酸の影響につ

いても検討し若干の知見を得たので報告する O

日本海

調査方法

1.試料 図 l 調査定点

陸奥湾海域，野内およひ、野辺地定点の垂下20mより採

取した養殖ホタテガイ中腸腺を用いたO 検出器:蛍光検出器(日立650-10形分光蛍光光度計)

2. 調査定点ー ガスクロマトグラフ:島津 GC-9A 

図 lに調査定点を示す。 検出器:FID 

3. 調査期間 UBEハンデイリーダー:宇部興産(株)

昭和63年 3月~昭和63年12月 バイオトロン:スイス製， BT 10 -35タイプ

4. 試 薬 ロータリーエパポレーター:ヤマト RE-51 

オカダ酸 COA)およびディノフィシストキシンー l ホモジナイザー:日本精機製作所

C DTX 1)標準溶液:東北大学安元教授より分与され 6. 測定条件

た標準品をクロロホルムで溶解し， 0.1μg/mlの濃度 (1) HPLC 

に調製した。 前報10)と同じ

9 アンスリルジアゾメタン(アダムフナコシ薬 (2) GC 

品(株)， 0.1%メタノール溶液として用いた。 カラム DiasolidZF， 80'" 100メッシュ 3mm  

Sep-pakシリカカートリッジ Waters社， Sep-pak X 2 m Cガラス製)

シリカカートリッジをクロロホルム・ヘキサンC1 1) カラム温度:190
0

C 

溶液で浸潤させた後用いた。 検出器温度:250
0

C 

DSP-Check C簡易型下痢性貝毒測定キット宇部 N2流量 :50 ml/min 

興産(株 7. 方 法

5. 装 置 測定に用いた中腸腺は， リパーゼ等の酵素活性を抑え

るため，電子レンシによる加熱処理を行った後，ホモジ高速液体クロマトグラフ:日立638型

「
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中腸腺 1g 

90%含水メタノール溶液 5mlで抽出，

2 min (バイオトロン)

遠心分離 3000 rpm， 10 min 

上澄液 (2ml) 

卜蒸留水で2倍に希釈

DSP-Check (50，ul) 

図2 OA， DTX 1濃度の測定方法

中腸腺20g

アセトン抽出(3回) 3 minホモジナイズ

溶媒除去

エーテル・水分配

エーテル層 水層

溶媒除去

エーテルで、50ml vこメスアップ

溶媒除去

ジアゾメタン・エーテル溶液10ml 

室温 30 min (メチル化〕

溶媒除去

アセトン 2mlに溶解

G.C (1'" 2μ1) 

図4 遊離脂肪酸濃度の測定方法

ナイズし試料とした。

(1) 公定法

下痢性貝毒検査法(厚生省環境衛生局乳肉衛生課)に

準じ，中腸腺をアセトン抽出し，乾固後，エーテル・水

中腸腺20g

アセトン抽出(3回) 3 minホモジナイズ

溶媒除去

エーテル・水分配

エーテル層 水層

中腸腺 1g相当のエーテル溶液(反応管)

溶媒除去

0.5N水酸化ナトリウム含有90%メタノール

溶液 2ml 

室温 1 hr 

アルカリ分解液(共栓遠沈管)

O.lN酢酸溶液(中和)

水lOml

エーテル抽出(10ml x 3回)2 min振とう

30 mlにメスアップ

中腸腺O.5g相当のエーテル溶液

ト媒除去

以後，OA， DTX1と同様の操作

DSP-Check (50，u1) 

図3 (DTX 1十 DTX3)濃度の測定方法

による分配を行い，エーテル層を乾固後，マウス試験に (3) 酵素免疫法(DSP-Check法)9) 

用いた。 a. OA， DTX 1毒力値

(2) HPLC法 測定方法を図2に示す。

前報10)で報告した方法により測定し，安元の報告6)に 中腸腺を90%メタノール溶液で、抽出，遠心分離後の上

従い，測定値の 4μgを 1MUとして毒力値に換算したO 澄液を水で2倍に希釈した検液について，抗原抗体反応

により OA濃度を測定し毒力値に換算したO
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中腸腺毒力

(MU/g) 

法定

- HPLC 法

DSP-Check法

/ 

¥ 

< 0.3トど『工 ーー/一二ン~---~ ¥」←一-..:::.ご三一

317 22 4/4 II 18 25 512 6/6 20 7/4 19 8/8 22 9/5101251112812/5 
( 63年)

図5 野内定点の DTXl毒力値

，t，腸腺，:UJ
(MU/g) 

< 0.3 

採取年月 H

一一公定法

一--HPLC法
- DSP-Check法

3;7 22 4/4 II 18 25 512 6/6 20 7/4 19 8/8 22 9/510/25 11!28 12/5 
( 63年)

図6 野内定点の DTXl十 DTX3毒力値

採取年月日

DTX1と同様の操作を行って DTX1十

DTX3として測定し，毒力値に換算した。

(4) 遊離脂肪酸濃度11)

測定方法を図4に示す。

中腸腺を公定法に準じて処理しエーテル

層を定容とした後その一部を採り，ジアゾメ

タンでメチル化後， GC法により測定しTこ。

但し，定量は，へフ。タデカン酸メチルエステ

ノレCC17)を標準物質として， 10種類の脂肪

酸CC14.:0'CI6:0， C16:1， C18:0， C18:1， 

C18:2' C18:3， C20:4， C20:S， C22:6)のピ

ーク面積の合計量によ・り行った。

結果及び考察

野内および野辺地定点における，公定法，

HPLC法， DSP-Check法による各々の

毒力値を表1， 2および図 5""8に示す。

但し， DSP-Check法については，検体

不足のため，一部測定できなかった。

1. 野内定点のOA，DTX1毒力値

公定法による毒力の推移をみると，3， 

4月は0.3MU/g未満で推移， 6月に入っ

て急激に上昇し C6.0MU/g)，その後は

徐々に低下した。

DSP-Check法と HPLC法による毒力

値を比較すると， 3， 4月および10""12月の

低毒力期には， DSP-Check法で、0.2MU/g

未満の毒力が検出された。しかし HPLC

法ではDTX1は検出されなかった。

また，6月から 8月にかけての高毒力期

では， HPLC法による DTX1の毒力は，

公定法の10%前後の値であった。

OAはHPLC法でいずれの時期も検出

されなかったO

2. 野内定点の DTX1十 DTX3毒力値

HPLC法と DSP-Check法による毒力

但し，本法で使用されるモノクローナル抗体は，OA， 値を比較すると， 6. 7月の高毒力期にやや差がみられ

DTX1に対し同等の交差反応性があるため，検液中の るが，全体としては類似したノ4ターンを示した。

OAおよびDTX1はすべて OAとして測定される O も また， 5月から 9月にかけては， DSP-Check法によ

b. DTX 1十 DTX3毒力値 る毒力値は公定法の約60""100~ちであり，冬季に比較し

測定方法を図3に示す。 て高い値を示したo

HPLC法と同様に処理した。すなわち，公定法に準 さらに， DTXl十 DTX3に対する DTX3の比率を

じて処理したエーテル溶液を， 0.5N水酸化ナトリウム含 みると， 3， 4月は0""40%，5月以降は約60""100% 

有90%メタノール溶液を用いてアルカリ分解を行い， で，夏季から冬季にかけては. DTX3の割合が大きか

DTX1およびDTX3をすべて DTX1~こした後，酢酸 った。

で中和しエーテル抽出を行った。エーテル層を定容とした 公定法による毒力との差は，下痢原生以外の毒成分に

後，その半量を分取してエーテルを除去し以下，OA. 由来するものと推定される。
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図7 野辺地定点の DTX1毒力値
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図8 野辺地定点の DTX1十 DTX3毒力値

早く 3月22日 (3/22とするO 以下同じ)に

規制値(可食部あたり0.05MU/g)を超

えた12)0 6月に入って本格的な毒化が始

まり， 7/4に最高値の8.0MU/gを示した

後一時低下し， 8/8に6.0MU/gと再び上

昇しているDその後は低下しているが， 12/5 

に2.0MU/gと例年にない高い毒力が検出

された。

野辺地定点における夏場の二つの毒力

ピークは，ここ数年続けて認められている
13，14) 

DSP-Check法と HPLC法による毒力

値を比較すると， 3""'5月の低毒力期では，野

内定点と同様， DSP-Check法で0.2MU/g

以下の毒力が検出されたが， HPLC法で

は， DTX1は不検出であった。

また， 6月から 8月にかけての高毒力期

では， HPLC法による DTX1の毒力値

は公定法の約6""'20~ぢであった。

一方， OAはHPLC法でいずれの時期

も検出されなかった。

4. 野辺地定点の DTX1十 DTX3毒力値

HPLC法と DSP-Check法による毒力

は，かなり類似した値を示した。

また，公定法と DSP-Check法による毒

力値をみると，概ね類似したパターンを示

しているが， 8/8のDSP-Check法は，公

定法の約40箔と低い値であった。

しかし本県水産部の調査では，この時

期， DTX1の原因プランクトンとされる

D.fortiiの出現状況と毒力の推移はほぼ
対応していたと報告している15 )。したが

ってこの毒力の差については，プランクト

ンの数だけでは説明できないものがあり，

D.fortii 1細胞あたりの単位毒量， PTX 

成分等についても検討する必要がある O

また， DTX1十 DTX3に対する DTX3

の比率をみると， 3""' 5月では 0""'30箔，

6月以降は約60""'白筋で，野内定点と同様，

夏季から冬季にかけては DTX3の割合が

大きかった。

この理由として，プランクトンにはDTX1

だけ存在し，ホタテガイ中腸腺の中でDTX3

に変換されると推定される3)ことから，春

3. 野辺地定点のOA，DTX1毒力値 季に比べ夏季以降は代謝が活発に進むものと考えられ

公定法による毒力の推移をみると，春季は0.4MU/g るO

以下の低毒力で推移しているが，野内定点に比べ約40日
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5. DSP-Check法と HPLC法の毒力値の相関

野内および野辺地両定点あわせて34検体の DTX1十

DTX3について.DSP心heck法と HPLC法の毒力値

の相関を図9に示す。

かなりよい相関がみられ，相関係数は0.989であった。

6. 遊離脂肪酸濃度

野辺地定点でゆ，春季に. HPLC法でOA.DTX 1 

とも不検出であったが，公定法では低毒力が検出された。

そこで，マウス毒性を示すとされる遊離脂肪酸(以下，

FFAとする)の濃度を. GC法により測定した。結果

を表 3.図10に示す。

濃度範囲は，野内定点0.11""'6.59mg/g.野辺地定点

0.58""'5.78 mg/gであり，両定点は類似したノ之ターンを

示した。また，春季に比べ夏季以降は低濃度であった。

マウスに影響を及ぼすFFA濃度は12mg/g (マウス

1 ml投与時のFFA量40mg)以上と推定される11)こ

とからこの濃度では影響はほとんどないものと考えられる。

(MU!g) 

7 
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J

A

A

T
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。
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. ・. r = 0.989 (危険率 1物有意)
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図9 HPLC法と DSP-Check法の相関関係

(DTX1十 DTX3毒力値)

表 l 野内定点における下痢性貝毒毒力値
単位 MU/g 

HPLCi去 DSP-Check法

採取1jご月日 公定法

DTX1 DTX1十DTX3 DTX3 
DTX1 s ×100 DTX1 DTX 1 + DTX 3 DTX3 

DTX l__. x 100 
DTX1十DTX，通(%) DTX1 + DTX兎3 (%) 

63. 3. 7 <0.3 ND ND ND 0.04 0.12 0.08 66.7 

3. 22 " " 〆F " 0.17 0.14 0.03 O 

4. 4 " " " 
〆F 0.10 0.13 0.03 23.1 

4. 11 〆 ノ〆 " " 0.18 0.29 0.11 37.9 

4. 18 " " /ノ " 0.16 0.24 0.08 33.3 

4.25 " " " 
/ノ 0.32 

5. 2 0.5 " 0.08 0.08 100 0.16 0.31 0.15 48.4 

6. 6 6.0 0.28 3.60 3.32 92.2 0.9 3.5 2.6 74.3 

6.20 5.0 0.27 4.13 3.86 93.5 3.5 

7. 4 3.0 0.26 4.05 3.79 93.6 3.2 

7. 19 3.0 0.42 3.22 2.8 87.0 2.8 

8. 8 2.0 0.28 1.18 0.9 76.3 0.4 1.2 0.8 66.7 

8.22 0.75 0.19 0.56 0.37 66.1 0.14 0.65 0.51 78.5 

9. 5 0.3 0.14 0.34 0.2 58.8 0.26 

10. 25 く0.3 ND 0.06 0.06 100 0.16 0.16 O O 

11. 28 0.3 " 0.02 0.02 100 0.09 0.14 0.05 35.7 

12. 5 0.5 ノ〆 0.02 0.02 100 0.03 0.16 0.13 81. 2 

N D : 0.02 MU/g未満
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表2 野辺地定点における下痢性貝毒毒力値
単位:MU/g 

HPLC法 DSP-Check法

採取年月日 公定法

DTX1 DTX 1 + DTX 3 DTX3 
DTX2 

d ×100 DTX1 DTX 1 + DTX 3 DTX3 
DTX完o ×10%0 

) DTX1十 DTX3 e%) DTXl + DTX3 (% 

63. 3. 7 <0.3 ND ND ND 0.14 0.14 O O 

3.22 0.4 " " " 0.20 0.14 0.06 。
4. 4 0.4 " " " 0.15 0.18 0.03 16.7 

4. 11 0.4 " " " 0.18 0.15 -0.03 O 

4.18 0.4 " " " 0.18 0.23 0.05 21.7 

4.25 0.3 " " " 0.15 0.22 0.07 31.8 

5. 2 0.3 " " " 0.21 0.19 0.02 O 

6. 6 1.5 0.14 0.58 0.44 75.9 0.3 0.68 0.38 55.9 

6.20 5.0 0.40 4.53 4.13 91.2 0.88 5.25 4.37 83.2 

7. 4 8.0 0.44 6.31 5.87 93.0 0.75 6.3 5.55 88.1 

7. 19 5.0 0.62 3.94 3.32 84.3 0.52 3.7 3.18 85.9 

8. 8 6.0 0.65 2.34 1.69 72.2 2.3 

8.22 3.0 0.63 2.3 1.67 72.6 0.40 2.3 1.9 82.6 

9. 5 2.0 0.62 1.72 1.1 64.0 1.8 一

10.25 0.75 0.20 0.62 0.42 67.7 0.22 0.75 0.53 70.7 

11. 28 0.75 0.10 0.67 0.57 85.1 0.62 

12. 5 2.0 0.08 0.45 0.37 82.2 0.4 

ND ・0.02MU/g未満

FFA濃度
(mg/g) 

一一一 野内定点

一一一野辺地定点

20 

ハUl
 

¥ 
//片¥、
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図10 遊離脂肪酸濃度
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表 3 遊離脂肪酸濃度の測定結果

単位 mg/g 

採取年月日 野内定点 野辺地定点

63. 3. 7 2.94 3.17 

3.22 3.85 3.34 

4. 4 3.97 3.43 

4. 11 4.33 3.77 

4. 18 3.70 3.18 

4.25 4.43 5.78 

5. 2 3.55 2.98 

6. 6 6.59 5.51 

6.20 1.38 2.25 

7. 4 2.14 2.96 

7. 19 0.11 0.58 

8. 8 1.89 1.29 

8.22 1. 61 1.51 

9. 5 0.69 0.65 

10.25 0.74 1.21 

11. 28 0.83 0.62 

12. 5 0.52 0.20 

ま と め 濃度では， FFAの毒力値に及ぼす影響はほとんどない

下痢性貝毒の迅速，かつ高感度な毒力測定法を確立す ものと考えられるD

るために， HPLC法， DSP-Check法による下痢原生 6. 今回の実験結果から，下痢原生成分のみを対象に毒

成分の毒力値および公定法による毒力値について比較した。 力をモニタリングする場合は，操作が簡単で迅速，かっ

1. DTX 1十 DTX3については， DSP-Check法と 高感度なDSP-Check法の利用が可能であると考えられ

HPLC法による毒力値にはかなりよい相関がみられ， るO これを実用化するためにも，今後は，公定法および

相関係数は0.989であった HPLC法と DSP-Check法を比較したデータの集積が

2. DTX1については，春季の低毒力期に，DSP-Check 必要と思われるO

法で0.2MU/g以下の毒力が検出されたが， HPLC法

では不検出であった。 文 献

OAはHPLC法で検出されなかった 1)厚生省環境衛生局乳肉衛生課:下痢性貝毒検査

3. HPLC法およびDSP-Check法によるDTX1 + DT 法，昭和56年5月

X3毒力値を公定法による毒力値と比較すると，全体として 2)安元健:海洋植物プランクトンの有毒成分，北川

は類似したノζターンを示した。公定法による毒力との差は， 勲(編海洋天然物化学，化学増刊111. 3 -11.化

下痢原生成分以外の毒成分に由来するものと推定されるO 学同人，京都， 1987 

4. DTXlとDTX3の比率をみると，両定点とも，春 3)安元健:昭和62年度重要貝類毒化対策事業中間報

季はDTXlが高く，夏期以降はDTX3が高かった。 告，昭和63年 3月30日

5. 今回の調査における FFAの濃度は，野内定点o. 11 ---... 4) Lee，よS.etal. : Agric.Biol.Chem.， 51. 'ol7 

6.59mg/g，野辺地定点0.58---...5.78mg/εで、あったOこの 881， 1987 

民
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5)青森県水産増殖センター:昭和61年度重要貝類毒 678， 1988 

化対策事業報告書(毒化予知手法開発研究)，昭和62年 10)古川章子，他:高速液体クロマトグラフ法による

3月 ホタテガイ下痢性貝毒測定法の検討，青森県衛生研究所

6)東北大学農学部:昭和59年度重要貝類毒化対策事 報26，39 -44， 1989 

業報告書(下痢性貝毒の毒成分等に関する基礎的研究)， 11)古川章子，他:下痢性貝毒のマウス試験に及ぼす

昭和60年3月 遊離脂肪酸の影響と毒成分の定量について，青森県衛生

7)東北大学農学部:昭和60年度重要貝類毒化対策事 研究所報， 25 ， 11 -18， 1988 

業報告書(下痢性貝毒の毒成分等に関する基礎的研究)， 12)古川章子，他:青森県における貝毒調査結果(昭

昭和61年3月 和63年)，青森県衛生研究所報， 26， 65 -70， 1989 

8)青森県水産増殖センター:昭和60年度重要貝類毒 13)古川章子，他:青森県における貝毒調査結果(昭

化対策事業報告書(毒化予知手法開発研究)，昭和61年 和61年)，青森県衛生研究所報， 24， 43 -50， 1987 

3月 14)古川章子，他:青森県における貝毒調査結果(昭

9)宇田泰三，安元健:モノクローナル抗体を利用し 和62年)，青森県衛生研究所報， 25， 39 -45， 1988 

た下痢性貝毒の検査， BIO INDUSTRY， 5， 671- 15)青森県:昭和63年度赤潮防止対策事業報告会資料
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青森県衛生研究所報 26， 53 -58， 1989 

市販食用肉における食中毒起因菌に関する調査

豊川安延

三上稔之

佐藤真理子

小鹿 晋

佐藤允武

秋山 有

はじめに

従来，畜産食品とヒトのサルモネラ食中毒とは密接な

関係が問題とされ，その安全性について注目されてきた。

更に近年，カンンピロパクターによる食中毒も食鳥肉

との関連が高いことが明らかになってきた。特に，食鳥

肉の需要の増加に伴い，ますます食鳥肉における各種細

菌の汚染及びその安全性が問われてきている1)2) 

このような状況において， 1988年，当所で、扱った検体

のうち，県内におけるサルモネラによる集団食中毒 1事

例及び医療機関で検出された散発患者由来株の菌型は主

として，Salmonella hαdαrであった。この検出状況

は異例であることに注目し本菌の感染源に関する調査

を行った。以下にその結果を報告する。

材料及び方法

1.調査検体

調査対象とした市販肉検体は1988年8月と12月及び

1989年 7月と 3回(表1)にわたって，県内11保健所の協

力を得て各管内の食肉庖から鶏肉118検体及び豚肉52検

体，各々 100"-'200gを収集したものであるO

2. 調査菌種

検索菌はStαphylococcusαureus，Salmonellaspp， 

Campylobαcter jejuni， Clostridium perfringens， 

Yersiniαspp， Listeriαsppなど6種を対象とし，一部

の検体では fucilluscereusの菌検索を行った。

3. 調査方法

1) Stα:phylococcusの検査は 2倍希釈試料0.5ml 

を10箔食塩加クックドミート培地4.5mlに接種，3rc， 
24"-'48時間増菌培養後，増菌液を 3%卵黄加マンニット

食塩培地に画線塗抹し，3rc. 24時間培養の集落菌のマ
ンニット分解性及び卵黄反応陽性菌について確認検査を

行った。陽性菌についてはコアグラーゼ型別(コ型)及

びエンテロトキシン型を検査した。

2) Salmonellαの検査は，試料25gをEEMブイヨ

ン225ml に接種，3rC18時間培養後，培養液を SBG

スルファ培地に接種， 43
0

C24時間培養後， SS寒天培地

とDHL寒天培地で菌分離を行った。

3) Cαmpylobαcterの検査は，試料25gを滅菌ポリ

エチレン袋(ストマッカ-400用)に移しそれに CEM

培地又はPreston増菌培地225mlを入れ，ストマッカー

C Lab-Blender400，Seward社)で混和後， 025~ぢ，

C021O%， N 285~ぢを充填，密閉し， 3rC24時間徴好気

培養した。増菌は主として CEM培地を用い，一部検体は

Preston培地で、行った。増菌培養液からの菌分離はガス

パック嫌気ジャー CBBL)を用い，主として Skirrow

培地を用い，一部検体はButzler培地で行った。

4) C.perfringensの検査は， 2倍希釈試料0.5ml 

を肝片加肝臓ブイヨン4.5mlに接種，3rC48時間培養

後，ガスパック嫌気ジャーを用い，卵黄.KM加 CW

寒天培地で分離培養を行い，分離菌について Hobbs型

(デンカ生研)の型別検査を行った。

5) Yersiniαの検査は試料25gを上記の滅菌袋に移

しそれに1/15Mリン酸緩衝食塩水 CpH 7.6) 225 ml 

を入れ，ストマッカーで混和後， 40Cで4週間の低温に

よる増菌培養を行い，その培養液0.5mlに0.5%KOH 

食塩液4.5mlを加えて 1分間作用させ，直ちに SS寒

天培地， Mac Conkey寒天培地に画線塗抹し， 250C48時

間培養し，菌検索を行ったO 分離菌について，生物型3)

及び血清型別の検査を行った。

6) Listeriα菌の検査は厚生省・衛乳第 3号4)によ

る食品(チーズ)中の Listeriα菌の検査法に準じ，次

のように行った。試料25gを滅菌袋に移しそれに自家

調整の増菌培地4)225 mlを入れ，ス卜マッカーで混和

後， 25
0

C48時間好気培養を行ったO 培養後，自家調整の

5%羊脱繊維血液加選択分離培地4)に画線塗抹し， 350C 

48時間ローソク培養法による徴好気培養を行ったO 培地

上の疑わしい菌は一次的な確認試験として， 6 %NaCl. 

1 % Glucose加CTA培地 CBBL)に穿刺し， 30
0

C24

"-'48時間培養し高層が黄変を示した菌について，同定

検査を行った。一部の分離菌の同定検査に Api20Eを

用いて行った。なお，分離菌の検査対照菌株に Listeriα

monocytogenes VTU 206を用いた。分離された Lis-

teriα菌について，薬剤感受性の検査を行った。また，

本菌の病原性の検査は，分離菌の菌液(IQ4Iml )0.1 ml 

をマウス腹腔内に接種し，艶死したマウス肝臓の病理組

織像の病変を調べた。

7) fucillusの検査は2倍希釈試料0.5mlを 3%

NaClボリミキシンB100単位加加ベプトン水5)4.5 ml 

に接種し 3rC24時間培養後， NGKG寒天培地で菌分離

を行った。分離された B.cereusは，生物型5)及び血清

つd
p
h
d
 



型別(東北食中毒研究会作製の 1~23型の抗日血清)及 8) S.hαdαrの由来別菌種の性状の相違

びエンテロトキシン産生性を調べた。以上の検査におい 本菌の感染源に関し，集団食中毒由来3株，同関連調

て，分離された菌の同定検査は成書6)に準じて行ったc 理従事者由来2株及び散発的下痢症由来23株(うち 5株

また，一部の分離菌の SαlmonellaはApi20Eを用い， は，同一家族内で2名発症及び3名発症の 2件を含む)及

アピプロフィルインデックスにより同定した。 び本調査で分離された市販鶏肉由来10株，合計38株につ

分離菌の血清型及びエンテロトキシン型(ent型〉の いて，薬剤感受性及びMinorの亜種分類7)に示した生

検査はデンカ生研の診断用免疫血清及び逆受身ラテック 物化学的性状を比較検討した。さらに集団食中毒関連菌

ス凝集反応により行った。また，薬剤感受性試験では昭 株については，プラスミドプロファイル(都立衛研の成

和ディスク l濃度を用いて行った。 績)による解析を行った。

表 l 市販食肉からの細菌検出成績

1988. 8~ 10 鶏|勾 52 28(53.8) 14(26.9) 

調査年月 検体名検体数 S.αureus S.αlmonella spp C.jejuni C.perfringens Yersinia spp L.monocytogenes B.cereus 

4( 7.7) 

1988. 12 鶏肉 33 12(36.4) 12(364) 

1989. 鶏肉 33 22(66 7) 12(364) 

29(87.8) 合計 118 62(52.5) 38(32.2) 

8(]5.4) 2( 3.8) 23(44.2) 

6C18.2) 29(87.9) 5(15.2) 。(0.0) 

9(27.3) 7(21.2) 3( 9.]) 9(27.3) 29(87.8) 

23C1 9.5) 34(28.8) 35(29.7) 13C1 1.0) 

1988. 9~ 10 豚肉 臼 13(25.0) 2( 3.9) 1( 1. 9) 3( 5.8) )
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16(30.8) 

結果及び考察

1. 細菌の検出状況

鶏肉及び豚肉からの細菌の検出成績を表 lに示した。

鶏肉118検体からの分離菌種は， S.αureusの検出率

は， 52.5% (62検体)で，調査時において36.4~66.7労

の差が認められたo .おlmonellαsppの検出率は32.2

% (38検体)で，調査時により 26.9~36 .4労の間で，そ

の差が少なかった。分離株数は陽性38検体から42株が検

出された。この菌株数はー検体から複数の異なる 2~

3種の血清型の混在が， 3検体に認められたものであ

るO

CJejuni の検出率は19.5~ぢ (23検体)で，調査時の

検出率に差は少なく Sαlmonellαと同様な検出状況を

示した。 C.perfringensの検出率は28.8労 (34検体)

で，調査によって3.8~87.9猪が認められた。

Yersiniαsppの検出率は29.7%(35検体)で， 15.2 

~44.2%の差がみられた。 Yersiniαspp の菌種は，

Y.enterocoliticα80% (28/35)， Y.intermediα14.3 

% (5/35)及び Y.frederiksenii5.7%であった。
L. monocytogenesの検出率は11.0%(陽性13検体)，

調査時によって， 0 ~27.3%の差が認められた。

また，B.cereusの検出率は87.8%(29/33)で、あっ7ぉ

一方，豚肉52検体からの分離菌種は，C.perfringens 

の不検出以外，鶏肉検体と同様な菌種が認められたが，全

括孤内数字は検出率(勿)

体的には低い検出状況であった。このうち，Yersiniα 

sppの検出率の30.8%(6/52)が比較的高い検出率で

あった Yersiniαsppの菌種は Y.enterocoliticα

26.9% 041 52)及び Y.intermediαと Y.frederiksenii
の1.9%(各1152)であった。また Y.enterocoliticα

の検出例ではー検体に複数の異なる血清型の混在が認め

られた。

これらの検出菌のうち，C.jejuni，Salmonella spp 

など，特に CJejuniは医療機関において，年間にわた

って高率に検出され8) それらの汚染源との関連が注目

されてきている O また，国内各県で調査された市販食鳥

肉の細菌検出率をみると S.αureusはo~ 100勉，大部
分は1O~30%台， Salmonellαspp は 8~100%，大

部分は20労台，C.jejunilcoli は30~100~ぢ，大部分は30

~40% ， C.perfringensはo~23~ぢ及び Yersiniαspp

は40~80%などで，その検出率に差がみられたが9) 全

体の検出状況においては，本成績も概ね同様な傾向が見

られた。

2. 分離菌の血清型，生化学的性状，薬剤感受性及び毒

性試験

1) S.αureus 

鶏肉由来 S.αu何回62株中36株について， コ型別及び

ent型を調べた結果，型別されたコ型はvn型41.7%05 
株)， II型13.9%(5株).皿型(2株)及び I型とV型

点
斗
-
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は各 l株で5種類に分けられたが，型別されなかった菌 株)と AB型(1株)， II型とA型(2株)及び皿型に

株は11株 (29%) と多く，今後の検討課題としたO 対してはB型と C型(各 1株)などの組み合わせが認

ent型は36株中， A型28%00株)， B型19%(7株)， められた他に， VII型に型別された 6株は ent非産生性で

AB型と C型は2.7%(各 l株)の 4種類が認められ， あったo

ent非産生株は17株 (47%)であった。 これらの成績は，食中毒由来菌株の殆どがコアグラー

コ型別と ent型の関連では， VII型に対して， B型(7 ゼII，IIL VL vn型で特にVII型が多く，エンテロトキシ
株)と A型(3株)，コ型不明と A型(3株)， VII型と C ン型はA型に多いことに10)一致する。

型(1株)及びH型とA型(1株)などの組み合わせが 2) Sαlmonella sppの血清型別

認められた。一方，豚肉由来菌のコ型別では13株中10株 分離菌の血清型の成績を表2に示した。

が型別され，そのうちVII型60~ぢ( 6株)， II型20%(2 鶏肉由来42株及び豚肉由来 2株についで血清型別を行

株)，皿型とVIIl型10%(各 1株)であった。また ent った結果，鶏肉由来42株のO群別は， 6種類に分けられ，

は13株中， A型31労 (4株)， B型， AB型及びC型(各 このうち， 04群 09株)及び08群 08株)などが比較的

l株)に分けられたo ent非産生株は6株 (46%)であ 多く認められた。血清型別では， 08群に属する S.hαdar

ったOコ型と ent型の関係では， VII型に対して， A型(2 がサルモネラ総分離株数の31%03/42)で最も多く，

0群 株数

04 (B) 19 

07 (Cl. C4) 

08(C2， C3) 18 

09(Dl) 

o 3， 1O( E 1. E 2， E 3) 2 

016 

021 2 

血

表 2 市販食肉由来 Salmonellaspp 44株の血清型

型清

品 lmonellαspp04: b : -( 9)， S.shleissheim (4)， S.typhimurium (2)， 

S.heidelberg ( 1)， S.αgonα( 1)， S.bredency ( 1)， S.derby ( 1 ) 

S.roterberg ( 1 ) 

S.hαdαr (3)， S.chαiley (2)， S.neω'port (1)08: z 4' Z 24: -(1)， 08 z 10 -(1) 

S.pαnαmα( 1 ) 

S.newington (2) 

S.nottinghαm (1) 

L: z 29: - ( 1 )， L: z 10 : e， n， x ( 1 )， 

次いで04:b : - (S.sofiα)が21%(9/42) と多く認

められた。

他の血清型では2.4~ぢ ~9.5~ぢ (1 ~ 4株)に過ぎなか

ったO 豚肉由来 2株の血清型は S.derby(1株)及び

S.pαnαmα( 1株)に分けられた。

3)検体由来別，S.hαdαrの生物学的性状

方法8で、のべたように，S.hαdαrによる集団食中毒

及び散発的下痢症の感染源に関連し患者由来株，調理

従事者由来株と本調査で分離された鶏肉由来株，合計38

株の性状について比較を行った。

その結果 Minorの6亜種の性状検査において，総

ての菌はズルシット非分解性を示す以外は亜種 lに属す

る同一性状を示したO 薬剤感受性試験では，表 3~こ示す

ように 4型に分かれる感受性パターンが示された。集団

食中毒患者由来3株及び集団発生と思われる家族内での

複数患者由来 5株の感受性パターンは表4に示すように

いずれも l型を示した。また，散発的下痢症由来株及び鶏

肉由来株においてもその過半数 (60.5~ぢ)が l 型を示し

( )内数字は分離株数

表 3 S.hαdαr38株の薬剤感受性

薬剤感受性パターン

薬 剤 感受性株数軒) 1 234  

ABPC ( 30μg) 14( 42.4)十+一

TC (200μg) 38000.0) 十十十十

SM (50μg) O( 0.0) 

KM  (50μg) 9( 23.7) 十+

CP (100μg) 38000.0) 十十+十

合計 23 7 6 2 

「
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患者由来株との関連が認められた。さらに，集団食中毒事

例の患者由来 3株と調理従事者由来2株との関連性をプ

ラスミドファイルによる解析を行ったところ，患者由来株

3株はプラスミド Kb56であるのに対し調理従事者由来

2株はプラスミド Kb2.5を保有してL、た11)このこと

により，同事例における両由来株間の関連が否定された。

4 ) C.perfringens 

鶏肉由来23株及び豚肉由来3株の Hobbsの血清型の

型別を行ったO その結果，鶏肉由来株23株中， 13型(1 

株)及び14型(1株)の 2株のみ型別された以外，他の

21株は豚肉由来株と同様に型別不明であったO 本菌は，

ヒト糞便及び環境の材料から検出されることをしばしば

経験するところであるが，その検出菌はHobbs型不明

株であることが多く，本調査においても同様な傾向がみ

られた。

5) Yersiniαspp 

鶏肉由来28株及び豚肉由来15株の Y.enterocoliticα

表4 由来別，S.hαdαrの薬剤感受性パターン

薬剤感受性パターン

由来別，S.hαdαr 菌株数 2 3 4 

市販鶏肉 10 6 2 

医療機関 23 14 5 3 

集団食中毒 3 3 

調理従事者 2 2 

合計 38 23 7 6 2 

(60.5%) 

の血、清型及び生物型を調べた。 性についても， 1958年以来，耐性菌は認められず，薬剤

鶏肉由来株の血清型別は， 28株中， 05: 21株 (75%)， 感受性パターンは安定に推移している報告12) とに関心

08: 6株 (21%)及びo3 : 1株 (3.6%)の， 3種類 がもたれた。

に分けられた。一方，豚肉由来株では， 15株中， 05:8株 マウスに対する病原性については，分離菌9株及び対

(53%)， 0 8 : 6株 (40%)及びo3 : 1 株 (6.79ぢ) 照株VTU206の各菌株はマウスに対して毒性を示し， 48

であった。 "-'72時間にかけてすべて艶死した。艶死マウスの肝臓の

血清型別された43株の生物型は， レシチナーゼ陽性， 表面には多数の小さい黄色，灰白色の斑点が観察された。

DNase陰性などの性状を示し Wautersの生物型 1 病理組織上においては，白血球の集合，空胞，壊死，

の性状を示したO 従来から本菌の病原株は，生物型と血 なかにはリステリア菌の菌塊が観察された。

清型と密接に関連し，生物型4: 03，生物型 2: 05，生物 7) B.cereus 

型 2: 09，生物型 1: 08等が知られており，その生物型 本菌の分布は主に穀類及び総菜などの複合調理食品に

の殆どが4と2であり，生物型 lのなかでは 1: 08株が ついて多く知られ，我々も経験し報告してきたが，食

病原株であるとされている3) 本成績では生物型 1: 08 用肉の本菌の分布は本県ではよく知られてないことから

が27.9%02/43)と比較的多く認められ，注目された。 表 1に示すように1989年の一部の検体について調査を実

6) Listeriαmonocytogenes 施した。

我が国で，本菌が食品衛生上において、注目されたのは， 分離菌29株の生物型及び血清型別について調べた。生

厚生省が輸入食品の安全確保のなかでのチーズのリステ 物型において，東による分類13)では， 29株中， 14株 (48

リア汚染が問題として， 1988年 2月に食品(チーズ)中 労)はCit(-)，Nit(+)，・St( + )， VP ( + ) ， Ge 

のListeriα菌の検査法4)を関係機関に提示したことに (+ )，略して，一十+++の性状を示し， 12株 (41%)

始まると思われる。本調査においては，市販食肉における は+十一十+を， 3株 00%)は+十十十+の性状を示

本菌汚染の状況を検討した。 L.monocytogenesは鶏肉 した。また，小佐々ら5)による分類では， 29株中， V型

118検体中， 13検体 019ぢ)から検出された。分離菌13 ( 7株)， N型 (4株)， VI型(1株)及び型不明17株が

株の生物学的性状は対照株VTU206と同様に， 1 % glu- 認められた。

cose . 6 %食塩加 CTA培地における発育と黄変そし 血清型別では， 29株中， 19型が16株 (55猪)及び17型

てjJ溶血性，カタラーゼ(+)， VP (十)，運動性(十)，株 (3.4%)の2種類であった。また，生物型と血清型

デキシトリン(十)， トレハロース(+)，などの性状を示 別の関連では， 19型株のうちV型(7株)， N型(4株)，

した。分離菌13株の薬剤感受性について調べたところ VI型(1株)及び型不明(7株)が認められた。

いずれの菌も CeZ，KM，SM，OM，ABPC，CM，TCに対 本菌の entの検査では， entは29株中16株 (559ぢ)か

し良好な感受性を示した。 ら検出された。型別された菌株で、は， 17株中 9株 (53労)

このことに関連し患者由来リステリア菌の薬剤感受 に認められ，型別不明であった菌株からは， 12株中7株
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(58~ぢ)に認められた。

また，型別された菌型別にみた ent産生性の成績では，

17型に認められなかったが， 19型では， 16株中 9株 (56

%)に明らかな陽性 l株と弱陽性8株が認められた。

次に，本菌の澱粉分解性と ent産生性との関連をみる

と，澱粉分解陽性株は29株中 3 株(10~ぢ)で，このうち

1株 (33%)がent陽性であった。また澱粉分解陰性株

では， 29株中26株 (90%)に毒素産生が認められた。従

来から B.cereusは生物学的性状のなかで，毒素産生

性と澱粉分解性に高い相関性が認められ，知られてきて

いる O その報告例のなかで，食肉及び食肉製品などから

分離された B.cereus 281株中121株 (43.1勉)に毒素産

生性が認められ，このうち澱粉分解陽性菌は108株 (89.3

%)と多く認められる・ことなどにおいて B.cereus下

痢型食中毒由来株が澱粉分解陽性株であるとし、う知見に

よく一致するとしている14)15) 一方，幅吐毒素産生性

には澱粉分解陰性株が高い相関性をもつことが知られて

いる16)17) 

本成績では毒素産生性を示す澱粉分解陽性株が少なく，

むしろ澱粉分解陰性株に多いのが特徴であったことは興

味深いものがあり，その分布及び性状等については，今

後の検討課題としたい。

あとがき

食用肉における食中毒菌の汚染は近年高まる傾向にあ

り，その実態、の把握は食品衛生上重要な課題と考えられ

るO 今回は S.hαdαrによる集団食中毒事例及び散発的

下痢症の疫学的調査に関連し，市販食用肉における各種

細菌汚染の実態について調査を行った。

その結果は本文で、述べたとおり，食用肉，特に鶏肉に

おける細菌汚染は黄色ブドウ球菌，サルモネラ，エルシ

ニア菌，カンピロパクター， ウェルシュ菌，セレウス菌

及びリステリア菌など，食中毒起因菌として知られいる

菌種が認められ，その汚染は県内に広く及ぶことが推定

された。またこれらの細菌汚染状況はリステリア菌を除

いては概ね全国的な汚染と同様であることが明らかとな

っ7こ。

一方，今回問題とした S.hαdαrの検出頻度が，他の

サルモネラより極めて高く， しかも鶏肉のみに汚染が認

められたこと，さらに殆どの地域から検出されたことに

注目し本菌の感染源としての可能性を調べたところ，

生化学的性状及び薬剤感受性において，鶏肉由来菌株の

性状は，患者由来菌株の性状との聞に一定の関連が認め

られ，本菌汚染鶏肉がヒトの下痢症に関連することが示

唆された。

また，プラスミドファイルの解析によって，集団食中

毒事例における患者由来菌株と調理従事者由来菌株は異

なるプラスミドを保有することで，その関連が否定され

るI乙し、7こっTこO

本研究は，昭和63年度及び平成元年度厚生科学研究(主
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健康食品の衛生学的調査(II ) 

秋山由美子

石塚伸一

はじめに

野村真美

高橋政教

実年世代と称される人々が確実に増加し日本も高齢

化社会を迎え，それに伴いこれまで以上に『健康」とい

うことに関心が寄せられているO そして，国民の健康志

向に伴い，健康食品の需要が増大している。「健康食品

とは何かJの定義を巡って，さまざまな問題が浮きぼり

にされ，甚だしい場合は，偽りの効能や，有害食品まで

現われトラブ、ルが多数発生した。そのため，昭和61年に

日本健康食品協会によって「健康食品の自主規格基準」

1)が設けられた。当衛研でも昭和62年から「健康食品J

について調査を実施している2) 今回は昭和63年度の調

査結果について報告する。

調査方法

1.試料

昭和62年度はクロレラ2)について調査したが， 63年度

は青森市内で市販されている小麦はい芽油4検体，ビタ

ミンE含有植物油5検体，ビタミンC含有食品 2検体，

エイコサベンタエン酸 (EPA)含有精製魚油加工食品

l検体，食物繊維加工食品 3検体，大豆レシチン含有食

品 5検体の合計15検体(一部重複するものもある)を購

入して試料とした。

2. 分析項目

① ビタミンE含有量

② 過酸化物価

③ 酸価

④ 残留農薬

⑤ PCB 

⑥ ヒ素

⑦ 重金属(鉛として)

⑧ 一般細菌数

⑨ 大腸菌群

⑩ ビタミンC含有量

⑪ 食物繊維含有量

⑫ EPA含有量

⑬ リン脂質含有量

⑭亜鉛

⑬ マンガン

⑬鉄

木村淳子

小林英一

⑪銅

⑮ カドミウム

⑩ 総クロム

⑫ 総水銀

⑫ 脂肪酸

3. 分析方法

村上淳子

① 残留農薬，一般細菌数，大腸菌群

食品衛生法，厚生省告示第370号3)

② 過酸化物価，酸価

基準油脂分析法試験法4)

③ 食物繊維…..AOAC法5)

④ ビタミンE…ー加工食品の栄養成分分析法6)

⑤ EPA ……油化学(34)7)

⑨ ビタミンC…一衛生検査指針8)

⑦ リン脂質，脂肪酸…一食品添加物公定書9) 

⑧ PCB……厚生省「分析方法に関する研究J10)

⑨ ヒ素，鉛，亜鉛，マンガン，鉄，銅，カドミウム，

総クロム，総水銀

衛生試験法注解11)

結果および考察

1. 小麦はし、芽油

表 1Vこ製品規格の分析結果を示したO

この 4検体の中ではNu2の酸価が7.74と基準の 5を超

えていた。この製品については，アメリカから輸入され

ているものなので，輸入月日の違うもの (S.63. 7. 

5とS.63. 8. 3Dについても再調査したが同様の結

果であった。他の製品と比較すると過酸化物価も基準内

であるが， 5.77と多少高い数値で油の劣化も考えられるO

Nu4の酸価の5.02の※印は大豆レシチンを含有する製品

であり，酸価10以下が適用される。

2. ビタミンE含有植物油

表 2に製品規格の分析結果を示した。

この 5検体の中では， Nu 6の酸価が20.97と基準の約 2

倍(この製品も大豆レシチンを含有するので酸価10以下

が適用)となっている。この製品は過酸化物価が1.24と

それほど高い値ではなく，油の劣化よりも他の原因が考

えられる。例えば，カプセル注入時の変化，不純物の混

入，あるいは多種類の成分が含有されているため，成分
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間で何かが酸価をプラスにするものがあるかなどが考え られる O 他ロットの物も同様の結果であった。

Eτ一一主ーを
性外 観状

ビタミンE 表示

合有量 実測

過酸化物価(P.o.V.)

酸 {面(A.V.) 

残
エンドリン及

ディルドリン

B 日 C 

留 D D T 

パラチオン

農 マラチオン

フェニトロチオン

薬 無機臭素

P C B 

ヒ 素

重 金 属

一般生菌数

As <0.1 

Pb <0.1 

7?とf

異味物 ・異具
異な L

5mg/300mg 

5.56mg/300mg 

3.66 

0.21 

イミ検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

O 

表 l 小麦はし、芽油

2 3 4 製品規格値

異味物 異臭 異味物 異臭 異味物 ・異臭 異味・異臭及び異物がない

異なし 異なし 異な L こと

322mg/勿 112mg/330mg 212mg/g ビタミンE含有量は表示以

323mg/ % 120mg/330mg 227.7 mg/g 上であること

5.77 1.38 1.06 10meq(30m巴q)/kg以下

7.74 4.89 5.02※ 5 (10)以下

不検出 不検出 不検出 検出されてはならない

不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

不検出 不検出 不検出 0.3 ppm以下

不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

不検出 不検出 不検出 0.2ppm以ド

不検出 不検出 イミ検出 50ppm以下

不検出 不検出 不検出 検出されないこと

不検出 不検出 不検出 Asとして 2ppm以下

不検出 不検出 不検出 Pbとして20ppm以ド

O O O 3 x lCJl個/g以ド

表 2 ビタミンE含有植物油

3 4 5 6 製品規格値

外 観異味・異臭 異味 異臭 異味・異臭 異味 異臭 異味 異臭 異味・異臭及び異物がない

性 状異物なし 異物なし 異物な L 異物なし 異物なし こと

ビタミンE 表示 5mg/300mg 112mg/330mg 10mg/31Omg 10mg/500mg ビタミンE含有量は表示以

合有量 実測 5.56mg/300mg 120 .4mgl 330mg 212mg/g 10.0mg/310mg 11.5mg/500mg 上であること

過酸化物価cP.o.V.) 3.66 1.38 1.06 3.49 1.24 10meq (30meq) Ikg以下

酸 価CA.V.) 0.21 4.89 5.02 3.99 20.97 5 (]O)以下

エンドリン及ひ
不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出されてはならないディノレドリン

残 B H C 不検出 不検出 不検‘出 不検出 不検出 0.2ppm以下

留 D D T 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

農 パラチオン 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.3 ppm以下

薬 7 ラチオン 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

フェニトロチオン 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 。‘3ppm以下

P C B 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出されてはならない

ヒ 素 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 Asとして 2ppm以F

重 金 属 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 Pbとして20ppm以下

一般生菌数 O 。 。 。 。 3 x 10"個Ig以下
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ビタミン Eは天然にはそれぞれ生物活性の異なる同

族体が8種類存在している O このうち生物活性の最も大

きいのがαートコフェロールで、ある12)。表 3にトコフ

エロール量の分析結果を示した。小麦はし、芽油， ビタミ

ンE含有植物油の製品はNo.1 "'!も 6までで，他は EPA

含有食品(No.9)，大豆レシチン含有食品(No.15) ビタ

ミンC含有食品(地 8)で，総トコフェロール量が3.23

mg/g "'364.76 mg/gと試料により大きな差が認めら

れた。ビタミンE効力の高いα一体が50%以上のものは

No.1のl検体だけで，他は40S:ぢ以下であったO 特にNα2，

5， 15についてはビタミンE効果の期待が薄いと思われ

るO バランスのとれた食事から摂取する以上にEをとる

必要性があるかどうかは今後の研究が待たれるO

表 3 健康食品中のトコフェロール含有量

1、α トコフェローノレ βートコブエローノレ r トコフェローノレ 。ートコフェローノレ 総トコフェロール
17.31 0.75 8.24 7.30 33.60 

2 0.70 0.77 1. 26 0.50 3.23 

3 127.34 3.78 124.76 108.88 364.76 

4 74.84 2.95 88.76 61.20 227.75 

5 3.98 0.38 13.86 14.10 32.32 

6 7.65 0.37 9.25 5.81 23.08 

8 16.60 0.80 13.28 13.27 43.95 

9 12.43 0.94 36.71 42.46 92.54 

15 4.56 0.46 19.71 23.19 47.92 

単位 mg/g

3. ビタミンC含有食品

表 4に製品規格の分析結果を示した。 所要量の 2倍以上の摂取量になるので，調理による損失

この 2検体は規格については特に問題はなく，ビタミ を見こんでも十分な量を摂取13)しているが，個人別に

ンC含有量も表示量以上である O 厚生省が行っている国 みると必ずしも満足すべき状態ではないと思われる。

民栄養調査によれば， 日本人のビタミンC摂取量は栄養

表 4 ビタミンC含有食品 4. EPA含有精製魚油加工食品

土JT 7 

外 観異味 異臭

性 状異物なし

ビタミンC 表示 500mg/l.05g 

含有量実測 501 . 4 mg / 1 .05 g 

ヒ 素 不検出

重 金 属 不検出

一般生菌数 O 

大腸菌群 陰 性

8 

異味 異臭

異物なし

200mg/l.6g 

201.1mg/l.6g 

不検出

/F 検出

O 

陰 性

製品規格値

異味異臭及び異物が

なし、こと

ピ夕、ンCの合有最は|

表示以上あること

Asとして 2ppm以下!

Pbとして20ppm以下

3 X 103個/g以下

陰性であること

表 5に製品規格の分析結果を示したO

l検体だけの結果であるが規格を満たしてしる。

エイコサベンタエン酸 (EPA)やドコサヘキサ

エン酸 (DHA)は，最近，循環系の正常な働

きを維持する成分として注目をあびて， 日本人の

魚類を多食する食生活が見なおされている O

5. 食物繊維加工食品 これら 3検体の中で製品規格上特に問題となるものはな

食物繊維については，最近その生理活性が注目され， かった。過酸化物価については，油脂が10%以上のもの

健康食品としても種々の製品が販売されているが，今回 に適用されるので， No.12， 13は油脂含量10%未満のため，

は 3検体について調査を行った。結果は表6に示した。 過酸化物価の規格は外される O
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表 5 EPA含有精製魚油加工食品

7子dZ 9 製品規格値

外 観 ソフトカプセノレ ソフトカプセノレで油状 べー

性 状油状・異物なし スト状で異物を認めないこと

E P Aの 表示 約230mg/3粒中 EPA 18%以上のものを70%

合有量 実測 195.3mg/3粒中(18.6%) 以上含有されること

過酸化物価CP.O.V.) 8.49 meq/kg 15.0meq/kg以下

酸 価CA.V.) 0.25 5.0以下

ヒ 素 不 検 出 Asとして 2ppm以ド

重 金 属 不 検 出 Pbとして20ppm以下

一般生菌数 O 3 x 10"個 /g以下

大 腸 菌 群 陰 性 陰性であること

表 6 食物繊維加工食品

6. 大豆レシチン含有食品

表 7に製品規格の分析結果を示した。

この 5検体の中では， No. 6のリン脂質が表示で

は50箔となっているが，実測では48.9%であった。

その他は規格に合致した。

植物油に多く含まれている多価不飽和脂肪酸が

コレステロール値を低下させると言われているが，

今回調査した健康食品中の脂肪酸の分析結果を表

8に示した。パルミチン酸，オレイン酸， リノー

ル酸が主要なもので，特に多価不飽和脂肪酸が多

いというものはなかった。ただし， Iも9は EPA

含有精製魚油加工食品であるので，他と違って

EPA， DHAが多し、。

ζト df 11 12 13 製品規格

異味物 ・異臭 異異物味 な・ 異し 臭 異物味・異臭 異味・異臭及び異物がない
異なし 異なし こと

食物繊維の 表示 4.5g115g 1.2gl1.5g 295mg/609mg 食物繊維の含有量表示以上

含有量 実測 5 .82g115 g 1.24gl1.5g 322 .3mg/ 609mg である

残
エンドリン及び

不検出 不検出 不検出 不検出
ディルドリン

留 B H C 不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

農 D D T 不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

薬 パラチオン 不検出 不検出 不検出 0.3 ppm以下

P C B 不検出 不検出 不検出 検出されない

ヒ 素 不検出 不検出 不検出 Asとして 2ppm以下

鉛 不検出 不検出 不検出 Pbとして20ppm以下

過酸化物価(P.o.v.) 1.32 meq/kg 30meq (油脂10%以上)

一般 生菌 数 70 25 x 1Cf O 5 x 1Q4個/g以下

大 腸 困 群 陰 性 陰 性 陰 性 陰性であること

はい芽油のNo.2，ビタミンE含有植物油のNo.6，大豆レ る14)

以上15検体のうち，規格に合致しなかったのは，小麦 卵，乳製品に多く1O~20ppmのオーダーで含まれてい

シチン含有食品のNo.6であるO 規格等については以上で マンガンはN.D.~27ppm の範囲にあり，これも M

あるが，その他の成分，特に重金属類の亜鉛，マンガン 11. 12， 13， 14が高い値を示した。

鉄，銅，カドミウム，総クロム，総水銀について調査し 鉄は0.3~373 ppmと製品による違いが顕著に現われ

その結果を表9に示した。 ている O 地11は鉄分を添加した食品で、あり， 373 ppmと

亜鉛は N.D.~36.7ppm の範囲にあり， Nu11. 12， 特に高い数値を示しているが，一般的に製品聞の差が大

13， 14が高い値を示した。これらは食物繊維加工食品と きし、。

植物性たんぱくを含んだ大豆レシチン含有食品である。 銅は N.D.~17 .29 ppmで， Nu14が最も高い値で，こ

食品中の亜鉛濃度は，豆類，堅果，穀類，海産物，肉， れは他の重金属類 (Zn，Mn， Fe)も多く含まれて

内
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表 7 大豆レシチン含有食品

J子ご土 4 5 6 14 15 製品規格値

外 観 異味 異臭 異味・異臭 異味 異臭 異味 異臭 異味 異臭 異味異臭及ひ異物がない

性一 状異物なし 異物なし 異物なし 異物なし 異物なし こと

リン脂質 表示 8.7% 50 .O~ち

リン脂質含有量は表示以上

合有量 実測 24 .8~ぢ 9.2~話 48.9% 3 .4~ち 9.5% 

過酸化物価CP.O.V.) 1.06 3.49 1. 24 24.06 3.27 300 meq/kg以下

酸 価CA.V.) 5.02 3.99 20.97 5.45 3.69 40以下

残
エンドリン及び

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出されてはならない
ディノレトリン

留 B H C 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

農 D D T 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.2 ppm以下

薬 パラチオン 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.3 ppm以下

P C B 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出されてはならない

ヒ 素 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 Asとして 2ppm以下

重 金 属 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 Pbとして20ppm以下

般細菌数 。 O 。 14X 10 。 1 x 10'個/g以下

一一

表8 健康食品中の脂肪酸

脂 肪 酸
Na 原 材 来ヰ

C 14 C 16 C 18 C 18: 1 C 18:2 C 18:3 C20:4 C20:5 C 22:6 

小麦はし、芽油， ビタミンE 135 8 148 486 79 5 N. D. N. D. 

2 
小麦はし、芽油，天然、ビタミ

140 8 161 481 67 3 N. D. N. D. ンE

3 天然ビタミンE，大旦レシ 52 16 72 340 17 N. D. N. D. N. D. チン

4 天然，草ピ種タま子ミ油ンれE、，芽油よ旦レシ 25 66 45 45 207 11 N. D. N. D. チン

5 
月見 ，大旦レシチ

57 19 90 611 14 N. D. N. D. N. D. ン，天然ビタミンE

6 
大旦レシチン，天然ピタミ

98 25 179 342 41 N. D. N. D. N. D. 
ンE，米はし、芽油

9 信天然精託製詰魚油2.大豆油(天 43 68 8 65 49 23 16 186 79 

14 
大旦レシチ

68 11 62 193 25 N. D. N. D. ン

15 油大豆レシチン，サフフワー 29 7 54 195 3 N. D. N. D. 

脂肪酸名 C14・ぺリスチン酸 C 16…パルミチン酸 C18…ステアリン酸 C18: 1ーオレイン酸 C 18:2…リノール酸
C18・3・リノレン酸 C20 : 4...アラキドン酸 C20 : 5…エイコサベンタエン酸 C22: 6…ドコサヘキサエン酸

単位 mg/g N. D. : 0.5未満

し、る。この値は，ナッツ類に含まれている銅と同じ位で チーズ，香辛料ゃあさり，食肉には比較的多く， 0.1~0.5 

ある14) ppm含まれているO 海藻類は特に高く，豆類も比較的

カドミウムはすべて不検出。総クロムはNa6， 12， 13， 高い値を示す14)-15) 今回の調査においてもクロムの

14から0.3~0.5 ppm検出され，他は不検出。食品中の 検出されたものは，これら大豆，海藻を原料とする製品

クロムの量は，ほぼ0.05ppm以下であるが，油脂，卵， であった。又，総水銀は陥15から0.01ppm検出された
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表 9 重金属類
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が原因は不明であるO

以上のような調査結果であるが，前回は一つの品目に

ついて多方面から調査したが，今回自主規格の品目が12

品目から35品目へと増えたため，品目を多くとL、う方針

で調査した。従って，調査項目等で不充分の面が多く，

今後再検討したし、。

まとめ

1. 今回調査した15検体中，自主規格に適合しなかった

ものは，小麦はし、芽油で、Nu2 (酸価)，ビタミンE含有植

物油のNu6 (酸価)，大豆レシチン含有食品のNu6 (リ

ン脂質が表示以下)の 3検体であった。

2. 特に不飽和脂肪酸の多いものは認められなかった。

3. 亜鉛は N.D.'""'36.7ppm，マンガンはN.D."-'27 

ppm，鉄は0.3'""'373ppm ，銅はN.D.'""'17.29ppm， 

カドミウムはすべて不検出，総クロムは4検体から0.3'"'"

0.5 ppm検出され，他は不検出。総水銀は l検体から0.01

ppm検出されたが他は不検出で、あった。
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青森県における貝毒調査結果(昭和63年)

古川章子 野村真美 村上淳子 小林英一

はじめに 3. 調査期間

昭和51年に，宮城県でムラサキイガイによる食中毒が 昭和63年 1月~昭和63年12月

発生し，下痢性貝毒が原因であることが確認された。そ 4. 貝毒検査方法

の後，北海道から関東に至る各地の二枚貝が，春季から 下痢性および麻痔性貝毒検査は，厚生省の定めた公定

夏季にかけて毒化することが判明し昭和53年以降，各 法7.8)に準じて行った。

地で毒化監視体制がとられてきた。

本県においても，ホタテガイの毒化状況の把握，毒化 調査結果

機構の解明等を目的として，昭和53年度から，水産部を 1. 陸奥湾定点毒化状況

中心に「赤潮調査事業」および「重要貝類毒化対策事業J (1) 下痢性貝毒

を実施している O 当所では，本事業の一環として，昭和 a. 青森定点

53年から継続して下痢性および麻痔性貝毒の毒力調査を 青森定点の毒化状況を，表 lおよび図 2に示す。垂下

行ってきた1-6)。今回は，昭和63年の調査結果について 養殖貝(以下，養殖貝とする)は. 3月27日(3/27とす

報告する。 る。以下同じ)に初めて毒力 CO.3MU/g)が検出され

たが，その後NDで推移.5/2に0.5MU/gとなり規制

調査方法 値(可食部あたり0.05MU/g)を超えた。 6月に入る

1.試 料 と急激に上昇し.6/6には，青森定点で今年最高の6.0

陸奥湾，津軽海峡西部，太平洋3海域の定点から採取 MU/gが検出された。しかしその後は急激に低下し， 7 

したホタテガイを試料とした。 月から 8月にかけて2.0MU/gが続いた後.8/22の0.75

2. 調査定点 MU/gを最後に規制値以下となり.12月中旬以降は ND

図1に各海域の調査定点を示した。 となった。

(津軽海峡東部海竣)

(津軽海峡西部海威)

(日本海海域) (太平洋海減〕

。
青森

図 l 調査定点
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図2 青森定点における毒力の推移(下痢性)
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図3 野辺地定点における毒力の推移(下痢性)
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三円主 森

調査年月日 垂下20rn貝

63. 1 13 N D (N D) 

2 15 ND(ND) 

3 7 ND(ND) 

3 14 N D(N D) 

3 22 N D (N D) 

3 27 0.3 (0.04) 

4 4 ND(ND) 

4 11 N D(N D) 

4 18 N D (N D) 

4. 25 N D (N D) 

s 2 0.5 (0.06) 

5 9 0.6 (0.06) 

6 16 0.75(0.07) 

5 23 1.0 (0.08) 

6 6 6.0 (0.56) 

6 20 5.0 (0.46) 

7 4 2.0 (0.17) 

7 19 2.0 (0.19) 

8 8 2.0 (0.18) 

8. 22 0.75(0.06) 

9 5 0.3 (0.02) 

9 19 0.6 (0.04) 

10. 3 0.3 (0.02) 

10. 17 0.3 (0.02) 

10. 25 N D (N D) 

11. 1 N D(N D) 

11. 8 0.5 (0.04) 

11. 13 N D(N D) 

11. 21 N D(N D) 

11. 28 0.3 (0.02) 

12. 5 0.5 (0.04) 

12. 12 N D(N D) 

12. 19 N D (N D) 

12. 26 N D(N D) 

表 1 陸奥湾定点における下痢性貝毒調査結果

定 占 野

地まき貝 調査年月日

0.3 (0.02) 63. 1 13 

0.3 (0.02) 2 18 

ND(ND) 3 7 

N D(N D) 3 14 

N D (N D) 3 23 

ND(ND) 3. 28 

N D(N D) 4. 4 

N D(N D) 4 11 

N D (N D) 4 18 

0.3 (0.03) 4 25 

N D (N D) 5 2 

0.5 (0.04) 5 9 

0.75(0.06) 5 17 

0.75(0.06) 5. 23 

N D (N D) 6 6 

0.6 (0.05) 6 20 

0.3 (0.02) 7 4 

1.0 (0.07) 7 18 

0.3 (0.02) 8 8 

N D(N D) 8. 22 

ND(ND) 9 5 

ND(ND) 9. 22 

ND(ND) 10. 3 

ND(ND) 10. 17 

0.5 (0.03) 10. 25 

0.75(0.051) 11. 1 

0.5 (0.03) 11. 9 

0.4 (0.03) 11. 16 

0.5 (0.04) 11. 21 

0.4 (0.03) 11. 28 

12. 7 

N D(N D) 12. 12 

12. 20 

12. 26 
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(MU/g) 

辺 地 定 占

垂下20rn貝 地まき貝

N D(N D) N D (N D) 

N D(N D) N D (N D) 

ND(ND) N D (N D) 

0.4 (0.047) N D(N D) 

0.4 (0.05) N D (N D) 

0.5 (0.06) N D (N D) 

0.4 (0.04) 0.3 (0.03) 

0.4 (0.05) 0.4 (0.04) 

0.4 (0.05) N D (N D) 

0.3 (0.03) 0.3 (0.03) 

0.3 (0.03) 0.3 (0.03) 

0.4 (0.04) N D (N D) 

0.4 (0.05) 0.4 (0.04) 

0.5 (0.06) 0.6 (0.05) 

1.5 (0.15) 1.0 (0.08) 

5.0 (0.49) 2.0 (0.16) 

8.0 (0.72) 2.0 (0.19) 

5.0 (0.41) 3.0 (0.25) 

6.0 (0.47) 3.0 (0.22) 

3.0 (0.23) 2.0 (0.13) 

2.0 (0.15) 1.5 (0.10) 

1.5 (0.11) 1.0 (0.08) 

1.5 (0.12) 1.5 (0.10) 

0.75(0‘054) 0.75(0.052) 

0.75(0.053) 0.5 (0.04) 

0.75(0.053) 0.4 (0.03) 

0.75(0.054) 0.6 (0.04) 

0.75(0.053) 0.5 (0.03) 

0.75(0.048) 0.4 (0.03) 

0.75(0.052) 0.3 (0.02) 

2.0 (0.13) 

0.6 (0.04) N D(N D) 

0.5 (0.04) 

ND(ND) 

N D : 0.3MU/g未満
( ):可食部



地主き貝は， 1， 2月に0.3MU/gが検出された後は (1) 下痢性貝毒

4月中旬までNDで推移，その後， ND~0.75MU/g a. 津軽海峡西部海域

の範囲で増減し 7/19には最高値の1.0MU/gを示した。 4月から 8月まで5回の調査を行ったが， 6/17に0.6

しかし 8/8以降は減少し 8月下旬から10月中旬までは MU/gと規制値を超える毒力が検出された。 4， 7， 8 

NDで推移した。10月下旬から11月下旬にかけては0.4 月はすべて NDであった。

~0.75MU/g の間で推移した後， 12/12には NDとな b. 太平洋海域

った。 1回のみの調査であるが， NDであった。

b. 野辺地定点 (2) 麻痔性貝毒

野辺地定点の毒化状況を，表 1および図 3に示す。 a. 津軽海峡西部海域

養殖貝は3/14に初めて毒化がみられ(0.4MU/g)， 3/ 5回の調査を行い， ND ""-'2.62 MU/gの毒力が検出

23に規制値を超えた後は，5/23まで0.5MU/g以下で推 されたO 可食部ではすべて NDであった。

移した。 6月に入ると本格的な毒化が始まり， 7/4には b. 太平洋海域

陸奥湾で今年最高の8.0MU/gが検出された。 7/18に毒 l回のみの調査であるが，中腸腺で1.82 MU/g，可

力は5.0MU/gと低下したが， 8/8には6.0MU/gとな 食部ではNDであった。

り再び上昇を示した。その後は急減し， 9月下旬には1.5 3. 出荷自主規制解除のための貝毒調査結果

MU/gとなったが， 10月中旬から11月下旬にかけては 陸奥湾海域のホタテガイ出荷自主規制解除のための，

0.75MU/gと毒化が続き，12/7には2.0MU/gと例年 下痢性貝毒調査結果を表3に示した。

にない高い毒力が検出された。しかしその後は低下し 陸奥湾における出荷自主規制解除は，養殖貝と地まき

12/26にNDとなった。 貝に区分し， I湾内 5定点において 3週連続規制値以下

地まき貝は，養殖貝と類似した毒力傾向を示したが， であること」と定められている9)

6月から 9月にかけての毒力は，養殖貝に比べて低く， 養殖貝は， 1週目で野辺地および川内定点， 2週目で

最高値は3.0MU  Ig (7/18，8/8)であったo 10/25以降 野辺地定点が規制値を超えたため，規制解除体制に入つ

は規制値未満の毒力となり， 12/12には NDとなった。 て5週目で、解除で、きた。

(2) 麻痔性貝毒 地まき貝は， 1週目で青森および川内定点が規制値を

陸奥湾 2定点の，養殖貝，地まき貝については麻癖性 超え， 4週目で、解除で-きた。

貝毒はすべて NDであった。 4. ホタテガイの出荷自主規制期間

2. 外海定点毒化状況 各海域でのホタテガイの出荷自主規制期聞を表4に示

外海定点毒化状況を表2に示す。 した。

表 2 外海における貝毒調査結果

下痢 性 貝 台主主ま三

海域 調査定点 調査年月日
中腸腺 可食部

津
63. 4 19 ND ND 

軽
5 16 0.3 0.03 

海 4- Jjlj 
6 17 0.6 0.06 

峡 (垂下養殖貝〉
7. 22 ND ND 

西
8. 30 ND ND 

部

太
沢

平 63. 6 15 ND ND 
(地まき貝)

洋 l
一」一一
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(MU/g) 

麻痔性 貝 三世金圭三

中 腸腺 可食部

1.8l! ND 

ND ND 

1. 77 ND 

ND ND 

2.62 ND 

1.82 ND 

ND:下痢性貝毒は0.3MU/g未満

麻捧性貝毒は0.875MU/g未満



表 3 出荷自主規制解除のための下痢性貝毒調査結果

(1)垂下養殖貝 (MU/g) 

採取地点
採 取 月 日

11. 27 11. 28 12. 5 12. 7 12. 12 12. 18 12. 19 12. 20 12. 25 12. 26 

青 森
0.3 0.5 ND  ND  ND  
(0.02) (0.04) (N D) (N D) (N D) 

野 辺 地
0.75 2.0 0.6 0.5 ND  
(0.052) (0.13) (0.04) (0.04) (N D) 

湊 0.5 0.5 0.5 0.6 ND  
(0.04) (0.04) (0.04) (0.04) (N D) 

)11 内
0.66 0.6 0.4 0.6 0.4 
(0.052) (0.048) (0.04) (0.045) (0.02) 

後 潟
ND  ND  ND  ND  
(N D) (N D) (N D) (N D) 

蓬 田
ND  
(N D) 

(2) 地まき貝 (MU/g) 

採取地点
採 取 月 日

10. 31 11. 1 11. 6 11. 8 11. 9 11. 13 11. 14 11. 16 11. 20 11. 21 

三円主 森
0.75 0.5 0.4 0.5 
(0.051) (0.03) (0.03) (0.04) 

野 辺 地
0.4 0.6 0.5 0.4 
(0.03) (0.04) (0.03) (0.03) 

湊
0.4 ND  0.4 0.3 
(0.03) (N D) (0.02) (0.02) 

) 11 内
0.75 0.5 0.4 0.5 
(0.06) (0.04) (0.03) (0.04) 

蟹 田
ND  0.3 0.4 0.5 
(N D) (0.02) (0.02) (0.03) 

N D : 0.3MU/g未満
( ):可食部

表 4 ホタテガイ出荷自主規制期間(下痢性貝毒)

海 域 |貝の種類 I1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 (月)

津軽海峡西部|垂下養殖貝
6/23 7/16 
..ー..0

(24日間)

地まき貝

3/26 12/27 
.一一一-----一一一一 一一一一一一 一一------------.----..----------0

(277日間)
5/19 11/24 
.一一一------一ー一一一-----一一一一一O

(190日間)

・規制 o解除

垂下養殖貝

陸奥湾

陸奥湾海域養殖貝の規制期間は， 3月26日から12月27 超えており，その値は0.75'"'-'1.5MU/g (可食部あたり

日までの277日間であった。これは， 53年の調査開始以 0.06'"'-'0. 14MU/g )であった。また， 6検体中 4検体

来，最長の期間であり，昨年に比べ約40日間長かった。 は生貝であった。

陸奥湾海域地まき貝の規制期間は， 5月19日から11月 出荷自主規制の期間中に，このように中腸腺っきの貝

24日までの190日間であり， 61年と同様，地まき貝にお が市場に出回っている現象は例年みられることから，厳

いては過去最長の期間であった。 重な監視体制が望まれる。

規制期間は，年々長期化する傾向にある O

5. 流通貝の貝毒調査結果 まとめと考察

夏期一斉取締り等に伴う流通貝の貝毒調査結果を表5 1. 昭和63年は，陸奥湾海域において，前年よりも約 l

に示す。 ヶ月早く l月中旬に毒化が始まり，約 1ヶ月遅く 12月下

16検体について調査を行ったが， 6検体が規制値を 旬に毒化が終了した。

円
H
d

F
n
u
 



表s流通貝(ホタテガイ)の貝毒調査結果

ホタテガイ 下痢性貝毒
地
の種類

収去先 収去年月日
中腸腺 可食部

採捕場所 採捕月日

ボイノレ 弘 日IJ 市 63. 7. 11 1.0 0.13 
製造年月日
63. 7 11 

2 ボイノレ 青 森 市 63. 7 11 0.5未満 0.05未満

3 ボイノレ 青 森 市 63. 7 11 1.0 0.10 

4 ボイノレ 青 森 市 63. 7. 11 0.5未満 0.05未満

5 生 青 森 市 63. 7. 11 0.5未満 0.05未満

6 生 青 森 市 63. 7 11 1.5 0.14 

7 生 青 森 市 63. 7. 11 1.5 0.14 一
8 生 青 森 市 63. 7. 11 1.5 0.14 

9 生 青 森 市 63. 7. 11 0.6未満 0.05未満

10 生 七 戸 町 63. 7 11 0.6未満 0.05未満 津軽海峡東部 不 明

11 生 七 戸 町 63. 7. 11 0.5未満 0.05未満 津軽海峡東部 不 明

12 生 七 戸 町 63. 7 11 0.5未満 0.05未満 津軽海峡東部 不 明

13 生 天間林村 63. 7 11 0.75 0.06 陸奥湾野辺地沖 63. 7 11 

14 生 野辺地町 63. 7 11 0.6未満 0.05未満 津軽海峡東部 不 明

15 ボイノレ 十和田市 63. 7 11 0.5未満 0.05未満 一
製造年月日
63. 2. 24 

16 ボイノレ 五所川原市 63. 7 12 0.5未満 0.05未満 噴火湾西部
製造年月日
63. 2. 20 

また，前年よりも 2週間遅く規制値を超えたが，毒化 8. 流通貝の調査結果では，以然として，出荷自主規制

が長く続いたため，養殖貝，地まき貝ともに調査開始以 期間中に中腸腺っきの貝が出回っていることから，これ

来の最長規制期間となったO についての監視，指導を徹底する必要があると考えられ

2. 陸奥湾海域の養殖貝における毒力の最高値は，青森定 るO

点6.0MU/g，野辺地定点8.0MU/gであり， 8.0MU/g

は過去最高の毒力であった。

3. 陸奥湾海域の地まき貝における毒力の最高値は，青

森定点1.0MU/g，野辺地定点3.0MU/gであった。

4. 養殖貝の毒力と，プランクトンの出現状況をみると，

毒化盛期には D.fortiiとよく対応していた。また毒化
初期および終期には，D.αcuminαtα との対応が窺われ

たが，必ずしも明確なものではなかった10)。

5. 今年の調査では D.mitraの出現はほとんどみら

れなかった10)

6. 陸奥湾では，夏期の低水温により，D.fortiiにとっ
て適環境が維持されたため，D.fortiiが比較的長期にわ
たり生息し毒化期間の長期化につながったものと思わ

れる。このことから，水温の推移は，陸奥湾における毒

化期間の長短を予測するうえで，非常に重要であると思

われる10)

7. 津軽海峡西部海域の今別では，昨年6) 一昨年5)に

続き，今年も麻薄性貝毒が検出されたが，原因プランク

トンの P.tαmαrenSLSは確認されなかった。

当地区は，陸奥湾に流入する津軽暖流の流路にあり，

早急にプランクトンの確認や毒成分を究明する必要があ

ると考えられる10)。
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プーノレ水及び屋内プールの空気中

トリハロメタン調査

木村淳子

高橋政教

野村真美

小林英一

石塚伸一

はじめに

水道水中のトリハロメタンは，原水中のフミン質等有

機物質が浄水処理過程における塩素との反応により生成

することが広く知られ，すでに多くの研究1)がなされて

いる O

一方，プール水においても人体由来の有機物質が塩素

消毒によりトリハロメタンを生成すると報告2)-5)され

ている O

カラム温度:70
0C 

注入口温度:160
0

C 

検出器温度:180
0

C 

検出器 ECD (63 Ni) 

キャリヤーガス:N 2 (50 ml/分)

カラム 3mm  X 2m 

充てん剤:20% DC 550 

クロモソルブW AW-DMCS 

今回，我々は青森市内の屋外及び屋内プール水中のト 60"-'80メッシュ

リハロメタン調査を行なった。又，屋内プールにおいて (2) 空気

は，プール水中で、生成されたトリハロメタンが空気中に a. 採取方法

揮散されることも考えられるため，空気中のトリハロメ プール水面の上方約20cm地点から，テドラーパック

タンについても併せて調査を行ったのでその結果につい による採取法7)に準じ，行った。

て報告する。 b. 測定方法

テドラーパックより，マイクロシリンジ(ガスイ本用)

で一定量を採り，直接ガスクロマトグラフに注入し測

定した。ガスクロマトグラフ測定条件は上記に同じ。

調査方法

1.対象施設

屋外プール:20施設

屋内プール 5施設

2. 分析項目

プール水:残留塩素， pH，色度，濁度，過マンガン酸カ

リウム消費量(KMn04)，アンモニア性窒素(NH4-N)， 

総窒素(T -N )，塩素イオン(Cl)，電気伝導度(E.C)， 

一般細菌数，大腸菌群， トリハロメタン(CHCl 3， 

CHBrC12， CHBr 2 Cl， CHBr 3) 

空 気:トリハロメタン(CHCl 3， CHBrCl 2' 

CHBr 2 Cl， CHBr 3) 

3. 分析方法

(1) プール水

a. 一般水質

上水試験方法6)に準じた。

b. トリノ、ロメタン

上水試験方法ーガスクロマトグラフ法(溶媒抽出法)

に準じた。

ガスグロマトグラフ測定条件

装 置:目立ガスクロマトグラフ663-50型

結果及び考察

1. 屋外プールの水質分析結果

結果を表 lに示す。

(1)一般項目

プーノレ水の水質基準は遊泳用プールの水質基準8)によ

り定められているOこれによると，遊離残留塩素0.4ppm 

以上であるが，基準が守られているのは10施設のみであ

っ7こ。

又， pHの水質基準は， 5.8"-'8.6に定められているが，

4施設で3.4，.....，4.2の酸性を示した。これは，これらの施

設で用いられている消毒剤が原因であるとみられ，当所

で実験を行ったところ，残留塩素0.2mg/l以上でpH5.7 

以下の酸性を示した。濁度は0"-'2度，過マンガン酸カ

リウム消費量は0.1"-'4.3mgl1とどちらも，総ての施設

で基準以内であった。大腸菌群は基準を超えているもの

が4施設あった。色度，アンモニア性窒素，総窒素は汗，

尿，皮膚など人間由来の汚染の指標となるため調査を行

ったが特に問題となる濃度ではなかった。

司，
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ただ，電気伝導度は l施設において， 911 表 l 屋外プール水の水質分析結果

μS/cmの高い値を示しこの施設では， Cl (1)一般項 目

も225mg/lと平均値の約 6倍となってお

り，水の入れ換えを行わずに塩素剤を連続

投入するため， Clが蓄積しているものと思

われる。

(2) トリハロメタン

長谷川ら5)， 9)は，トリハロメタンは多種

の有機化合物と塩素の反応でも生成するこ

とを報告しており，又プール水で、は人体に

由来するアミノ酸， ビタミン，ホルモン，

タンパク質等の有機物質も前駆物質となる

ことを指摘しているO

今回の調査によると，プール水のトリハ

ロメタンの組成は約70~ちが CHC1 3であっ

た。又，各プールにおける CHChの濃度は

く0.5ppb ""'100 ppb，平均値は12.7ppb 

と原水の 4倍を示し，プール水中で、新たに

CHC13が生成されていることが確認され

た。

しかし原水と大差のない施設もあった

が，これらは新たに生成された CHC13が分

解したり，空気中に揮散しているためと考

えられるO

又， CHBrC12は平均値4.7ppb， CHBr 2 

CIは平均値2.2ppb， CHBr 3は3施設し

か検出されなかった。

尚，過マンガン酸カリウム消費量と総ト

リハロメタンの間，過マンガン酸カリウム

消費量と CHC13の聞には相関は認められ

検 査 項 目 最低値~最高値 平均値 基準値

遊離残留塩素(mg/l) く0.01""'2.80 0.90 > 0.4 

pH 3.4 ""'7.8 6.4 5.8""'8.6 

色 度(度) 0""'6 。
濁 度(度) 。""'2 。 く 5

KMn04( mg/l) 0.1 ""'4.3 1.2 く12

NH4-N (mg/l) <0.04""'0.09 く0.04

T-N (mg/!) 0.08""'6.10 1.58 

Cl ( mg/l) 10.1 ""'225 39.3 

E-C (μS/cm) 76""'410 218 

一般細菌数(個 1m!) 1""'51X103 26.7 X 103 

大腸菌群(陽性数15) 0/5""'5/5 1/5 く2/5

(2) トリハロメタン
¥
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原 水 フ ノレ 水

検査項目 最低値~最高値平均値 最低値~最高値平均値

CHC13 く0.5""' 8.8 2.9 く0.5""'100.0 12.7 

CHBrC12 <0.5""' 7.9 4.7 <0.5""' 9.5 3.1 

CHBr 2 Cl く0.5""'10.0 2.2 く0.5""' 4.0 2.0 

CHBr3 く0.5""' 2.8 く0.5 く0.5""' 1.9 0.7 

T-THM く0.5""'25.8 9.8 く0.5""'102.1 17.9 
なかった。

2. 屋内プールの水質分析結果

(1) 一般項目 CHBr 2 Cl > CHBr 3となっており， CHC13が約70%

結果は表2に示す。 を示し屋外プールと同様の傾向を示した。 CHBr3は

屋内プールは長期間にわたってプール水の入れ換えを l施設で0.8ppbを示し，他は0.5ppb未満であったO

行なっていないため，有機物による汚染が懸念されたが 3. 空気中のトリハロメタン分析結果

表 2に示すとおり，比較的清浄であった。しかし Aプ (1) テドラーパック内のトリハロメタン濃度変化

ールにおいては，電気伝導度が735μS/cm，Clが189.2 テドラーパック内を一定量の窒素ガスで、満たし有機

mg/lとなっており，水の入れ換え状況が悪いためと思 ハロゲン標準試薬を添加し濃度変化について検討し

われる O た。

(2) トリハロメタン 結果を図lに示した。 CHCla，CHBrClz， CHBr z Cl 

結果は表 3に示す。 については， 24時間は安定しているが， 48時間以後は減

総トリハロメタン濃度は， 5施設すべてで原水より高 衰していく傾向が見られた。しかし CHBr3は48時間後

い値を示した。このことにより，屋外プールと同じくプ も96%の回収率が得られたが， 72時間では減衰していく

ール水中で、新たにトリハロメタンが生成されていること 傾向が見られた。従って，テドラーパックに採取した検

が確認された。 体は48時間以内に分析した。

又， トリハロメタンの組成は CHCl3> CHBrCl 2 > 

つム
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表 2 屋内プール水の一般水質 プール使用直前から終了時まで2時間毎

フ A D 
に水質及び空気中のトリハロメタンの経時

ノレ B C E 
変化を測定した。その結果，一般水質及びプ

遊離残留塩素(mg/D 0.5 1.1 0.5 1.1 0.5 ール水のトリハロメタン量に変化はみられ

pH 6.3 7.1 8.0 8.1 7.3 なかった。又，空気中のトリハロメタン量

色 度(度) 。 は12: 00に若干上昇したものの，概ね変化

濁 度(度) 。 。 。 。 。 は認められなかった。

KMn04 (mgll) 4.6 9.4 5.6 2.4 5.9 これは，室内プールで、は換気が適切に行

NH4-N (mgll) 0.06 く0.04 く0.04 <0.04 く0.04 なわれているため，空気中にトリハロメタ

T-N (mgll) 1. 21 6.30 0.89 0.42 1. 76 ンが蓄積されることはないものと思われる。

Cl (mg/D 189.2 63.3 58.3 40.5 40.9 

E.C (μS/cm) 735 310 385 311 264 ま と め

一般細菌数(個 1m}) 21 28 62 7 140 屋内及び屋外プールの水質及び、トリハロ

大腸菌群(陽性数15) 0/5 1/5 0/5 0/5 0/5 メタンの調査を行い，さらに屋内プールの

空気中のトリハロメタン調査を行ったとこ

ろ以下のような結果が得られた。

1. 屋外プールにおいては，残留塩素の基準が守られて

いない施設が10施設， pHの基準が守られていない施設

が4施設あった。又， 1施設において電気伝導度が911

μS/cm， Clが225mg/lと高く，水質管理に問題があ

ると思われるO

2. 屋内プールにおいては，水質は比較的清浄であった

が， 1施設で電気伝導度735μS/cm，Clが189.2mgll 

と高く，水の入れ換え状況が悪いためと思われる O

3. プール水中のトリハロメタンは屋外，屋内ともに原

水より高い傾向がみられた。このことにより，プール水

中で有機物と消毒のための塩素との反応による新たなト

リハロメタンが生成されていることが，確認された。

4. トリハロメタンの組成では，屋外・屋内プール水と

もに CHChが主成分で、約70%を示め，次いでCHBrC12

> CHBr 2 Cl > CHBr 3の順であった。
5. 屋内プールの空気中のトリハロメタンを測定した結

果， CHChのガスクロマトグラフィーにおけるピークが

すべての施設で確認され，プール水中で、生成された CH

Chが空気中に揮散していることが明らかとなった。ま

(2) 測定結果

結果を表 4に示す。

CHChは5施設全てで，ガスクロマトグラフィーに

よるピークが確認されたが， cプール， Dプールにおい
ては定量限界未満であった。 A，B， Eプールともに，

CHC13は水中よりも空気中の濃度が高く， 28.7"-'32.9 

ppbであった。原口ら3)の調査によると，屋内プール

のCHCh濃度は17.7"-'72.2ppbであり，大気の CHCh

濃度の50"-'200倍であったと報告している O しかし， ク

ロロホルムの許容濃度はACGH (アメリカ政府労働衛

生専門官会議)の勧告値によるとlOppmとなっている

ので安全上問題ないと思われる O

又， CHBrC12はピークが全て確認されたが，定量限

界未満であった。これは，CHChに比較して生成量が少

ないことと，沸点が高いので、空気中へ揮散される量が少

ないためと推察される口

4. プール水の水質及び、室内空気中のトリハロメタンの

経時変化

結果は表 5及び図 2に示す。

表 3 屋内プール水中のトリハロメタン
¥
】
Jノvo p
 
p
 

/
l
¥
 

Aプール Bプール Cプール Dプーノレ Eプーノレ

原水 プール水 原水 プール水 原水 フーノレ水 原水 プール水 原水 プール水

CHC13 3.5 15.0 く 0.5 15.8 く 0.5 40.7 く 0.5 8.1 < 0.5 15.7 

CHBrC12 4.7 1.8 く 0.5 2.0 く 0.5 10.4 く 0.5 10.3 < 0.5 2.6 

CHBr2 Cl 1.7 く 0.5 く 0.5 0.7 く 0.5 3.4 く 0.5 11.7 く 0.5 0.7 

CHBr3 く 0.5 く 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 く 0.5 く 0.5 0.8 < 0.5 < 0.5 

T-THM 9.9 16.8 く 0.5 18.5 く 0.5 54.5 く 0.5 37.9 く 0.5 19.0 

q
J
 

司

t
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図 1 テドラーバック内のトリハロメタン濃度変化

表 4 屋内空気中のトリハロメタン
(ppb) 

フーノレ A B C D E 

CHC13 32.9 29.3 く 0.5 く 0.5 28.7 

CHBrC12 く 0.5 く 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 

CHBr 2 Cl く 0.5 く 0.5 < 0.5 く 0.5 く 0.5

CHBr3 く 0.5 く 0.5 く 0.5 < 0.5 < 0.5 

T-THM 32.9 29.3 < 0.5 く 0.5 28.7 

表 5 屋内プール水質の経時変化

10 : 00 12: 00 14: 00 16: 00 
項目

遊離残留塩素(mg/}) 0.60 0.70 0.80 0.60 

pH 7.4 7.5 7.5 7.5 

色 度(度) 。 。 。
濁 度(度) 。 。 。 O 

KMn04 (mg/l) 4.8 5.6 5.4 5.9 

NHrN (mg/l) <0.04 く0.04 く0.04 く0.04

T-N (mg/D 1. 96 2.32 2.11 1. 91 

Cl (mg/}) 43.2 40.0 38.7 38.2 

E.C (μS/cm) 265 265 260 265 

一般細菌数(個 1m}) 49 5 8 33 

大腸菌群(陽性数15) 0/5 0/5 0/5 0/5 
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た3施設でCHC13濃度が水中よりも空

気中の方が高かった。

6. 屋内プールの水質及び空気中のトリ

ハロメタンの経時変化を測定したとこ

ろ，概ね変化は認められなかった。
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発色剤無添加ウィンナーの亜硝酸濃度について

100 mlホモジナイズ

10 ml 

ZnSO， 10 ml 
水浴中 (80

0

C)20分

冷水中放冷

10% CH3 COONH，緩衝液

H20 

NaOH 

英一

10g 

80
0

C 

O.5N 

12% 

小林

Sampl 

20ml 

1 ml 

1 ml 

ナフチルエチレンジアミン

混和， 20分放置

H20で200mlにメスアップ

10分放置後ろ過

スルファニルアミド液

HCl (1→ 2) 1 ml 

20ml ろ液

はじめに

亜硝酸塩は食品の鮮紅色を保つため発色剤として，ま

たボツリヌス菌等による食中毒予防のために，肉類や魚

肉ハム， ソーセージ，いくら，すじこ等に広く使用され

ている。しかし最近亜硝酸ば発ガン性物質ニトロソアミ

ンの前駆物質であることから問題視されてきており，更

に消費者の健康志向から無添加食品を求める風潮もあっ

て，無添加をうたい文句とした食品も多数販売されるよ

うになってきたO

昨年末の食品収去試験において，発色剤表示のなかっ

た， A工場のベッパーポークハムから6.7ppm，T工場

のチキンウィンナーから7.0ppmの亜硝酸が検出された。

保健所の聞きとり調査により， A工場のベッパーポーク

ハムの場合は，使用した香辛料が亜硝酸塩を含むもので

あったことが判明したが， T工場のチキンウィンナーに

は亜硝酸塩を含む材料は使用していないとの報告があっ

た。そこでT工場の協力を得て各工程毎の原料及び製品

について亜硝酸濃度を測定した結果，若干の知見を得た

ので報告する O

淳子村上

540nm吸光度測定

測定操作フローシート

結果及び考察

T工場のウィンナーソーセージの製造工程は図 2に示

すとおりである O

原料は，鶏肉，玉ねぎ，豚脂，卵，香辛料，食塩，氷

を使用しており，これらの材料をカッティング混和した

後，ケーシングに充てんする。次にガス室(LPG使用)で
乾燥し更にりんごの原木を弱く燃焼させたくん煙室に

図 l

法

1.試料

T工場の製品及び原材料を用いた。

2.試薬

すべて和光純薬特級を用いた。

3. 分析方法

衛生試験法注解に従って亜硝酸濃度を測定した。図 l

に操作フローシートを示した。
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つるしてくん煙し風味と色をつける。その後加熱殺菌の 0.21.ハム0.15ppmの亜硝酸が検出された。

ために蒸煮し，急速冷却のため水洗，冷蔵保存したもの 次にケーシング充てん後，原木乾燥 (35~580C58分)

を真空包装して製品の完成となる O 後ボイノレしたものは， ウィンナー2.42，フラング1.77，

塩漬の操作は休日にかかる場合のみ実施し，通常は省 ハム0.32ppmとウィンナーにおいてはガス乾燥のもの

略されているO より 10倍も高い値が検出された。

最初に工程毎の亜硝酸濃度を測定した。結果は表 lに 更に通常操作の全工程，ヶーシング充てん後，ガス乾

示すとおりである。参考までに同じ原材料を用いて製造 燥(35~580C46分)原木くん煙60分後ボイルした製品は

しているフランク及びハムについても測定したので、その 各々 1.55， 1.12， 0.55 ppmとウィンナー，フランクは

結果も併せて表 lに示した。 原木乾燥のみより低い値となったが，ハムはやや高い値

となった。

表 l 工程毎の亜硝酸濃度

、1ノm
 
p
 
p
 

〆
f
E
¥

ウィンナー フランク ノ、 ム

原 料 不検出 不検出 不検出

原 F十 2 不検出 不検出 不検出

ケ シング 0.13 0.38 7.57 

ケーンング後 不検出 不検出

ケーシング後ボイル 不検出 不検出

ガス乾燥(t10~550C32分)
0.24 0.21 0.15 ホ、イル

原木乾燥(58分)ホイル 2.42 1.77 0.32 

ガス乾燥(35~580'仁46分)
1.55 1.12 0.55 原水くん煙(60分)ボイル

!京木乾燥(40
0
C32分)

2.39 2.00 0.50 くん煙(67分)ボイノL

(一一未測定)

乾燥もくん煙も原木で行なった場合は， 2.39， 2.00. 

0.50 ppmと原木乾燥のみに近い値を示した。

原木での乾燥やくん煙は用いる原木の量で加減すると

し、う具合で条件が常に一定となることはなく，またガス

乾燥室も扉の開閉で温度を調節するとL、う具合で一定の

温度を保てるような構造とはなっていないので，単純比

較はできないが，原木による乾燥，あるいはくん煙操作

が亜硝酸濃度を増加させる原因となっていることが判明

した。

また，ハム用ケーシングそのものは高い値であるにも

かかわらず，ハムの亜硝酸濃度が，いずれの条件でもウ

ィンナーやフランクより小さし、値であるのは，ケーシン

ク、、の割合が原料の割合に対して小さいのと，ハムが肉厚

であるために， くん煙や乾燥の影響が内部まで及ばない

こと，人造ケーシングそのものが，他の天然ケーシング

より肉厚であるため， くん煙，乾燥等の影響を防ぐ働き

をしているのではないかと推察されたO

次に乾燥時間と温度による違いを検討したO 結果は表

2に示すとおりであるo (温度は概略値)

表 2 乾燥時間及び温度による濃度変化

(ppm) 

六て通異里 40 oc 50 oc 60 oc 

30分 0.78 0.95 0.96 

原木乾燥 45分 1.04 1. 32 1.65 

60分 1.50 1.83 1.81 

30分 0.78 0.45 0.36 

ガス乾燥 45分 0.50 0.35 0.40 

60分 0.35 0.49 0.44 

原料 lは鶏肉，玉ねぎ，食塩のみカッティング混和し

たもの，原料2は原料 lに更に香辛料，卵，豚脂，氷を

加えて混合した最終原材料である O これらの原料の亜硝

酸はいずれも不検出であった。

ケーシングはウィンナー，フランク，ハム用の各々の

ケーシング材料そのものであり，人造のハム用ケーシン

グは7.57ppmと高い値を示したが，ウィンナー用，フラ

ンク用の天然ケーシング(羊腸及び大腸を使用)は0.13，

0.38 ppmの低い値であった。

これらのケーシングに原料を充てんした直後のもの及

び，ケーシング充てん後ボイルしたものはし、ずれも不検

出であった。(ハムについては未測定) 原木乾燥においては，温度とともに，また時間の経過

ケーシング充てん後40~550Cでガス乾燥を32分間行な とともに増加することが判明した。ガス乾燥においては

った後ボイルしたものはウィンナーで0.24，フランクは 低温では時間とともに減少し高温では時間の経過に伴
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表3 亜硝酸濃度の経時変化
¥
}
ノm
 
p
 
p
 

/
t
¥
 

1日目 4日目 6日目 8日目 11日目 29日目

包装したもの 1. 55 2.75 2.52 2.34 2.67 2.86 

開封したもの 1.55 2.75 2.43 2.51 2.75 2.78 

って増加するとし、う原木とは異なった傾向を示した。

更に開封あるいは，包装したままの製品を 5
0C冷蔵庫

内に保存した場合の経日変化を測定した結果を表3に示

Ltこ。

翌日は測定しなかったが4日目に上昇した後， 6"-' 8 

日目にやや減少するがその後は包装したままのもの，開

封したものいずれもほぼ一定の値で推移していた。

これらの結果から亜硝酸塩を使用していない場合にお

いても， くん煙や乾燥段階においてガスあるいは原木に

含まれる窒素が燃焼により窒素酸化物となり，原料に付

着ないしは肉内に浸透し1・亜硝酸を 2"-' 3 ppm検出

させるのではないか。またガス乾燥後くん煙したものが，

原木乾燥， くん煙したものより低値となるのは，ガス乾

燥により肉表面が乾燥してしまうために内部への窒素酸

化物の浸透，付着が妨げられるためではないかと推察さ

れた1)

ただ今回の調査の発端となった収去時の7.0ppmとい

う値は，各実験では得られなかった。これは以前使用し

ていた亜硝酸塩の残留物が付着したか，香辛料中に含有

されていたか，塩漬けを行なった際の塩の影響か2) 何

らかの形で亜硝酸塩が混入されていたので、はないかと推

察された。

今後は，これらの結果を指導の参考としたい。

文 献
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年
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PROSKY  

食物繊維分

野村真美

はじめに

食品中の食物繊維量の測定値については，種々の報告

がなされている O しかし「人間の消化酵素で消化きれな

し、難消化性成分の総体」とし、う食物繊維の定義1)に基づ

いた分析法は確立されていなかった。このため地方衛生

研究所全国協議会が共同研究に採り上げ検討した結果，

酵素一重量法のProsky-AOAC法2)が最適な方法であ

ることが判明した口この方法により昭和61. 62年度に各

種食品中の食物繊維量について調査を実施した。その結

果113品目の食物繊維含量ふりが明らかになった。

今回は，昭和63年度に当所で行った結果について報告

するO

調査方法

1.試料

秋田県衛生科学研究所において購入し凍結乾燥，粉

砕等の前処理をして調整した後，当所に配布されたもの

を用いた口く四訂〉日本食品成分表5)による試料の食品

群別の分類では，穀類(うどん)，いも及びでん粉類(コ

ーンスターチ)，菓子類(その他の菓子群，チョコレー

ト)，種実類(甘ぐり)，豆類(そら豆，もめん豆腐)， 

魚介類(かまぼこ)，獣烏鯨肉類(鶏肉，プレスハム)，

乳類(プロセスチーズ)，野菜類(はくさい漬)，調理加

工食品類(ぎょうざ)，計13品目であった。

2.試薬

Termamyl (Novo No.120L) 

Protease (Sigma No. P -5380) 

Amyloglucosidase (Boehringer No.208 -469) 

Pepsin (Merch Art. 7185) 

を使用した。

上記以外の試薬については，和光純薬特級を用いた。

3. 分析方法

食物繊維:ぎょうざ，はくさい漬， もめん豆腐，そら

豆およびチョコレートについては， Prosky-AOAC標

準法6)により分析を行い，その他の菓子群， うどん， コ

ーンスターチ，甘ぐりは穀類用変法，また鶏肉，かまぼ

こ，プレスハム，プロセスチーズについては，魚肉類用

変法を用いた。各変法の酵素使用量及び反応条件につい

ては，前報7)に示した。ただし魚肉類用変法については，

AOAC法による

析結果(第 3報)

小林英一

Protease処理反応後にPepsin(pH 1.5， 15 mg， 40
0

C 

16 hr)処理を追加して行った。また配布された試料量

が，規定量より不足している試料があった。このため適

宜試料量を減じた。

蛋白質 Kjeldahl法(以下K法と略)および魚肉類

用変法を適用した試料については， Biuret法(以下B

法と略)も併せて行った。

結果および考察

表に食物繊維分析結果を示した。

Prosky-AOAC標準法および穀類用変法を適用して

測定した試料の中では， コーンスターチが変動係数が大

きかった口これはほとんどが糖質であり，食物繊維含量

が少ないことが原因と考えられる。しかし他の試料に

ついては前報と同様変動係数も小さく良好な結果が得ら

れた口

また前報では，蛋白含量の極めて多い動物性食品につ

いては，魚肉類用変法として蛋自分解酵素の Protease

の使用量増加および反応時間延長等を行った。しかし

測定値の変動係数は極めて大きいものであった。この原

因として，つぎの二点が推察された。

(1) 試料中の蛋白質含有量が多いため， Protease処

理反応だけでは蛋白質の分解が不十分である O このため

分解されなかった蛋白質が重量測定時に非消化性蛋白と

して測定され誤差要因になっているO

(2) K法で非消化性蛋白と定量されるもののなかに，

動物性食物繊維の主要成分であるキチン等のアミノ多糖

が含まれていると考えられる。このためK法で、は，動物

性食品中の真の非消化性蛋白量を測定できない可能性が

ある O

このため地研協議会が動物性食品中の食物繊維の分析

精度を向上させる目的で予備実験を行い検討した。

その結果，(1)については， Pepsinによる二次的な蛋

白の酵素分解反応が，非消化性蛋白含量の低減化に有効

であることが判明し魚肉類用変法において Pepsin処

理反応を加えた。 (2)については，蛋白質のポリペプチド

基に特有な反応を用いて蛋白質を定量するB法が，動物

性食品中の真の非消化性蛋白量を測定できる可能性があ

るO このため， K法と B法により非消化性蛋白量を求め
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表食物繊維分析結果

単位:猪

試料名
前処理時の Kjeldahl法と

繊維性沈殿物 非消化性蛋白 食物繊維試料 食物繊維生 分析法
乾燥重量 Biuret法の別

11. 1 2.7 8.4 2.2 
ぎ よ う ざ 26.76 

10.5 ( 6.5) 2.8 ( 16.2) 7.7 ( 7.0) 2.1 ( 6.9) 

26.1 2.5 23.3 2.0 
はくさし、(塩漬) 8.70 一

25.0 ( 4.9) 1. 7 ( 40.8) 23.4 ( 3.7) 2.0 ( 3.7) 

16.0 12.0 4.0 0.4 
標準法もめん豆腐 10 .15 一

14.3 ( 10.7) 9.7 ( 20.1) 4.6 ( 16.4) 0.5 ( 16.5) 

27.8 6.3 21.5 19.5 
そら豆(乾) 90.68 

27.5 ( 1.4) 6.3 ( 2.5) 21. 2 ( 2.2) 19.2 ( 2.2) 

5.6 1.8 3.8 3.8 
チョコレート 100 一 5.5 ( 11.3) 1.4 ( 50.4) 4.1 ( 13.8) 4.1 ( 13.8) 

3.8 0.6 3.2 1.1 
その他の菓子群 35.29 

4.0 ( 18.1) 0.8 ( 36.9) 3.2 ( 17.3) 1. 1 ( 17.5) 

12.7 0.7 12.1 7.0 
甘 り 58.12 一 13.3 ( 4.0) 1. 2 (255.7) 12.1 ( 2.4) 7.0 ( 2.4) 穀類用

2.4 0.2 2.2 1.4 変法
う ど ん 63.59 

2.6 ( 20.5) 0.3 ( 58.4) 2.3 ( 16.4) 1. 4 ( 16.4) 

0.20 0.04 0.16 0.16 
コーンスターチ 100 一 o . 41 (108 . 2) 0.11(101.5) 0.29(112.2) 0.29012.2) 

2.88 2.18 0.70 0.13 Kjeldahl法
3.67( 19.7) 2.28( 35.4) 1.16(110.7) o . 21 010 . 4) 

鶏肉(もも) 18.07 ー.-・ー・ーーーーーーーーーーー-_.ーーーー ーー--ーーーーーーー--------.- ーー.-ーーーーー---ー・ーーーーーー ーーーーーーー一ー一ー一ーーー』一一一一一一一一一ー-- ・ーー・ーー..ー・圃園町・・ーーーーー

2.88 1.59 
Biuret法

3.72( 18.4) 0.82( 66.0) 

3.06 1.03 
Kjeldahl法

3.99( 29.7) 1.92( 45.4) 
カミま tまこ 25.24 ー-------._----ー-ーーーーーーーー ー ーーーーーーーーーーーー-ーー.--ーーー ー・・，ー--ー・ーーーーーーーー・--

3.06 0.76 
Biuret法

3.02( 7.9) 0.57( 56.7) 

2.65 1.63 
Kjeldahl法

2.38( 34.7) 1. 31 ( 17.5) 
フレスハム 31.57 -ーー_.・・------ー』ーーーーーー--------ーーーーーーーー、ーーーーーーーー ー ーーーーー..ー---‘・---・・ーー

2.65 0.92 
Biuret法

2.32( 33.0) 0.52( 68.6) 

6.80 5‘18 Kjeldahl法
6.32( 22.6) 4.44( 19.7) 

プロセスチーズ 31.94 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ー--園 園『ーーー』・ーーーー-----ー-ーー ーーー---.---ー』ーーーーーー--

Biuret法

上段:青森県衛生研究所

下段:北海道・東北ブロックの平均値

内は変動係数を示す。

6.80 5.18 

6.07( 19.9) 3.20( 13.4) 

-80 -

1.29 0.23 

2.89( 38.0) 0.52( 38.2) 

2.03 0.51 

2.20( 29.2) 0.56( 29.5) 
画 ーーーーー.ーーーー---・・-ーー-ー ーーー・-----ーーーーーーーー----

2.30 0.58 
2.60( 12.5) 0.65( 12.8) 魚肉類

1.02 0.32 用変法

1.13( 75.3) 0.36( 74.3) 
』ーーーーー-._--ーーー----.ー-ー --ーーーーーー.----.-ーー・・・』

1. 74 0.55 

1. 76( 29.0) 0.56( 29.0) 

1.62 0.52 
1.82( 46.8) o .58( 46.6) 

ー ・・・・・ M ・・._--ーーーーー------ー----ーーーー--.・・ーーーーーー

1.62 0.52 
2.80( 30.6) 0.90( 30.9) 



両法の比較検討を行った。 食品中の食物繊維量について調査した測定結果は，国民

以上の方法を講じて分析を行った結果，動物性食品の の健康増進のために大きく貢献するものと考えられるO

測定値は，調査した 4試料すべてK法より B法の方が非

消化性蛋白が少なく，食物繊維量は多かった。変動係数

については，非消化性蛋白ではプロセスチーズを除いて

K法より B法の方が大きかった。食物繊維量については

K法は前報と同様変動係数が極めて大きかった口一方B

法は非消化性蛋白の変動係数が大きかったにもかかわら

ず，逆に食物繊維量の変動係数は小さくなった。

このためProsky-AOAC法による動物性食品中の食

物繊維量は，魚肉類用変法にPepsin処理反応の追加お

よび非消化性蛋白の測定にB法を用いることにより精度

良く測定することが可能になった。またく四訂〉日本食
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市販温泉風入浴剤の成分調査

石塚伸一 木村淳子

はじめに

近年の温泉ブーム，健康増進ブームを反映して，家庭

で手軽に温泉気分が楽しめると銘打ったいくつかの温泉

風薬用入浴剤が市販されており，これらは今後需要が増

えるものと思われる O

入浴剤は，医薬部外品として規定されており，身体の

保温，治療効果等を期待して使用されているO

今回，温泉風入浴剤の成分を分析し天然、温泉との差

異，有害物質の含有状況等について調査したので，その

結果を報告するO

調査方法

1.試料

市販されている薬用入浴剤のうち，温泉気分が味わえ

ると表示されている，いわゆる温泉風入浴剤を購入し，

試料とした。(購入年月:平成元年4月"-'6月)

試料は，県内の薬庖等においてよく売れている15種類

を選んだ。

これらの製造販売元は， T社， K社， A社の 3社であ

るo (各社製5種類づっ購入)

2. 分析項目及び分析方法

分析項目は， pH，電気伝導度， Na +， K+. Mg 2+. 

Ca 2+. Cl -. SO~- ， HCOg， CO~-. S2 ~-. F -. Al. 

Mn， Fe， As. CU， Pb. Cd， Hg. Znである。

野村真美 小林英一

分析は，各温泉風入浴剤使用法に記載されている方法

に従い，規定量を蒸留水に溶かしたものを検体とし鉱

泉分析法指針(改訂)1)に準拠して行ったO

なお， Al， Mn. Fe. CU， Pb， Cd， Zn につ

いては，規定量の200倍量を蒸留水に溶解したものを硝

酸処理した後，原子吸光光度法により分析した。

結果及び考察

分析結果を表 lに示す。また各分析項目の平均値を表

2に示す。

1.溶存物質

温泉風入浴剤は，無機塩類が主成分であり，その他，

色素，香料，ハーブ，生薬等が添加されていた。

各温泉風入浴剤に記載されている使用方法によれば，

25gから30gを水2001に溶解させることになっているO

すなわち，蒸留水 11中には0.125"-'0.15g程度の物

質が溶存していることになる。

実際には，水道水に入浴剤を溶解させるので，水道水

中の物質も加わることになるが，水道水中の蒸発残留物

は. 0.5gllを超えることはないので，実際の浴槽中の

溶存物質量は 1g/l未満となる O

鉱泉分析法指針(改訂)によれば，療養泉の塩類泉と

なるためには，溶存物質量が 1gll以上必要であるから，

各検体は，塩類泉にまでは至らなし、。

表 2 各項目の平均値，標準偏差，変動係数

項 目 平 均 値 標準偏差 変動係数(%) 参考. 日本の温泉の平均値2)

pH 7.82 0.52 6.6 

電気伝導度 (μS/cm) 190 25 13.2 

Na+ ( mgll ) 34.7 5.0 14.4 773 

K+ 11 0.9 1.3 144 45 

Mg+ λγ 1.0 2.8 280 49 

Ca+ λγ 0.3 0.5 167 222 

Cl- ノノ 1.8 2.7 150 1260 

SO~- 11 39.6 24.3 61.4 1650 

HCOg 11 45.6 24.8 54.4 474 

CO~- ノノ 1.4 2.1 150 1.5 
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2. pH値 その他， Clーが9検体， CO~-が 7 検体に含まれてい

鉱泉分析法指針(改訂)では，温泉の液性を次のよう た。

に分類している O 陰イオンの中で最も濃度の高いのはHCO"3の45.6mg 

11 であり，次いで 80~ の39.6mgllであった。

これら陽イオン，陰イオンを天然温泉と比較すると，

含まれているイオンの種類は少なく，また濃度も低かっ

また， Al 3 + ， Mg 2 + ， 82 O~ーの含まれているものも

あり，これらの成分は，明ばん泉，土類泉，硫黄泉に擬

する特徴を出すために使われているものと考えられる。

この分類に従えば，温泉風入浴剤の液性は，図 1に示 5. 塩類成分の組成

すように，弱アルカリ性が11検体 (73.3%)と最も多く， 各検体のミリパル値が20%を超える成分のうち，最も

次いで中性とアルカリ性が2検体づつであった。 多い成分を主成分，その他の成分を副成分とし，主成分，

なお， pHの平均値は7.82，最高値は8.84，最低値は 副成分により各検体を分類すると次のとおりであったO

6.54であった。(図2参照)

Na -804・HC03 タイプ 6検体

Na -HC03 タイプ 3検体

Na -HC03・804 タイプ 3検体

Na.Mg -804・HC03 タイプ 2検体

Na -804 タイプ 1検体

陽イオンの主成分は全て Na+であり，陰イオンの主成

分は， 80~ーが 9 検体， HCO"3が6検体であった。

天然温泉の場合，塩類泉の中ではNa-Cl泉が最も

多いのに対し，今回調査した温泉風入浴剤にはNa-Cl 

型が全くなかった。

pH<3 酸性

3 三五pHく6 弱酸性

6 三五 pH<7.5 中性

7.5 三五 pH<8.5 弱アルカリ性

8.5 三五 pH アルカリ性

~N アノLノカリド|

(73.3も)

図 l 温泉風入浴剤の液性による分類

3. 電気伝導度

電気伝導度は， 139"'240μ8/cmであり，平均値は，

190μ8/cmであった。

天然温泉の療養泉分類による塩類泉の場合は，約2000

μ8/cm以上で‘あり，これと比べると非常に低し値である。

4. 陽イオン，陰イオン

表2に示すとおり，各陽イオン，陰イオン濃度の平均

値は，日本の温泉の平均値に比べて非常に低いレベルで、

あるO

陽イオンの中でNa+は全ての検体に含まれ， K+は12

検体に Ca2+は5検体に含まれていた。

陽イオンの中で最も濃度の高いのはNa+で，平均値が

34.7 mg/lであった。

陰イオンについては， HCO"3が全ての検体に含まれ，

80~ーが 14検体に含まれていた。

q
u
 

Q
U
 

Tこ。

Na -HC03泉は，別名美人の湯ともいわれ，皮膚

がスベスベした感じになる泉質である O 温泉風入浴剤の

主成分又は副成分として HCO"3が多く使われているの

は，この効果が期待されているものと考えられる。

Na -SO. . HC03 
(40箔)

Na -HC03 
(20手話)

図2 温泉風入浴剤の成分組成による分類



6. 重金属

As， Hg， Cd， Pb， Cu， Fe， Mnについては

検出されなかった。(定量下限値 As : 0.005， Hg ‘ 

0.0005， Cd : 0.0002， Pb : 0.002， Cu : 0.001， Fe 

0.002， Mn : 0.0005 mgll未満)

7. その他の成分

全ての試料に色素が添加されていた。

製品の表示によれば，青色 2号，黄色4号，燈色205

号，緑色204号，青色 1号，黄色202号の(1)，赤色102号

が，単独で，あるいは混合して使われていた。

水溶液の色調は，黄緑系が6検体と最も多く，次いで

黄色系 3検体，青色系 3検体であった。その他，赤系，

緑系，墨色系が各 1検体であった。

なお， 7検体については，蛍光が認められたが，これ

は，添加されている黄色202号の(1)等の色素によるもの

と考えられる O

また，香料も全ての試料に含まれていた。

さらに，試料により，生薬，ハーブの添加されている

ものがあるO

これら色素，香料，ハーブは，天然、温泉には含まれて

いないものであり，視覚的，嘆覚的に温泉気分を助長さ

せるために用いられているものと考えられるO

まとめ

市販されている15種類の温泉風入浴剤について成分を

調査した結果，次のような知見を得た。

1. 調査した温泉風入浴剤は，無機塩類が主成分であり，

その他，色素，香料，生薬，ハーブが含まれていた。

蛍光の認められるものもあった。

2. 塩類濃度は，製品説明書どおりに使用した場合， 1 

gll未満であり，天然温泉の塩類泉に比べて低し、。

3. 無機イオンの含有成分は種類が限られ，また組成が

単純である。

4. 液性は，弱アルカリ性のものが多かった。

5. 陽イオンの主成分はNa+，陰イオンの主成分は，

HCO"3と SOiーであった。特殊なものとして Al3+， 

S20~ーの含まれているものがあったO

6. 成分の組成は， Na-HC03タイプのものが多く，

一方，天然の塩類泉の中では最も多いNa-Clタイプ

のものはなかった。

7. 重金属は検出されなかった。
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表 I 温泉風入浴剤の成分分析結果*(1) 

試 手ヰ 名 Nu1 T -8A 地 2 T -KO Nu3 T -NI 

色 調 淡 黄 緑 淡 貰 淡 墨 色

け し、 光 有 無 無

pH 値 7.68 7.42 7.57 

電気伝導度
240 195 199 (μ8/cm) 

溶存物質量Cgll) 0.150 0.150 0.150 

陽イオン01中) mg m val m val% mg m val m val労 mg m val m val% 

Na+ 42.4 1.84 95.83 20.1 0.87 48.60 29.0 1.26 75.90 

K+ 0.8 0.02 1.04 0.2 0.01 0.56 1.8 0.05 3.01 

Mg2+ く0.1 0.00 0.00 10.3 0.85 47.49 4.3 0.35 21.09 

Ca2+ 1.3 0.06 3.13 1.3 0.06 3.35 <0.1 0.00 0.00 

ーー・._-ーー』ーーー-------.-・--------・・---・ーーーーー_.ーーー・-------------------------，ーーーーー--------ーーー---.ーーーーー『、.-.-司.----ーーーーーーー ーー.ーーーーー---ーーー ー------.-ーーーーー ーーーーーーーーーー----.

五十 44.5 1.92 100.0 3l.9 l. 79 100.0 35.1 l.66 100.0 

陰イオン01中) mg m val m val% mg m val m val箔 mg m val m val% 

Cl- 0.3 0.01 0.53 <0.3 0.00 0.00 1.2 0.03 1.69 

80.2- 63.4 1.32 70.21 54.2 0.13 66.47 49.5 1.03 57.86 

HC03- 33.8 0.55 29.26 34.2 0.56 32.94 43.6 0.71 39.89 

C032- <0.1 0.00 0.00 0.7 0.01 0.59 0.7 0.01 0.56 
ーーーーーーー--由』ーーーーーーーー---開園・_..・--・ーーーーーーーーー ーー-----.---------ー---------ーー ーー-_.ーー.-._---ーーーーーーーーーーーー'ー --ーーーーーーーーーーーーー ------ーーーーー._-ー・ 4・-----ーーーーー ---.・ーーーー由、ーーー--

計 97.5 1.88 100.0 89.1 1. 70 100.0 95.0 1. 78 100.0 

微量成分 C mg/l) C mg/D C mg/D 

Al く0.01 く0.01 <0.01 

Mn く0.0005 く0.0005 <0.0005 

Fe <0.002 <0.002 <0.002 

As く0.005 く0.005 く0.005

Cu く0.001 く0.001 く0.001

Pb く0.002 <0.002 く0.002

Cd く0.0002 く0.0002 <0.0002 

Hg く0.0005 <0.0005 <0.0005 

Zn く0.001 く0.001 <0.001 

F- く0.1 <0.1 <0.1 

成 分 組 成 Na -804・HC03 Na' Mg-80.・HC03 Na . Mg -80.・HC03

* 製品に記載されている使用方法に従って，規定量を蒸留水に溶解して分析したOただし Al， Mn， Fe， Cu， Pb， Cd， Zn については，規定量の200倍を蒸留水に溶解して分析した。

「
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表 1 温泉風入浴剤の成分分析結果 (2)

試 料 名 Nu4 T -81 Nu5 T -H1 Nu6 K -NO 

色 調 淡 黄 緑 淡 黄 淡 黄

け し、 光 有 無 無ー

pH 値 7.90 7.90 8.84 

電気伝導度
184 197 184 (μ8/cm) 

溶存物質量(g/D 0.150 0.150 0.125 

陽イオン(11中) mg m val m val% mg m val m val% mg m val m val% 

Na+ 37.3 1.62 93.64 38.0 1. 65 92.70 35.8 1.56 100.0 

K+ 2.0 0.05 2.89 4.0 0.10 5.62 く0.1 0.00 0.00 

Mg2+ く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 

Ca 2+ 1.2 0.06 3.47 0.7 0.03 1.68 く0.1 0.00 0.00 
ーーー-ーーーーーーーーーー.-ーーーーー・・ーー・・・・ ーーーーーーー------ー ー--ー.---ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーー--.-.ーー』由由喧 -----------ーーーーーー---------・・ー. ーーーーー-.---司.--- ーーーーーーーーーーーー.- ----ー・・ーーーーーーーー

五十 40.5 1. 73 100.0 42.7 1. 78 100.0 35.8 1.56 100.0 

陰イオン01中) mg m val m val% mg m val m val% mg m val m val~話

Cl 1.6 0.05 3.15 3.2 0.09 5.29 く0.7 0.00 0.00 

80.2- 4.9 0.10 6.29 19.7 0.41 24.12 41.6 0.87 51.18 

HC03- 83.3 1.37 86.16 69.0 1.13 66.47 41.0 0.67 39.41 

C032- 4.2 0.07 4.40 4.1 0.07 4.12 4.7 0.16 9.41 
ーー・，ーーーーーーーーーーーーーー--・ーー喧・ーー ーーーーーーー-ーー---- ー------ーー---_. ーーーーーー----ーーーー ー--------ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー-ー・ー'ーーー --------------『・ーーーーーーーーーー-ー・ー ーーーーーーーーー・・ 4 ・d

言十 94.0 1.59 100.0 96.0 1. 70 100.0 87.3 1. 70 100.0 

徴量成分 (mg/1 ) ( mg/D ( mg/1) 

Al <0.01 <0.01 <0.01 

Mn <0.0005 く0.0005 く0.0005

Fe <0.002 く0.002 く0.002

As く0.005 く0.005 <0.005 

Cu く0.001 く0.001 く0.001

Pb く0.002 く0.002 <0.002 

Cd く0.0002 <0.0002 く0.0002

Hg く0.0005 く0.0005 <0.0005 

Zn <0.001 く0.001 く0.001

F- く0.1 く0.1 <0.1 

成 分 組 成 Na -HC03 Na -HC03・ 80. Na -804・ HC03
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表 l 温泉風入浴剤の成分分析結果 (3)

試 料 名 No.7 K -KU No.8 K -HA No.9 K -81 

色 調 淡 黄 緑 淡 主円主三 淡 青

け し、 光 有 無ー
無

pH 値 8.06 7.90 7.94 

電気伝m導) 度 203 178 139 (μ8/c 

溶存物質量(g/D 0.125 0.125 0.125 

陽イオン(11中) mg m val m val% mg m val m val~ぢ mg m val m val~話

Na十 36.9 1.61 100.0 34.9 1.52 100.0 32.5 1.41 100.0 

K+ く0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 

Mg2+ く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 

Ca 2+ く0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 
ーーーーー"ーー----・------ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ー・・・ー・----ーーーーー ーーーーーー・・・・ーーーー ー唱畠ー-ー・・・・・・ーー ーーーーーーーーーーー---- 亭..ーーーーーーーーーーー ------・ーーーーーーー ー----ーーーーーーーーー.ーーーーー・・・・・・・ーーー

三十 36.9 1.61 100.0 35.1 1. 52 100.0 32.5 1.41 100.0 

陰イオン(11中) mg m val m val% mg m val m val~ぢ mg m val m val% 

Cl- 1.4 0.04 2.51 <0.7 0.00 0.00 0.7 0.02 1.36 

8042- 54.8 1.14 71. 70 35.9 0.75 46.01 く0.1 0.00 0.00 

HC03- 24.3 0.40 25.16 53.9 0.88 53.99 86.1 1.41 95.92 

C032- く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 1.2 0.04 2.72 

82032ー 0.6 0.01 0.63 
.--ーー---ー----ーーーーーーーーー------ーーーーーーーーーーー・・ーー ーーーーーー----ーーー- -ーーー-ー』ーーー--ーー ーーーーーー・ーーーー---- ーーーーーーーーー----- ー・ー--司唱'ーーーーーー ーーーー'ーーーーーーーー. ーー・ a ・ーーーー・・・・ーーー ---ーーーーーーーーーー・ F

五十 81.1 1.59 100.0 89.8 1. 63 100.0 88.0 1.47 100.0 

徴量成分 (mgl1 ) ( mg/D ( mg/D 

Al く0.01 く0.01 <0.01 

Mn <0.0005 <0.0005 <0.0005 

Fe く0.002 <0.002 <0.002 

As く0.005 く0.005 <0.005 

Cu <0.001 <0.001 く0.001

Pb <0.002 <0.002 <0.002 

Cd く0.0002 く0.0002 く0.0002

Hg く0.0005 <0.0005 く0.0005

Zn <0.001 <0.001 く0.001

F- <0.1 く0.1 く0.1

成 分 組 成 Na -804・HC03 Na -HC03・804 Na -HC03 
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表 1 温泉風入浴剤の成分分析結果 (4)

試 料 名 地10 K -BE No.ll A -KIN No.12 A -KO 

色 調 淡 黄 緑 淡 赤 淡 緑

け し、 光 有 無 有

pH イ直 8.62 7.67 7.70 

電気伝導度
179 188 200 (μ8/cm) 

溶存物質量(g/D 0.125 0.125 0.125 

陽イオン(11中) mg m val m val% mg m val m val% mg m val m val% 

Na+ 35.7 1.55 100.0 36.1 1. 57 99.37 37.3 1.62 99.39 

K+ 0.1 0.00 0.00 0.2 0.01 0.63 0.2 0.01 0.61 

Mg2+ く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 

Ca2+ <0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--_..- ーーーーーーーーーーーーー， ーーー.ーーーーーーーーーーー ー---・------ーーーー ーーーーーーーーー明ーーーー ー_.・ ー・---ーーーーー ーーー・・ーーーーーーーーーー ーーー・』ーーーーーーーーー ーー・-------ーーーーー ーー・・ーーーーーー，ーー--

五十 35.8 1.55 100.0 36.3 1.58 100.0 37.5 1.63 100.0 

陰イオン(11中) mg m val m val~ぢ mg m val m val% mg m val m val 箔

Cl- 6.9 0.19 11.59 く0.7 0.00 0.00 8.7 0.25 14.45 

8042
ー 27.2 0.57 34.76 50.3 1.05 62.87 45.7 0.95 54.91 

HC03- 41.2 0.68 41.46 36.6 0.60 35.93 32.6 0.53 30.64 

C032
ー 6.0 0.20 12.19 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 

F- 0.4 0.02 1. 20 
ーーーーー』ーーー-ーーー・ーーーーーー，ーー---- ーー-ーーーーー・---ーーー ーーー---ー-----ーーー ーーーーーーーーーー--ーー ーーーーーーーーーーーー-ーー ー・.-ー，ー_.・ーーーーーー ーーー-_.---ー『ーー， "ーー・・・ーー』ーーーー ------ー--ーーーーーー ーー・.ーーーーーーーー・ーー

Z十 81.3 1.64 100.0 87.3 1.67 100.0 87.0 1. 73 100.0 

微量成分 (mgll ) ( mg/D ( mgll) 

Al <0.01 く0.01 <0.01 

Mn く0.0005 く0.0005 く0.0005

Fe く0.002 <0.002 <0.002 

As く0.005 く0.005 <0.005 

Cu く0.001 <0.001 <0.001 

Pb く0.002 く0.002 く0.002

Cd く0.0002 <0.0002 く0.0002

Hg く0.0005 く0.0005 く0.0005

Zn く0.001 <0.001 く0.001

F く0.1 (陰イオン欄に記載) <0.1 

成 分 組 成 Na -HC03・ 804 Na -804 ・ HC03 Na -804 ・ HC03
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表 l 温泉風入浴剤の成分分析結果 (5)

試 市ヰ 名 地13 A -KIZ No.14 A -DA No.15 A -MI 

色 調 淡 黄 緑 淡 黄 緑 淡 三円主

け し、 光 有 有 無

pH 値 7.92 7.62 6.54 

電気伝導度 148 199 220 (μ8/cm) 

溶存物質量(g/D 0.125 0.125 0.125 

陽イオン(11中) mg m val m val~づ mg m val m val% mg m val m val労

Na+ 32.3 1.40 99.29 34.4 1.50 94.94 37.4 1.63 98.79 

K+ 0.2 0.01 0.71 3.3 0.08 5.06 0.4 0.01 0.60 

Mg2+ く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 

Ca 2+ <0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 <0.1 0.00 0.00 

A13+ 0.1 0.01 0.61 
ー，ーーーー・町ーーーーーーーーー，ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー "ーー----ーーーーー-- ー・ーー'ーーーー--ーー『 ーーーーーーー・・・・ーーー ー----------占ーーー ーーーーーーーーーー---- ---------ー_.司ーー ーーーーーーーーー『ーーーーー

32.5 1.41 100.0 37.7 1.58 100.0 37.9 1.65 100.0 

陰イオン(11中) mg m val m val% mg m val m val% mg m val m val% 

Cl- <0.7 0.00 0.00 2.8 0.08 4.88 く0.7 0.00 0.00 

80(2 4.5 0.09 6.25 57.8 1.20 73.17 85.2 1. 77 99.44 

HC03 82.2 1.35 93.75 21.7 0.36 21.95 0.6 0.01 0.56 

C032- く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 く0.1 0.00 0.00 
a ・ーーーー'骨咽"ーーーー_.酔咽恒ー------ー- ーーーーー--------- ーーーーーーーーーーーーーーー ーーー，ー，唱-----ーー ー--・・・ーーーーーーーー --ーーーーーーーーーー--- ーー・..-司.-・・ー唱' ---ーーー--ーーーー-- ー・ーーーーーーーーーーーーー ー--------ーーーーーー

五十 86.7 1.44 100.0 82.3 1.64 100.0 85.8 1. 78 100.0 

微量成分 ( mg/D ( mg/D ( mgll) 

Al く0.01 く0.01 (陽イオン欄に記載)

Mn く0.0005 く0.0005 く0.0005

Fe <0.002 く0.002 く0.002

As く0.005 <0.005 <0.005 

Cu く0.001 く0.001 く0.001

Pb く0.002 <0.002 く0.002

Cd く0.0002 く0.0002 く0.0002

Hg く0.0005 く0.0005 <0.0005 

Zn く0.001 く0.001 0.003 

F- く0.1 <0.1 <0.1 

成 分 組 成 Na -HC03 Na -804・HC03 Na -804 
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青森県衛生研究所報 26， 91， 1989 

昭和63年度インフルエンザウイルス分離状況

三上稔之 野呂キョウ 佐藤允武

昭和63年度最初に分離したウイルスは4月に青森市内 たO このうちから，弘前市南中学校，県立青森第三養護

検査定点由来のA香港(H3N 2)型およびB型であった。 学校およびむつ市苫生小学校の 3校を対象に検査した結

その後5月には両型の他に新たにAソ連(H1N1)型を 果， 3校の材料からAソ連(H1 N 1)型ウイルスを分離し

3株，さらに， 6月にも同型を l株分離した(表1)。 た(表2)。また， 1月の弘前市， 2月の八戸市のサー

4， 5月のA香港型， B型は前年度に流行したウイル ベイランス定点からもAソ連(H1 N 1)型ウイルスを分離

スがズレ込み散発したものと思われる O 一方， 5， 6月 した(表3)。

のAソ連型は冬季流行へ向けての侵淫ウイルスと推測さ 本県における63年度インフルエンザの流行はAソ連

れ，同年度の流行ウイルス型を予測させるものであった (H1N 1)型によるもので，集団発生の流行規模は，施設

集団による初発は12月20日に八戸市内の高校で認めら 数84校，擢患者数10，620人，擢患率42.5%と過去数年間

れ，その病原は当初から予想していたとおり Aソ連型で に比較すると中規模な流行で，平成元年3月 4日に終息

あった。また，同時期に青森市内の検査定点からも散発 した。

ながら同型のウイルスを分離した。 本調査では平成元年2月にA香港(H3N2)型を l株分

本格的な流行は年が明けた平成元年 l月下旬からで弘 離したが，このウイルスが元年度の、流行株になるのか，

前市内の中学校の集団発生を皮切りに県内全域に拡がつ また，別の型が出現するのか，今後，全国的なインフル

エンザ情報を踏まえながら流行予測調査をすすめたい。

表 l 検査定点におけるウイルス分離

¥¥J工S 4 5 6 10 11 12 H 1 2 3 計

検 体 数 8 15 16 13 10 15 14 6 11 108 

A(H1N1)型 O 3 O O 4 13 3 25 

A(H3N2)型 。 。 。 。 。 。 3 

B 型 6 3 。 。 。 。 。 。 。 9 
」一一

S:昭和63年 H:平成元年

表 2 集団かぜからのウイルス分離

S品校 D 養護 M中学校 T小学校
五十

(八戸) (青森む (弘前) (むつ)

採 取(月) S .12月 H.1月 H.1月 H • 1月

検体 数 13 5 10 12 40 

A(H1 N1)型 7 4 5 2 18 

S:昭和63年 H:平成元年

検査定点 :0医院， s医院

表 3 サーベイランス定点におけるウイルス分離

H病院 F 医院 F 医院 H病院
計

(八戸) (弘前) (弘前) (八戸)

採 取(月) S .12月 S .12月 H • 1月 H.2月

検 体 数 11 5 5 15 36 

A(H1N1)型 O O 5 6 

S:昭和63年 H:平成元年
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青森県衛生研究所報 26， 92 -97， 1989 

青森県内の 5医療機関における病原菌検出情報

- 1 988年

佐藤真理子 豊川安延

病原徴生物検査情報は，地方衛生研究所，保健所，検 れらの情報は，国立予防衛生研究所で集計され，病原徴

疫所，伝染病院，一般医療機関等から，全国レベルで、組 生物検出情報の月報として，各関係機関に還元されてい

織的に収集されている O 本県では，当所の他に弘前市医 るO 本県の1988年の検出情報は，前年と同様に年単位で

師会成人病検診センター，五所川原市立西北中央病院， 集計した。また， 1984年4月に始められた本県の病原徴

青森県立中央病院，むつ総合病院および八戸市民病院の 生物検査情報の収集も 5年を経たことから， 1984年4月

計5施設の協力を得て，当所で情報を収集している O こ から1988年12月までの 5カ年の集計も掲載した。
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S. 63 1 月 2 月 3 月
菌 種 群 型

弘 五 青 む八 三十 弘 五 青 む八 五十 弘 五 青 す:rl}¥ 五十

001 Escherichiαcoli (Total) 14 14 27 27 13 13 

002 Shigellα(T口tal)

003 品 lmonellatyphi 

004 Salmonellapαratyphi A 

006 Salmonellα04(B) 

007 Salmonella 07(C1，C4) 

008 Salmonella 08(C2，C3) 2 3 

009 Salrγwnella 09(Dl) 

010 Salmonellα09，46(D2) 

201 五ialmonella03，1O(日1，E2，E3)

013 Salmonella 01，3，19(E4) 

014 Salmonellα013(Gl，G2) 

。15 Salmonella 018(K) 
016 Salmonellaその他

。17 Salmonella群不明
018 Yersiniαenterocoliticα 

019 Yersiniロpseudotuberculosis

202 Vibrio cholerae，。ー1:Classical，Og-awa 

203 Vibrio cholerαe， O-l:Classical，lnaba 

204 Vibri口cholerae，O-l:Eltor，Oιawa 

205 Vibrio cholerae， O-l:Eltor，lnaba 

021 Vibrio cholerαe.Oーl以外

022 Vibrio parahaemolyticus !(I) 1(]) 

104 Vibrio fluvialis 

115 Vibrio mimicus 

206 Aeromonas hydrophilα 

207 Aeromonαs sobria 

111 Aeromonas hydrophilalsobria穂別せず

101 Plesiomoπαs shigelloides 

208 Campylobacter jejuni 2 2 

209 Campylob日ctercoli 

023 Cαmpylob日cterjejunilcoli種別せす 15 16 2 2 5 21 6 13 

024 Staphylococcus aureus 231 4 27 37 1 2 39 25 1 3 28 

025 Clostridium perfringens 

026 Clostridium botulinum， E 

027 Clostridium botulinum， E以外

028 Bacillus cereus 

029 Neisseriαgonorrhoeae 5 2 7 8 9 7 8 

030 Neisseriαmeningitidis 

031 Streptococcus， A 36 2 13 1 12 6 69 38 2 10 1 6 4 60 18 5 61 19 3 らl

032 Streptococcus， B 23 4 51 10 5 47 20 6 1 11 10 48 28 61 14 7 56 

033 Streptococcus， C 

034 Streptococcus， G 2 11 1 4 2 2 1 2 7 3 21 1 6 

035 Streptococcus，群不明 3 4 

038 Streptococcus pneumoniae 7 5 1 4 7 23 12 3 5 1 2 6 28 24 9 1 1 2 36 

036 Corynebαcterium diphtheriae 

037 Bordetellα pertuss~s 

039 Legionella pneumophil日

118 Hαemophilus inβuenz日e 19 12 36 61 5 78 20 7 32 61 9 74 18 6 26 61 12 68 

119 Klebsiella pneumoniae 10 8 51 13 36 11 6 9 1 12 38 22 2 12 I 10 2 48 

040 Leptospirα 

I 041 Entamoebαhistolytica 

Malaria 

092 Escherichia coli組織侵入性(再掲)

093 ん， i主主i原 tt( N ) 

1 094 病原大腸菌血清M( n ) 

095 ん' その他小明 (υ) (I4) (]4) (27) (27) (13) (13) 

ノfl、 121 (]) 26 105 51 25 328 114 20 130 41 30 335 129 141 103 64 26 336 

弘 弘前市医師会成人病検診センタ ii 五所川原Ibな丙Jヒ中央病院占 占五年リI~ i"中央病院む むつ総A 病院 八 八Jl!↑S<l:lti民病院
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4 月 ら 月 6 月
菌 種 群 型

弘 五 三月主三 む八 五十 弘 五 三円全三 む 八 三十 弘 五 青 む八 五十

001 Escherichiαcoli (Total) 23 23 32 32 

002 Shigellα(Total) 

003 Sαlmonella typhi 

004 Salmonellaparatyphi A 

006 Salmonella 04(B) 3 3 

007 品 lmonella07(Cl，C4) 

008 Salmonella 08(C2，C3) 2 3 3 4 11 1 2 

009 Salmonella 09(Dl) 

010 Salmonella 09，46(D2) 

201 Salmonellα03， IO(El ，E2，日3)

013 Sαlmonella 01，3，19(E4) 

014 Salmonella 013(Gl，G2) 

015 Salmonella 0l8(K) 

016 Salmonellaその他

017 Salmonellα群不明

018 Yersinia enterocoliticα 

019 Yersiniαpseudotubercul口SLS

202 Vibrio cholerαe， O-l:Classical，Ogawa 

203 Vibrio cholerae， O-l:Classical，Inaba 

204 Vibrio cholerae，。一l:Eltor，Ogawa
205 Vibrio cholerae， O-l:Elt口r，Inaba

021 Vibrio cholerαe.O-l以外

022 Vibrio pαrahaemolyticus 

104 Vibrio fluvialis 

115 VibrωmLmtCUS 

206 Aeromonas hydrophila 

207 Aeromonas sobriα 

111 Aeromonαs hydrophilα/sobri日種別せず 2 2 6 6 

101 Plesiomonas shigelloides 

208 Cαmpylobαcter jejum 3 3 3 4 

209 Cαmpylobacter coli 

023 Campylobacter jejuni/coli種別せず 15 2 1 3 20 21 21 2 25 27 3 30 

024 Stαphylococcusαureus 36 1 6 42 331 4 37 

025 Clostridium perfringens 

026 Clostridium botulinum， E 

027 Clostrid山 m botulinum， E以外

028 Bacillus cereus 

029 l¥Teisseriαgonorrhoeae 6 2 1 4 12 2 3 8 8 

030 Neisseria meningitid日

031 Streptococcus， A 13 5 2 1 23 43 14 13 91 22 59 19 6 3 1 18 2 48 

032 Streptococcus， B 36 1 1 15 7 59 27 21 16 12 58 28 7 1 28 9 73 

033 Streptococcus， C 2 3 

034 Streptococcus， G 1 1 2 5 

035 Streptococcus，群不明

038 Streptococcus，pneumoniαe 20 81 3 2 33 16 5 1 6 2 30 13 15 1 3 32 

036 Corynebacterium diphtheriαe 

037 Bordetella pertussis 

039 Legionella pneumophila 

118 Hαemophilus influenzae 21 8 25 1 4 5 63 22 7 281 11 11 79 35 12 39 1 6 10 1 102 

119 Klebsiell日pneumonwe 15 8 11 1 17 51 12 5 121 8 37 12 6 11 1 18 

~ 040 Leptospira 

041 Entamoeb日histolytica

042 Malαna 

092 Escherichia coli組織侵入性(再掲)

093 N 毒 素原性( N ) 

094 病原大腸菌血清型( N ) 

095 N そ の他不明( N ) (23) (23) (32) 

万i〉I、 j十 131 23 111 81 17 1 363 118 29 124 73 28 372 152 25 80 80 24 1 361 
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7 月 8 月 9 月 10 月

弘 五 青 む /¥ 五十 豆、 五 青 む A 計 弘 五 青 む /司、 五十 弘 五 青 む /ーに 五十

2 2 2 2 4 l 

2 

2 4 4 5 2 3 

3 4 2 3 4 5 

2 

2 2 I 

2 2 4 4 3 l 4 

8 10 3 4 2 9 11 l 12 l 3 

29 4 33 53 6 59 16 4 20 11 3 14 

3 3 5 ら 7 7 3 3 

6 6 10 11 9 4 13 5 I 6 

22 4 3 10 40 10 6 7 12 35 8 ら 6 20 20 16 7 6 50 

18 3 4 25 12 62 21 3 10 9 43 25 4 11 7 48 24 3 14 6 48 

2 2 3 2 5 7 

6 6 3 3 

3 3 10 17 10 13 7 31 5 3 4 14 6 3 4 14 

19 7 34 6 18 84 23 3 31 4 9 70 14 5 17 4 7 47 10 8 32 12 62 

17 口 6 14 42 16 7 15 18 57 15 7 15 16 53 12 4 9 12 37 

( !) ( !) 

125 22 59 72 33 311 158 19 78 66 23 344 106 20 ら5 53 20 ~ 103 31 56 49 23 262 
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11 月 12 月 1988年 (1 月 ~12月)
菌 種 群・型

弘 五青 む八 五十 弘 五 青 む八 計 弘 五 青 む入 五十

001 Escherichiαcoli (Total) 110 110 

002 Shigella (Total) 

003 Salmonella typhi 

004 Salmonellaparatyphi A 

006 Sαlmonella 04(B) 2 3 10 2 1 2 14 

007 Salmonellα07(Cl，C4) l 2 11 1 4 

008 Salmonella 08(C2，C3) 2 14 71 4 3 28 

009 Sαlrγwnellα09(Dl) 

010 Salmonella 09，46(D2) 

201 Salmonellα03，10(日1，E2，E3)

013 Salmonella 01，3，19(E4) 

014 Salmonella 013(Gl，G2) 

015 Salmonella 018(K) 

016 Salmonellaその他

017 Salmonellα群不明

018 Yersinι日 enterocoliticα 3 4 15 41 1 20 

019 Yersinia pseudotuberculosis 

202 Vibrio cholerαe，O-l:Classical，Ogawa 

203 Vibrio cholerαe， 0-1:Classical，lnaba 

204 Vibrio cholerαe，O-l:Eltor，Ogawa 

205 Vibrio choler日e，。ー1:Eltor，lnaba

021 Vibrio choler白色 oーl以外
022 Vib円 oparαhaemolyticus 5 6 

104 Vibrioβuvialis 4 4 

115 Vibrio mimicus 

206 Aeromonas hydrophιla 4 4 

207 Aeromonas sobrιG 

111 Aeromon日shydrophιla/sobriα稀Jjljせず 19 20 

101 Plesiomonas shigelloides 

208 Campylobacter jejuni 2 2 ら 2 2 6 31 14 らl 

209 Cαmpylobacter coli 

023 Campylobαcter jejuni/coli種別せず 1/ 11 8 3 11 1 213 6 1 35 254 

024 Staphylococcus aure凶 4 4 154 41 195 

025 Clostridium perfri昭 en 1 1 2 3 

026 Clostridium botulinum，日

027 Clostridium botulinum， E以外

028 Bacillus cereus 

029 Neisseria gonorrhoeae 121 1 14 6 8 84 2 10 1 6 3 1 105 

030 Neisseria meningitidis 

031 Streptococcus， A 31 1 13 3 1 6 53 31 19 4 1 9 64 I 260 96 67 149 20 1 592 

032 Streptococcus， B 191 4 6 1 10 5 44 19 6 1 9 3 38 I 288 18 53 1173 92 1 624 

033 Streptococcus， C 1 1 7 JO 

034 Streptococcus， G 2 1 1 4 2 3 14 2 10 1 17 44 

035 Streptococcus，群不明 3 4 2 3 5 16 9 25 

038 Streptococcus ，pneumoniae 12 7 1 2 2 23 7 2 4 1 1 2 16 I ¥35 8 80 44 30 1 297 

036 Corynebacterium diphtheriαe 

037 Bordetellαpertussts 

039 Legionellαpneumophilα 

¥18 Hαemophilus influenzαe 26 I ¥1 20 1 6 5 68 14 12 27 1 3 6 62 I 241 98 I 347 62 I 109 857 

119 Klebsiellαpneumonwe 8 1 7 10 1 14 39 8 5 3 1 12 2 30 I 158 70 I 118 164 6 1 516 

040 Leptospirα 

041 Entamoeba histolyticα 

042 Mαlaria 

092 Escherichi日 coli組織佼人性(舟掲)

093 か 毒素原性( N ) 

094 病原人一腸商血清型( N ) 

095 /〆 その他小明( N ) (I1O) (! 10) 

λI晶1、 126 37 54 43 16 1 276 98 39 47 1 45 15 1 244 ¥481 305 1002 280 3786 
〆

に
U円ヨ



1987年 (1 月 ~12月) 合 計 1984~1988( 5ヶ年分)

弘 五 青 む /¥ 言十 弘 五 青 む /¥ 長十

2 I 280 282 31 I 474 505 

3(2) I 2 5(2) 

2 3 

13 17 53 6 17 8 85 

4 7 16 3 2 2 24 

ι 5 18 7 15 5 45 

l 3 3 5 

2 

l 

2 3 3 7 

2 7 10 

15 4 20 55 9 3 68 

2 

3 3 

9 2 12 80 12 38 1 I 131 

2 2 8 9 

2 2 15 3 18 

12 3 15 46 7 19 5 78 

2 2 3 3 

14 8 32 54 32 39 46 117 

336 19 38 2 I 395 1254 43 25 96 13 I 1431 

210 13 223 6 456 96 558 

2 2 4 

114 6 6 1 I 128 546 21 16 23 22 I 628 

4 4 

194 39 38 I 207 26 I 504 1080 184 116 645 74 I 2099 

257 19 38 I 120 53 I 487 白62 109 163 503 245 1982 

3 7 11 16 4 39 

21 2 11 28 63 80 4 24 80 8 I 196 

7 9 8 24 25 b 25 I 280 335 

156 22 61 33 48 320 1174 107 181 225 152 1839 

231 92 212 137 107 779 1130 363 625 610 480 3208 

176 90 130 113 13 I 522 1010 336 596 1111 84 3137 

2 2 2 

b 

2 

(2) C281J) (282) 

IS~7 286 1034 720 287 3884 7')91 1273 2808 3771 1150 16593 

)
 
]
 
(
 

)
 
1
L
 
(
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先天性代謝異常症等のマス・スクリーニング

について(昭和63年度)

工藤久美子* 金田 量子

青森県衛生研究所報 26， 98 -99， 1989 

はじめに

新生児ろ紙血を用いる先天性代謝異常症等マス・スク

リーニングは，フェニルケトン尿症，ホモシスチン尿症，

メーフ。ルシロップ尿症， ヒスチジン血症，ガラクトース

血症及びクレチン症の6項目について実施しているo 63 

年度の検査状況については，以下のとおりであるO

検査実施状況及び検査結果

1. 先天性代謝異常症

63年度の検体受付状況は表 1のとおりである O 受付総

数18，154件のうち里帰り分娩と推定される県外居住者が

L 369名で，全体の7.5%を占めるo 63年度の県内出生届

出数(17，645)に対する受験率は， 97.3%である。

検査結果を表2に示した。初回検査で、の再検率は1.0箔

工藤ハツエ 小鹿 エ匹
目

であった。初回疑陽性の内訳は，表3に示したとおりガ

ラクトース血症が113件と最も多く，次いでメープルシ

ロップ尿症，ホモシスチン尿症と続いている O

疑陽性または陽性となり，医療機関で精密検査をした

結果については，表4に示した。その結果，ガラクトー

ス血症2名，ガラクトース血症疑い 4名で，それぞれ医

療機関において経過観察中であるO

2. クレチン症

検査結果は表5に示した。初回検査及び再検査の結果，

陽性となり医療機関で，精密検査をした児については，

表 6に示した。その結果，一過性高 TSH血症3名で，そ

れぞれ経過観察中である O

表 1 保健所管内別検体受付数

森
一
川

総計

18， 154 

表 2 代謝異常症検査結果

初

検査件数|正

17，864 

検 査

判断不能

24 

判断不能

O 180 

表 3 初回疑陽性の疾患別内訳

疾 ，患 名 等 件数 精検数

フェニルケトン尿症 (Phe) 6 。
メープルシロッフ。尿症 (Leu) 17 。
ホモシスチン尿症 (Met) 15 2 

ヒスチジン血症 (His) 9 。
ガラグトース血症 (Gal) 113 12 

* 現黒石保健所
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表 5 クレチン症検査結果

初回検査

検査件数|正 常|疑陽性|陽 性

17，852 I 17，745 I 101 6 

再検査

検査件数|正 常|疑陽性|陽 性

105 101 0 4 



氏名 生年月日

A 63. 4. 14 

B 4. 28 

C 5.31 

D 6. 2 

E 6. 7 

F 6.10 

G 6. 13 

H 10. 4 

11. 7 

11.10 

K 11. 13 

L H1. 1. 19 

M 1. 31 

N 2. 9 

氏名 生年月日

A 63. 3. 27 

B 4.10 

C 4. 18 

D 7. 2 

E 8. 12 

F 8. 12 

G 9.30 

表 4 代謝異常精密検査結果

項目
初 回 検 査 再 検 査

採血月日 検査値 採血月日 検査値

Gal 63. 4. 19 
8 

63. 4. 25 
13.9 

B* 正常 B 正常

Gal 5. 3 
8 

5. 13 
14.8 

B 正常 B 正常

Gal 6. 4 
8 

6. 14 
11. 0 

B 正常 B 正常

Gal 6. 6 
8 

6. 13 
10.1 

B 正常 B 正常

Gal 6. 13 8 6.23 
19.8 

B 正常 B 正常

Gal 6. 16 8 6.23 10.4 
B 正常 B 正常

Gal 6. 18 8 6.29 16.2 
B 正常 B 正常

Gal 10. 8 10 10. 18 20.8 
B 正常 B 正常

Gal 11. 12 8 11. 25 9.2 
B 正常 B 正常

Gal 11. 16 
8 11. 25 8.7 
B 正常 B 正常

Gal 11. 19 8 11. 28 11.1 
B 正常 B 正常

Gal H 1. 1. 24 10 
H1. 17.8 

B 正常 2. 8 B 正常

Met 2. 11 2 2.28 2""4 

Met 2.27 1.5 3. 8 1.0 

表6 クレチン症精密検査結果

初 回 検 査 再 検 査

採血月日 TSH値 T 41i直 採血月日 TSH値 T4値

4. 1 31.5 14.8 4. 13 3以下 7.9 

4. 15 15.4 4.9 5. 6 19.1 7.3 

4.23 17.7 8.4 5.10 15.0 3.5 

7. 7 37.4 9.4 

8. 18 34.8 10.3 9. 6 31.0 11.3 

8. 18 31.0 11.3 9. 6 25.4 7.8 

10. 5 7.8 1.1 10.26 4.9 1.2 
L 一 一一
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単位 mg/dl

精密検査結果

正常

正常

正常

正常

経過観察中

正常

正常

Hyper galactocemid 

経過観察中

正常

正常

エピメラーゼ欠損症

経過観察中

経過観察中

*Beut1er法

単位:TSH値μU/ml
T 411直μg/dl

精密検査結果

正常

正常

正常

一過性両TSH血症
(経過観察中)

一過性品TSH血症
(経過観察中)

一過性両 TSH血症
(経過観察中)

経過観察中
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神経芽細胞腫マス・スクリーニングについて

(昭和63年度)

工藤久美子* 金田 量子 工藤ハツエ 鹿 .illZ. 
日

はじめに 初回受検率は85.7%，再(々)検査受検率は89.7%であ

6'"'-'7ヶ月児を対象とした神経芽細胞腫マス・スクリ ったO

ーニングについて，昭和63年度の実施状況及び検査結果

は以下のとおりである O 検査結果

検査結果を表2に示した。初回検査での再検率は判定

検査実施状況 不能検体も含めて4.5~づであった。また，再検査疑陽性

初回検査はスポット法，再検査はスポット法と高速液 検体24件のうち21件については，再々検査の結果正常で

体クロマト法を併用して行っている O 保健所別の検査対 あった口残りの 3件については，再々検査でも HVA高

象人員，検査用ろ紙セット交付数，初回及び再(々)検 値のため，医療機関での受診を勧め，その結果正常であ

査受付状況を表 1に示した。 ることが判明したO

初回及び再(々)検査での総検査件数は， 14，885件で，

表 l ろ紙交付及び検体受付状況

対象人ω員 ろ紙交付(数B) 交付例率 初件回数検(査C) 初回受診的率 再件(々減数依(頼D 再件(々数)検回査 再率(々E減/D受例検B/A C/A 

青森 3， 623 3， 387 93.5 3，066 84.6 122 110 90.1 

弘前 2， 064 2， 064 100.0 1， 712 82.9 84 79 94.0 

八戸 3， 494 2， 857 81.8 3，038 86.9 158 137 86.7 

黒石 1， 428 1， 390 97.3 1， 224 85.7 74 74 100.0 

五所川原 1， 302 1， 223 93.9 1， 141 87.6 54 50 92.5 

十和田 871 779 89.4 763 87.6 29 24 82.7 

三沢 784 745 95.0 678 86.5 30 28 93.3 

むつ 1，053 1， 017 96.6 924 87.7 49 40 81.6 

鯵ケ沢 757 676 89.3 610 80.6 25 19 76.0 

七戸 837 781 93.3 771 92.1 30 27 90.0 

二戸 447 355 79.4 355 79.4 17 15 88.2 

五十 16， 660 15，274 91.7 14， 282 85.7 672 603 89.7 

表 2 検査結果

査
数
一
位

検
件
一
日

定
能
一

判
不
一

* 現黒石保健所
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食品中の残留農薬調査結果

秋山由美子 野村真美 小林英一

青森県では，食品中の残留農薬について，昭和43年か

ら継続して検査を行い，遂次検査対象および項目を追加

してきた。今回は昭和63年度分の結果を報告する。

3.結果

結果は表 1-4に示した。検体の内訳は有機塩素系農

薬については， りんご 3検体，さくらんぼ，ぶどう，キ

ャベツ，大根，きゅうり， じゃがし、も各々 2検体，貝類

2検体，牛乳3検体であった。また，有機リン系農薬は

りんご 3検体，さくらんぼ，ぶどう，キャベツ，大根，

きゅうり，じゃがし、も各々 2検体であった。残留基準およ

び暫定規制値を超えるものはなかった口

1.試料

調査試料は青森県内で生産された野菜，果実および牛

乳，シジミ貝で製造者および市場から入手した。

2. 分析方法

分析方法は前報1)に準拠して行った。 文 献

1)秋山由美子，他:食品中の残留農薬調査結果，青

森県衛生研究所報， 25， 53 -54， 1988 

表 1 果実中の有機塩素系農薬および有機リン系農薬

単位.ppm 

口仁口1 名 採取地及び種類
ジコホーノレ

パラチオン マラチオン 採取年月(ケルセン)

名川町南 部 童市 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 7 

さくらん』ぎ 南郷村南 部 室市 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 7 

残 留 基 準 3.0 0.3 

口口口 名 採取地及び種類
ジコホーノレ 夕、、イアジノン 採取年月(ケルセン)

三戸町黒 系
0.02 不 検 出 63. 9 キャンベルスアーリー

ぶど う
三戸町白 系

0.02 不 検 出 63. 9 
ポー ト フ ン ド

残 留 基 準 3.0 0.1 

口口口 名 採取地及び種類 キャブタン EPN 夕、、イアジノン 採取年月

平賀町王 林 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 12 

平賀町ふ じ 弓三 検 出 司王 検 出 不 検 出 63. 12 

り んご

平賀町金 星 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 12 

残 留 基 準 5.0 0.1 0.1 
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表2 野菜中の有機塩素系農薬および有機リン系農薬
単位.ppm 

口口口 名 採取地
ジコホール

EPN マラチオン 採取年月(ケルセン)

青 森 市 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 11 

キ ヤ.r:;:ツ 天間林村 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 11 

残留基準 一 0.1 2.0 

口口口 名 採取地 エンドリン パラチオン 夕、、イアジノン 採取年月

青 森 市 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 11 

大 根 天間林村 不 検 出 不 検 出 不 検 出 63. 11 

残留基準 0.3 0.1 

口口口 名 採取地 キャブタン ダイアジノン 採取年月

青 森 市 不 検 出 不 検 出 63. 8 

きゅ う り 天間林村 不 検 出 不 検 出 63. 8 

残留基準 5.0 0.1 

口ロ口 名 採取地 総 BHC 夕、、イアジノン 採取年月

一 沢 市 0.000 不 検 出 63. 8 

ばれいしょ 十和田市 0.000 不 検 出 63. 8 

残留基準 0.2 0.1 

表 3 貝類中のドリン系農薬
単位.ppm 

口口口 名 試料採取地
ディルドリン

エンドリン 採取年月(アルドリンを含む)

市 浦 キナ 不 検 出 不 検 出 63. 12 

シシ 、、 貝 k 北 町 不 検 出 不 検 出 63. 12 

残 留 基 準 0.1 一

表 4 牛乳中の有機塩素系農薬
単位.ppm 

脂肪 BHC DDT ディル エン 製造|
商品名

実づ α← BHC バーBHCI r-BHC δ-BHC PP-DDT I PP-DDE I PP-DDD ドリン ドリン 年月日|

雪印牛乳 3.6 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 63. 12. 9 

グリコ濃牛乳 4.2 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 1. 1. 17 

生協牛乳 3.5 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 1. 1. 15 

暫定許容量 0.2 0.05 0.005 
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食 口
口口 中 の P C B 調査結果

秋山由美子 野村真美 小林英一

青森県では，昭和47年に食品中の残留PCB規制値が 2. 分析方法

設定されてから継続して PCB調査を実施している。今 厚生省環境衛生局PCB研究班「分析方法に関する研

回は昭和63年度の調査結果について報告する。 究」に準じて行った。

1.試 fヰ 3. 結 果

調査試料は青森県内で生産あるいは販売されている食 表に示すとおり，昭和63年度は牛乳3検体，魚介類 5

品で，生産者，市場から入手した。 検体について行ったが，すべて不検出であった。

表食品中のPCB
単位.ppm 

口仁口1 名 採取地または産地 PCB 採取年月日 暫定規制値

生 協 牛 乳 青 森 市 不検出 63. 12. 9 

牛 乳 グリコ濃厚牛乳 青 森 市 不検出 1. 17 0.1 

雪 印 牛 乳 青 森 市 不検出 1. 15 

そ し、 鯵ヶ沢町 不検出 63. 12. 13 

ま カ1 れ し、 鯵ヶ沢町 不検出 63. 12. 13 近海内湾

魚介類 あ ぶ ら め 鯵ケ沢町 不検出 63. 12. 13 魚介類

あさながれい 鯵ヶ沢町 不検出 63. 12. 13 3.0 

や り し、 カミ 鯵ヶ沢町 不検出 63. 12. 13 
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畜産物中の残留抗菌性物質調査結果

秋山由美子 野村真美 小林英一

当所では，昭和53年より継続して抗菌性物質の調査を 2. 分析方法

行っているが，今回は昭和63年に行った結果について報 厚生省環境衛生局乳肉衛生課編「畜水産物中の残留物

告する。 検査法」に準じた。

1.試 手ヰ 3. 結 果

調査試料は，青森県内で生産されたものを生産者およ 表 lにクロピドール，スルファジメジン，表2に抗生

び市場より入手した。 物質の検査結果を示した。いづれも不検出，陰性であっ

7こO

表 l 食肉及び鶏卵中の残留合成抗菌剤
単位.ppm 

口仁口1 名 製造地 収 去 先 採取年月 クロピドーノレ スノレファジメジン

牛 肉 青森市 青森市県庁生協佃庖 63. 12 不検出 不検出

牛 肉 青森市 青森市岡亀屋みなみ 63. 12 不検出 不検出

豚 肉 弘前市 弘前市岡イトーヨーカ堂 63. 12 不検出 不検出

豚 肉 弘前市 弘前市岡 伊 徳、 63. 12 不検出 不検出

鶏 肉 八戸市 八戸市岡亀屋みなみ 63. 12 不検出 不検出

鶏 肉 八戸市 八戸市岡よこまちストア 63. 12 不検出 不検出

鶏 卵 常盤村 青森市県庁生協佃庖 63. 12 不検出 不検出

鶏 卵 五戸町 青森市岡ユニパース佃庖 63. 12 不検出 不検出

鶏 卵 神戸市 十和田市十鉄ターミナルピル 63. 12 不検出 不検出

鶏 卵 十和田市 十和田市岡十和田市松木屋 63. 12 不検出 不検出

表 2 食肉および鶏卵中の残留抗生物質

口仁口3 名 採 取 地 抗生物質 採取又は製造年月

牛 肉 主円主 森 市 陰 性 63. 12 

牛 肉 青 森 市 陰 性 63. 12 

豚 肉 ヨム 日リ 市 陰 性 63. 12 

豚 肉 弘 目り 市 陰 性 63. 12 

鶏 肉 八 戸 市 陰 性 63. 12 

鶏 肉 八 戸 市 陰 性 63. 12 

鶏 卵 三円主 森 市 陰 性 63. 12 

鶏 。H 青 森 市 陰 性 63. 12 

鶏 卵 十和田市 陰 性 63. 12 

鶏 卵 十和田市 陰 性 63. 12 
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ホタテガイ中のビストリブチル

スズオキシドとクロルデン類の調査結果

秋山由美子 野村真美 小林英一

養殖漁業において使用される漁網防汚剤中のビストリ 2. 分析方法

ブチルスズオキシド (TBTO)と白アリ駆除剤として TBTO 厚生省「食品中のTBTO試験法」および都

使用されたクロルデ、ン類の環境汚染および養殖魚への移 立衛研竹内らの方法1)に準じた。

行残留が問題となっているO 当所においても昭和60年か クロルデ、ン類:日本薬学会「衛生試験法，クロルデン

ら魚介類中の汚染実態調査をしている O 今回は昭和63年 類」に準じた。

度の結果を報告する O

1.試料

生産地および市場から入手した。

3.結果

結果は表に示した。ホタテガイ 5検体について調査し

たが，いづれも不検出であった。

表 ホタテガイ中のビストリブチルスズオキシド (TBTO)とクロルデン類

漁獲水域 収 去 先
Nu 
(採捕場所〕 (住所氏名)

岩手県山田湾
青森市佃 3丁目 5の33

側ユニパース佃庖

2 
日本海中部 青森市大字小柳字刈田 2の l
(北 海 道) 県庁生協佃庖

3 
津 軽 海 峡 青森市大字造道字磯野81の2

(北海道知内町) 県庁生協八重田庖

4 
陸 奥 湾 上北郡野辺地町字島井平

(下北郡川内町) 附マルイチ横浜

5 陸 奥 湾

文 献

1)竹内正博，他.電子捕獲型検出器を用いるガスク

ロマトグラフィーによる魚介類中のトリブチルスズ化合

物の定量，分析化学.36. 138 -142. 1987 
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単位.ppm 

採捕年月日 五占 果

収去年月日 TBTO クロルデン類

63. 12. 9 不検出 不検出

63. 12. 10 不検出 不検出

63. 12. 12 不検出 不検出

63. 12. 11 不検出 不検出

63. 12. 13 不検出 不検出
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医薬品一斉取締りに基づく収去試験

小林英一

薬事行政の一環として，医薬品の一斉取締りに基づく 又，アクリノール液7検体については定量のみを行った。

収去検体の試験を行っているが，昭和63年度は局方アク その結果，アグリノール液 l検体が含有量の基準超過で、

リノール2検体について確認試験，純度試験，定量を， 不適となったが，その他のものは基準に適合した。

医薬品収去試験結果

医薬品名 件数 適数 不適数 試験項目

確認試験

アクリノーノレ 2 2 。 純度試験
定 量

アグリノール液 7 6 定 量

五十 9 8 ¥¥ 
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家庭用 口
口口 の試 買検査

小林英一 高橋政教

昭和49年に「有害物質を含有する家庭用品の規制に関 件，ホルムアルデ、ヒド 7件，有機水銀化合物7件， トリ

する法律Jが施行され，本県においては昭和50年より家 ス(2， 3ージブロムプロピル)ホスフェイト化合物2件，

庭用品の試買検査を行っている O 今回は昭和63年度に行 ビス(2，3ージブロムプロピル)ホスフェイト化合物2件

った検査結果について報告する。 計23件で，そのすべてが基準に適合した。

検査項目及び件数は，塩酸 l件，水酸化ナトリウム 4

家庭用品試買検査結果

検 査 項 目 対象家庭用品 検査件数 違反件数

塩 酸 住宅用洗浄剤 。
水酸化ナトリウム 家庭用洗浄剤 4 。
ホルムアルデヒド くつした，下着，おむつ 7 O 

有機水銀化合物 くつした，下着，おむつ 7 O 

トリス(2， 3ージブロムプロピノレ)
カーテン 2 。

ホスフェイト化合物

ピス (2，3ージブロムプロピノレ)
カーテン 2 O 

ホスフェイト化合物

五十

---、--------一、
23 O 
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青 森 県 の ミ日
1lII1 泉

石塚伸一 木村淳子 高橋政教 小林英一

昭和63年 4月から平成元年3月までに32件の鉱泉分析 件)，硫酸塩泉6件，単純温泉6件(アルカリ性単純温

の依頼があり，そのうち31件が温泉と認められた。 泉 2件)，炭酸水素塩泉 1件となっている O なお， 3件

31件の鉱泉分析の成績は別表のとおりであり，泉質別 は，療養泉に該当しなかった。

に分類すると，塩化物泉15件(ナトリウム 塩化物泉8

表 I 昭和63年度鉱泉分析結果総括表

Na 源 泉 名 湧 出 地 泉 質

上十川 温 泉 黒 石 市 単純温泉

2 板 留 温 泉 黒 石 市 カルシウム・ナトリウム 硫酸塩・塩化物泉

3 曲 温 泉 五所川原市 ナトリウム 塩化物泉

4 大 浦 温 泉 上 jヒ 町 ナトリウム 塩化物泉

5 関 根 温 泉 む ずコ 市 ナトリウム・マグネシウム一塩化物強塩泉

6 浜 館 温 泉 三円主 森 市 カルシウム・ナトリウム 硫酸塩泉

7 下十川 温 泉 浪 岡 町 ナトリウム一塩化物・炭酸水素塩泉

8 福 井 温 泉 藤 崎 町 ナトリウム 塩化物泉

9 高 屋 温 泉 左>-L王J 木 町 ナトリウム一塩化物・炭酸水素塩泉

10 和 温 泉 弘 日リ 市 ナトリウムー塩化物強塩泉

11 五所川原 2号泉 五所川原市 ナトリウム一塩化物泉

12 温川温泉混合泉 平 賀 町 ナトリウム 塩化物・硫酸塩泉

13 東岩木山温泉 ZιょJI 木 町 ナトリウム 炭酸水素塩・塩化物泉

14 二双子 温 泉 黒 石 市 アルカリ性単純温泉

15 栄 山 温 泉 青 森 市 ナトリウム 塩化物・炭酸水素塩泉

16 王余魚沢温泉 1良 岡 町 ナトリウム・カルシウム 塩化物・硫酸塩泉

17 浪 岡 温 泉 浪 岡 町 単純温泉

18 常盤野温 泉 岩 木 町 含鉄(II)ーナトリウム・カルシウム一塩化物・硫酸塩泉

19 島 田 温 泉 大 鰐 町 療養泉に該当せず

20 1、ヱ2金1二 瀬 温 泉 田 子 町 療養泉に該当せず

21 中小泊山温泉 泊 村 ナトリウム 塩化物泉

22 猿倉温泉 4号泉 十和田湖町 単純硫黄温泉(硫化水素型)

23 蔦温泉(新 湯) 十和田湖町 ナトリウムー硫酸塩・炭酸水素塩・塩化物泉

24 蔦温泉(旧 湯) 十和田湖町 ナトリウムー硫酸塩・炭酸水素塩・塩化物泉

25 蔦温泉(家族風呂) 十和田湖町 ナトリウム 硫酸塩・炭酸水素塩・塩化物泉

26 域ケ倉温泉 4号泉 三月主 森 市 単純温泉

27 船 オぇ 温 泉 弘 日IJ 市 含硫黄ーナトリウム一塩化物泉(硫化水素型)

28 温川温泉混合泉 平 賀 町 ナトリウム・カルシウムー硫酸塩・塩化物泉

29 太郎温泉 2号泉 沢 市 ナトリウム一塩化物泉

30 猿 賀 温 泉 尾 上 町 アルカリ性単純温泉

31 白 萩平 温 泉 田 子 町 療養泉に該当せず
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表 2 昭和63年度鉱泉分析結果(1)

源 泉 名 lも 1 上十川温泉 Nu2 板留温泉 Nu3 小曲温泉

湧 出 地 黒石市大字上十川字北原 3-4 黒石市大字板留字宮下41 五所川原市大字小曲字沼田 4

-2 32 

調査年月日 63. 4. 7 63. 4.22 63. 4.26 

泉温(気温)OC 26.4 ( 7.0) 61.8 01.0) 61.1 06.0) 

湧出量 l/min 167 (自噴) 測定不可能 測定不可能

湧出地 8.4 7.5 7.5 
pH値
試験室 8.44 7.59 7.73 

密 度 (20
0/40) 0.9983 0.9997 1.0037 

蒸発残留物(g/kg) 0.173 1.680 7.483 

陽イオン mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 

H+ 

Na+ 25.9 1.13 66.08 233.7 10.17 44.47 2，631 114.4 94.11 

K+ 0.8 0.02 1.17 14.0 0.36 1. 57 55.2 1.41 1.16 

NH .+ 0.0 0.00 0.00 0.4 0.02 0.09 2.4 0.13 0.11 

Mg2+ 2.7 0.22 12.87 4.5 0.37 1.62 23.2 1. 91 1. 57 

Ca2+ 6.6 0.33 19.30 238.8 11.92 52.12 67.5 3.37 2.77 

AI3+ 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn 2+ 0.0 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 0.7 0.03 0.03 

Fe2+， Fe3+ 0.2 0.01 0.58 0.1 0.00 0.00 7.6 0.27 0.22 

Li + 0.0 0.00 0.00 0.2 0.03 0.13 0.3 0.04 0.03 
ー--ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー，ー ーーーーーーーー・・・ーーー ーーーー---.-ーーーーー ーー・・・._.ーー----.ー---ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー-----ーーーー『ーー-------ーーーー・ー.-----ーー -ーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーー・・事国・ーー

計 36.2 1. 71 100.0 491.8 22.87 100.0 2， 788 121.6 100.0 

陰イオン mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val% 

F- 0.3 0.02 1.16 1.4 0.07 0.30 3.4 0.18 0.15 

CI- 12.0 0.34 19.77 204.3 5.76 24.85 4， 057 114.4 92.89 

Br- 0.0 0.00 0.00 0.5 0.01 0.04 11.7 0.15 0.12 

0.0 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 1.9 0.01 0.01 

OH-

H8 

80.2- 11.0 0.23 13.37 774.2 16.12 69.54 185.6 3.86 3.13 

HPO .2ー 0.3 0.01 0.58 。。 0.00 0.00 0.7 0.01 0.01 

HCO 3- 56.1 0.92 53.49 74.4 1. 22 5.27 277.6 4.55 3.69 

CO 32
ー 6.0 0.20 11.63 

ーーー-_.---ーーーーーーーーー--ーーーーーー・ ー・・・曹司ー---ー---------ーーーーーーーーーー ー--ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー，・ a・・・・ 4・ーー ーーーーーーーーーーーーーー --ーーーーー-ーーーーーー --ー-ーーーーーーーーーー ーー-ーーー----------
計 85.7 1.72 100.0 L 055 23.18 100.0 4， 538 123.2 100.0 

遊離成分 mg m mol mg m mol mg m mol 

H 2 8iO 3 70.2 0.90 130.4 1. 67 155.5 1. 99 

HB02 15.5 0.35 7.2 0.16 13.6 0.31 

COz 9.5 0.22 24.9 0.57 

H 28 
_.-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『・ ーーーーー・ーーーーーーー.ーーーーーーーーーーーーーー ーー-----ーーー-ーー『 ーー----ーーーー---- ー---・・ーーー--ーーー --".-ーーーーーーーーー
日十 85.7 1.25 147.1 2.05 194.0 2.87 

成分総計 gIkg 0.208 1.694 7.520 

泉 質 単純温泉
カルシウム・ナトリウムー硫酸

ナトリウム 塩化物泉
塩・塩化物泉
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表 2 (2) 

源泉名INo.4 大浦温泉 Nu 5 関根温泉 [も6 浜館温泉

湧 出 地|上北町大字大浦字境の沢16-2 Iむつ市大字関根字北関根の袖角|青森市大字浜館字間瀬20-1 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

湧出地
pH値
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物(g/kg)

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

Mg2+ 

Ca2+ 

AI3+ 

Mn 2+ 

Fe2+， Fe3+ 

Li + 

計

陰イオン

F-

CI-

Br-

OH-

H8-

8042-

HPO 42-

HCO 3-

CO 32 

計

遊離成分

H 2 8iO 3 

HB02 

CO-2 

H 28 

E十
成分総計 gIkg 

泉 質

63. 5. 6 

53.0 (15.0) 

450 動力)

8.1 

ロ19

469.4 

25.3 

0.5 

1.1 

5.2 

0.2 

0.0 

0.3 

0.0 

8.19 

0.9992 

1.361 

m val 

20.42 

0.63 

0.03 

0.09 

0.26 

0.02 

0.00 

0.01 

0.0。

m val % 

95.06 

3.03 

0.14 

0.42 

1. 21 

0.09 

0.00 

0.05 

0.0。

地342-33 

63. 5. 11 

39.7 (19.0) 

180 動力)

7.0 

mg 

9， 328 

379.2 

0.6 

1. 409 

814.7 

0.0 

8.0 

3.7 

0.2 

7.06 

1.0227 

32.60 

m val 

405.7 

9.72 

0.03 

115.9 

40.65 

0.00 

0.29 

0.13 

0.03 

m val % 

70.87 

1. 70 

0.01 

20.24 

7.10 

0.00 

0.05 

0.02 

0.01 

63. 5. 17 

46.2 (16.5) 

563 動力)

8.2 

mg 

198.9 

4.2 

0.2 

0.8 

686.7 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

8.11 

1.0010 

2.962 

m val 

8.65 

0.11 

0.01 

0.07 

34.27 

0.00 

0.00 

0.00 

0.00 

m val % 

20.07 

0.26 

0.02 

0.16 

79.49 

0.00 

0.00 

0.00 

0.0。
502.0 I 21. 48 I 100.0 I 11. 940 572 . 5 I 100 . 0 891. 0 I 43 . 11 I 100 . 0 

ぷ|l;:;;l 川 18JlJ|92;| ぷlr| 目
1.8 

0.4 

66.0 

0.2 

64.7 

10.8 

0.02 

0.00 

1. 37 

0.00 

1.06 

0.36 

0.09 

0.00 

6.26 

0.00 

4.84 

1. 64 

26.8 

8.7 

2， 586 

0.1 

125.1 

0.34 

0.07 

53.84 

0.00 

2.05 

0.06 

0.01 

9.27 

0.00 

0.35 

0.5 

0.3 

L 744 

0.0 

12.2 

3.0 

0.01 

0.00 

3lJ.31 

0.00 

0.20 

0.10 

0.02 

0.00 

82.97 

0.00 

0.46 

0.23 

820 . 5 1 21. 90 1 100 . 0 1 2 L 340 1 580 . 7 1 100 . 0 1 2， 013 1 43 . 76 I 100.0 

mg I m mol I mg I m mol I mg I m mol 
115.71 1.481 140.41 1.801 70.61 0.90 

5.5 0.13 

121. 2 1.61 

1.444 

ナトリウム一塩化物泉

41.7 

55.7 

237.8 

33.52 

0.95 

1. 27 

4.02 

7.7 0.18 

78.3 1.08 

2.982 

ナトリウム・マグネシウム 塩|カルシウム・ナトリウムー硫酸

化物強塩泉 |塩泉
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Nu7 下十川温泉

浪岡町大字下十川字扇田189-1 

63. 5. 25 

53.3 09.5) 

500 (動力)

8.8 

9.01 

0.9991 

0.829 

mg 

259.0 

11.4 

0.5 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

272.8 

mg 

7.5 

197.7 

0.8 

0.2 

13.1 

0.3 

277 .1 

34.8 
唱.-ーーーーー・・

531.5 

mg 

188.9 

23.5 

m val 

11.27 

0.29 

0.03 

0.00 

0.09 

0.00 

0.00 

0.00 

0.00 

11.68 

m val 

0.39 

5.58 

0.01 

0.00 

0.27 

0.00 

4.54 

1.16 
ーー・，ー------------

11.95 

m mol 

2.42 

0.54 

212.4 I 2.96 
1.017 

m val % 

96.49 

2.48 

0.26 

0.00 

0.77 

0.00 

0.00 

0.00 

0.00 

100.0 

m val % 

3.26 

46.70 

0.08 

0.00 

2.26 

0.00 

37.99 

9.71 
ーー---・ーーーー・---ーーー

100_0 

ナトリウム 塩化物・炭酸水素塩泉

表 2 (3) 

地8 福井温泉

藤崎町大字藤崎字村元71-2 

63. 5.25 

58.4 (22.0) 

43.5 (動力)

8.4 

8.38 

1.0077 

12.40 

mg m val 

4， 470 194.4 

315.0 8.06 

11.5 0.64 

5.9 0.49 

78.4 3.91 

0.0 0.00 

0.4 0.01 

0.7 0.03 

0.2 0.03 

4， 882 207.6 

mg m val 

3.3 0.17 

7， 254 204.6 

23.1 0.29 

3.3 0.03 

8.5 0.18 

0.0 0.00 

291.1 4.77 

26.4 0.88 
ーーーーーーーーーーーー--園、-- --ー----------ーーー

7，610 

mg 

254.3 

146.5 

210.9 

m mol 

3.26 

3.34 

400.8 I 6.60 
12.89 

m val % 

93.64 

3.88 

0.31 

0.24 

1.88 

0.00 

0.01 

0.02 

0.02 

100.0 

m val % 

0.08 

97.01 

0.14 

0.01 

0.08 

0.00 

2.26 

0.42 
ーーーーー---ーーーーーーーー・.

100.0 

ナトリウム一塩化物泉

No.9 高屋温泉

岩木町大字高屋字本宮502-10 

63. 6. 1 

46.3 (23.0) 

300 (動力)

6.8 

6.99 

1.0044 

6.830 

mg 

2， 124 

194.2 

2.8 

1.5 

152.0 

0.0 

0.2 

3.0 

0.4 

2， 478 

mg 

0.5 

2，515 

8.0 

0.9 

74.2 

1.0 

2， 085 

ーーーー・・ーー'ー---ーー・ーー

4， 685 

mg 

212.7 

84.9 

349.0 

m val 

92.39 

4.97 

0.16 

0.12 

7.58 

0.00 

0.00 

0.11 

0.06 

105.4 

m val 

0.03 

70.94 

0.10 

0.01 

1. 54 

0.02 

34.17 

ー---.ーーーーーーーーーー---

106.8 

mmol 

2.72 

1. 94 

7.93 

646.6 I 12.59 
7.810 

m val児

87.66 

4.72 

0.15 

0.11 

7.19 

0.00 

0.00 

0.11 

0.06 

100.0 

m val % 

0.03 

66.42 

0.09 

0.0 

1.44 

0.02 

31. 99 

ーー，ーーーーーーー---ーー

100.0 

ナトリウム 塩化物・炭酸水素塩泉



源泉 名 INo.lO三和温泉

表2 (4) 

No.ll 五所川原温泉2号泉

湧 出 地|弘前市大字三和字恋塚189-14 I五所川原市岩木町12-1 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

湧出地
pH値
試験室

密度 (200/40 )

蒸発残留物(g/kg)

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

Mg2+ 

Ca 2+ 

AI3+ 

63. 6. 15 

69.5 (20.0) 

318 動力)

7.6 

7.70 

1.0128 

19.94 

mg I m val 

7，265 1 316.0 

532.01 13.61 

32.41 1.80 

14.9 1 1.23 

353.8 1 17.65 

0.0 1 0.00 

m val % 

90.18 

3.89 

0.51 

0.35 

5.04 

0.0。

63. 6. 22 

45.2 (24.0) 

300 動力)

7.6 

7.81 

1. 0051 

9.097 

mg m val m val % 

lも12 温川温泉混合泉

平賀町大字切明宇津根川森国有

林71林班，平賀町大字切明宇津

根川森 1-33 

63. 7. 5 

53.0 (浴室到達温度)

測定不可能

6.8 

6.97 

0.9996 

1.458 

mg 

93.08 

2.46 

0.12 

1. 78 

2.50 

0.0。

394.8 

20.9 

0.8 

6.0 

89.6 

O.。

m val m val % 

3，277 

147.4 

3.2 

33.0 

76.7 

0.0 

142.5 

3.77 

0.18 

2.72 

3.83 

0.0。

17.17 

0.53 

0.04 

0.49 

4.47 

0.0。

75.37 

2.33 

0.18 

2.15 

19.62 

0.0。
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F

C

B

I

 OH-

H8-

8042-

HPO .2 

HC03-

CO 32ー

計

5.1 

0.1 

201.4 

0.11 

0.00 

3.30 

0.03 

0.00 

0.94 

50.7 

0.3 

530.9 

1.06 

0.00 

8.70 

mg I m val I m val % 
1. 6 1 0 . 08 1 0 . 35 

556.6 1 15.70 1 68.62 

o . 8 1 0 . 0 1 1 0 . 04 

0.68 

0.00 

5.63 

262.6 

0.8 

97.6 

5.47 

0.02 

1.60 

23.91 

0.09 

6.99 

12， 580 

mg 

299.4 

229.2 

22.0 

mmol 

351. 6 1 100 . 0 1 5， 729 

o
 
m
 
m
 

154.6 1 100.0 920.3 I 22.88 I 100.0 

遊離成分

H 2 8iO 3 

HB02 

CO2 

H 28 

3.83 

5.23 

0.50 

計 550.6I 9.56 
成分総計 gIkg I 21.33 

泉 質 ナトリウム 塩化物強塩泉

mg 

107.9 

79.0 

24.2 

1.38 

1.80 

0.55 

mg 

55.5 

55.9 

5.9 

mmol 

0.71 

1. 28 

0.13 

117.31 2.12 

1.551 

ナトリウム 塩化物・硫酸塩泉

211.1 I 3.73 
9.479 

ナトリウム一塩化物泉
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表 2 (5) 

No.13 東岩木山温泉 I No.14 二双子温泉

岩木町大字百沢字東岩木山3044-4 黒石市大字二双子字村元107

63. 7. 12 

52.0 (22.5) 

150 (動力〕

7.8 

7.97 

0.9997 

1.739 

mg m val 

575.8 25.05 

34.4 0.88 

3.8 0.21 

0.1 0.01 

17.8 0.89 

0.1 0.01 

0.5 0.02 

m val % 

63. 7.26 

42.8 (21.5) 

464 (動力)

8.8 

8.98 

0.9984 

0.196 

mg m val m val % 

43.5 1.89 85.91 

2.6 0.07 3.18 

0.1 0.01 0.45 

0.2 0.02 0.91 

4.2 0.21 9.55 

0.0 0.00 0.00 。。 0.00 0.00 

mg 

1.8 

380.3 

1.2 

0.4 

m val m val % mg m val m val % 

0.09 0.33 0.5 0.03 1. 32 

10.73 39.52 11.2 0.32 14.10 

0.02 0.08 0.2 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

3.26 12.01 10.8 0.22 9.69 

0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 

12.05 44.38 54.9 0.90 39.65 

156.7 

0.2 

735.3 

30.0 

地15 栄山温泉

青森市大字細越字栄山75-148 

63. 8. 4 

40.2 (29.5) 

225 (動力)

7.8 

8.34 

0.9999 

2.001 

mg m val m val % 

708.1 30.80 94.16 

28.9 0.74 2.26 

0.7 0.04 0.12 

9.6 0.79 2.42 

6.2 0.31 0.95 

0.1 0.01 0.03 

0.0 0.00 0.00 

0.5 0.02 0.06 

0.0 0.00 0.00 

754.0 32.71 100.0 

mg m val m val % 

0.6 0.03 0.09 

789.0 22.25 67.08 

2.0 0.03 0.09 

0.2 0.00 O. 00 

113.4 2.36 7.11 

0.1 0.00 0.00 

474.7 7.78 23.46 

1. 306 
ぉ~.~.......1õ.~ ~ .ci~.1... ...... .i6{.~~.~ ..... ... ..~. ~ ~.i. ~... .... .ib~ ~ ~~. ~イi:?.t. ....... .3~.:. i.i .1...... .1õ~ ~~! 

mg m mol 

127.8 I 1.64 

32.9 I 0.75 

mg I m mol 
30.3 I 0.39 

16.5 I 0.38 

160.71 2.39 

2.101 

ナトリウム 炭酸水素塩・塩化物泉

46.8 I 0.77 
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mg m mol 

93.2 1.19 

23.0 0.52 

0.4 0.01 

116.61 1.72 

2.272 

ナトリウム 塩化物・炭酸水素塩泉
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源 泉 名 INu16 王余魚沢温泉 泉温

)
・
岡-浪

つ'
U

圃

表
一
口地

湧 出 地|浪岡町大字王余魚沢字片子都谷|浪岡町大字浪岡字林本65

森 l← 687， 1 -689 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量lImin

湧出地
pH値
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物(g/Iω

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH .+ 
Mg2+ 

Ca 2+ 

AI3+ 

Mn2+ 

63. 8. 9 

54.4 (27.5) 

90 動力)

8.8 

8.94 

1.0026 

5.159 

mg m 凶

1，233 53.63 

14.81 0.38 

0.9 1 0.05 

0.11 0.01 

553.4 1 27 .61 

0.2 I 0.02 

0.0 1 0.00 

m val % 

65.64 

0.47 

0.06 

0.01 

33.79 

0.03 

0.00 

63. 9. 8 

43.2 (23.5) 

145 動力)

7.8 

8.90 

0.9989 

0.599 

mg I m val 

161.5 1 7.03 

6.41 0.16 

0.31 0.01 

0.2 1 0.02 

2.11 0.10 

0.0 I 0.00 

0.0 1 0.00 

m val % 

地18 常盤野温泉

岩木町大字常盤野字黒森29-11 

63. 9. 9 

59.3 (23.5) 

310 (動力)

4.4 

4.62 

1. 0018 

4.069 

mg m val m val % 

39.66 

2.25 

0.52 

18.28 

31.95 

1.89 

0.78 
司
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一
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コ
三
円
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-
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e
・
1

一

F

L
一

96.04 

2.18 

0.14 

0.27 

1.37 

0.00 

0.00 

26.62 

1. 51 

0.35 

12.27 

21.45 

1.27 

0.52 

陰イオン

F-

CI-

Br-

OH-

H8-

611. 9 

59.0 

6.4 

149.1 

429.9 

11.4 

14.3 

mg1  m val 1 m val % 1 mg 1 m val 1 m val % 1 mg 1 m val 1 m val % 

1.51 0.081 0.101 2.81 0.151 1.991 1.81 0.091 0.13 

L 677 

3.3 

0.6 

47.30 

0.04 

0.00 

56.97 

0.05 

0.00 

90.4 

0.2 

0.1 

2.55 

0.00 

0.0。
33.82 

0.00 

0.00 

1，895 

3.1 

0.7 

53.45 

0.04 

0.01 

79.41 

0.06 

0.02 

80 .2 - I L 681 35 . 00 I 42 . 16 I 6 . 6 I 0 . 14 I 1. 86 I 658 . 9 I 13 . 72 I 20 . 38 

HPO 42- 0 . 1 I 0 . 00 I 0 . 00 I 0 . 2 I 0 .00 I 0 . 00 ICH2POJ 0 . 4 I 0 . 00 I 0 .00 
HC03- 一|一 -1 189.21 3.101 41.111 0.01 0.001 0.00 

CO 32- 18.0 I 0.60 I 0.721 48.0 I 1.60 I 21.22 I 0.0 I 0.00 I 0.00 
ーー・--ーーーーー・ーー・ーーー‘ー・ーーーーーーーー・ーーーーー---ーーーーーーー，ーー-ーーーーーーーー一一一『ーーーーーーーーーー一一ーーー，ーーーー-ーーーーーーーーー-・ーーーーーーーーーーーーー-.，----一ー一一一一ーーーー-，一一一ー-ーー-ーーーーーー-~ -----~ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーー-ーーーーー

計 13， 382 1 83.02 1 100.0 1 337.5 1 7 . 54 1 100.0 1 2， 560 1 67.31 1 100.0 

遊離成分

日 28iO 3 

HB02 

CO 2 

H 28 

百十 60.4 0.86 

成分総計 gjkg 

泉 質
レレ一塩

一
ム
ム
内
ノ
一シ
一レ一カ

5
7
泉

μ
一
ム
塩

5
一
ウ
酸
リ
硫
ナ
物

130.91 1.72 

0.639 

単純温泉

mg 1 m mol 

182.8 I 2.34 

4.41 0.10 

369.6 I 8.40 

1. 7 1 0.05 

558.5 I 10 .89 

4.487 

含鉄(rr) ナトリウム・カルシ
ウム 塩化物・硫酸塩泉

-114 



地19 島田温泉

大鰐町大字島田字滝ノ沢100-9 

63. 9. 19 

13.6 (24.0) 

164 (動力)

7.4 

8.01 

0.9982 

0.055 

mg m val m val % 

6.6 0.29 42.65 

0.8 0.22 2.94 

0.2 0.01 1.47 

1.3 0.11 16.18 

4.8 0.24 35.29 

0.1 0.01 1.47 

0.0 0.00 0.00 

0.1 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 
ーー-----ー ー，ーー-----・・・ーーーーー 'ーーーーーーーーーー・・ー・・ーー

13.9 0.68 100.0 

mg m val m val % 

0.2 0_01 1. 45 

4.9 0.14 20.29 

0.0 0.00 0.00 

0_0 0.00 0.00 

1.9 0.04 5.80 

0.1 0.00 0.00 

24.4 0.40 57.97 

3.0 0.10 14.49 
ーーーーーーーー ---ーーーーーーーーーーーーーー ー-ーーーーーーー-ーーーーー，ー

34.5 0.69 100.0 

mg m mol 

16.5 1 0.21 

11. 0 1 0.25 

27.5 1 0.46 

0.076 

表 2 (7) 

地20 遠瀬温泉

田子町大字遠瀬国有林内 2林班る

63. 9.20 

9.9 (21. 0) 

測定不可能(自然湧出)

3.7 

3.85 

0.9983 

0.048 

mg m val m val % 

0.2 0.20 23.53 

4.0 0.17 20.00 

0.9 0.02 2.35 

0.1 0.01 1.18 

0.9 0.07 8.24 

2.7 0.13 15.29 

2.1 0.23 27.06 

0.0 0.00 0.00 

0.6 0.02 2.35 

0.0 0.00 0.00 
ー--ーーー・---ーーーーーーー ーーーーーーーーーー---.ー-ー ー--ーーーーーーーー・ーー・ 4 ・.

11.5 0.85 100.0 

mg m val m val % 

0.0 0.00 0.00 

4_9 0.14 16.47 

0_0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 

34.0 0.71 83.53 

(HzPOJ 0.2 0.00 0.00 

ーーーーーー-ーーー『ーー--ー・・ ーーー-ーー-ーーーーー，甲甲『ー ーーーーーーーー----ー圃---

39.1 0.85 100.0 

mg m mol 

3.5 1 0.04 

6_11 0.14 

0_0 1 0.00 

0.7 1 0.02 

l0.3 1 0.20 

0.061 

115-

Na21 中小泊山温泉

小泊村宇中小泊山国有林107林班ハ小

班

63. 9.22 

31.6 (24.0) 

79 (動力)

7.6 

8.09 

1.0005 

2.775 

mg m val m val % 

962.6 41.87 94.22 

35.8 0.92 2.07 

0.2 0.01 0.02 

7.3 0.60 1. 35 

20.4 1.02 2.30 

0.1 0.01 0.02 

0.1 0.00 0.00 

0.3 0.01 0.02 

0.0 0.00 0.00 
ーーー----.-ーーー・ーーーー ーーー・ーー---ー，ーー・・・・ ー・-----ーーーーーーー・.

1. 027 44.44 100.0 

mg m val m val % 

0.3 0.02 0.04 

1， 212 34_19 75_83 

2.7 0.03 0.07 

0.4 0.00 O. 00 

179_5 3.74 8.29 

0.5 0.01 0.02 

404.0 6.62 14.68 

14.4 0.48 1.07 
ー.--------ーー-ーーーーー ーー』ーーーーー--------- ー・・・・ーーー，ーー-ーー‘ーー

1. 814 45.09 100_0 

mg m mol 

83.6 1.07 

27-4 0_63 

111.01 1.70 

2.952 

ナトリウムー塩化物泉



源 泉 名 INa22 猿倉温泉4号泉

表 2 (8) 

Na23 蔦温泉(新湯) !も24 蔦温泉(旧湯)

湧 出 地|十和田湖町大字奥瀬字猿倉 5-I十和田湖町大字奥瀬字蔦野湯 1I十和田湖町大字奥瀬字蔦野湯 l
2 

調査年月日 63.10. 5 

泉温(気温)oc I 66.0 (13.0) 

湧出量 lImin I 測定不可能(自然湧出)

湧出地 5.8
pH 値|
試験室 6.22

密度 (200/40)

蒸発残留物(g/同)

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH ，+ 
Mg2+ 

Ca2+ 

AI3+ 

Mn2+ 

0.9985 

0.473 

mg I m val 

59.31 2.58 

8.41 0.21 

0.21 0.01 

4.5 1 0.37 

57.81 2.88 

0.11 0.01 

0.4 1 0.01 

m val % 

42.37 

3.45 

0.16 

6.09 

47.29 

0.16 

0.16 

63. 11. 1 

43.8 (17.5) 

測定不可能(自然湧出)

6.9 

7.24 

0.9991 

0.992 

mgτ叫

217.5 1 9.46 

15.5 1 0.40 

0.11 0.01 

1l. 3 1 0.93 

52.6 1 2.62 

0:01 0.00 

0.21 0.01 

m val % 

70.40 

2.98 

0.07 

6.92 

19.49 

0.00 

0.07 

63. 11. 1 

46.8 (17.5) 

測定不可能(自然湧出)

7.0 

7.28 

0.9993 

1.185 

mg 

272.6 

18.1 

0.1 

14.8 

6l.9 

0.0 

0.3 

m val 

11.86 

0.46 

0.01 

l. 22 

3.09 

0.00 

0.01 

m val % 

7l.19 

2.76 

0.06 

7.32 

18.55 

0.0。
0.06 
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F

↑十
-ニ=ロ

+

-

2

+

E

 

e
-
-
一

F

L
一

陰イオン

F-

CI 

Br-

OH-

H8-

8042-

HPO 42-

HCO 3-

CO 32-

5十

mg I m val I m val % I mg I m val I m val % I mg I m val I m val % 
l.0 1 0.05 1 0.81 1 0.5 1 0.03 1 0.22 1 0.41 0.02 1 0.12 

49.0 

0.0 

0.0 

l.38 

0.00 

0.0。
22.26 

0.00 

0.0。
0.00 

62.42 

0.00 

14.51 

291.2 6.20 1 100.0 

117.0 

0.1 

0.1 

3.30 

0.00 

0.0。
24.02 

0.00 

0.0。

49.42 

0.14 

26.20 

146.0 

0.2 

0.2 

399.0 

0.8 

274.6 

4.12 

0.00 

0.0。

8.31 

0.02 

4.50 

24.28 

0.00 

0.0。

48.97 

0.12 

26.51 

821. 2 1 16.97 1 100.0 

遊離成分

H 2 8iO 3 

HB02 

(S:!崎一)0.2 

186.0 

H2POJO .1 

54.9 

0.00 

3.87 

0.00 

0.90 

mg I m mol 

U033  

CO 2 73.3 1 l.67 

H 2 8 13 . 6 I 0 .40 

計 16l.91 3.18 

成分総計 g/kg 

泉 質

0.584 

単純硫黄温泉(硫化水素型)

326.3 

0.8 

219.7 

6.79 

0.02 

3.60 

mg I m mol 

45.5 1 0.58 

14.3 1 0.33 

35.2 0.80 

95.0 1 l. 71 

1064 1.284 

ナトリウムー硫酸塩・炭酸水素|ナトリウム 硫酸塩・炭酸水素

塩・塩化物泉 |塩・塩化物泉

664. 5 1 13. 74 I 100 . 0 

mg I m mol 

46.8 1 0.60 

23.0 1 0.52 

32.3 1 0.73 

102.1 1 l.85 
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地25 蔦温泉(家族風目)

十和田湖町大字奥瀬字蔦野湯 l

63. 11. 1 

47.2 (17.5) 

測定不可能(自然湧出)

7.0 

7.28 

0.9992 

1.074 

mg m val m val % 

239.3 

15.6 

0.1 

13.1 

58.3 

0.0 

0.0 

10.41 

0.40 

0.01 

1.08 

2.91 

0.00 

0.00 

70.24 

2.70 

0.07 

7.29 

19.63 

0.00 

0.00 

表2 (9) 

No.26 域ケ倉温泉4号泉 No.27 船水温泉

青森市大字荒川字南荒川山国有林253I弘前市大字船水字横船168-2 
林班ホ小班

63. 11. 9 63. 12. 8 

42.8 (12.0) 47.5 (14.5) 

測定不可能(動力) 180 (動力)

7.6 7.4 

8.11 8.12 

0.9984 1.0104 

0.244 15.90 

mg m val m val % mg m val m val % 

32.7 1. 42 48.14 5，731 249.3 94.68 

6.8 0.17 5.76 152.3 3.90 1.48 

0.1 0.01 0.34 16.4 0.91 0.35 

8.3 0.68 23.05 12.9 1.06 0.40 

13.1 0.65 22.03 159.9 7.98 3.03 

0.0 0.00 0.00 0.2 0.02 0.01 

0.0 0.00 0.00 0.2 0.01 0.01 

0.4 0.02 0.68 2.1 0.08 

32~~~l-j:~~--iÓ~;~~-6H-rH~--ioi fo6:-Ò7;;~r----26~~~:-----1 
0.03 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 

0.3 0.02 0.13 0.3 0.02 0.67 1.9 0.10 0.04 

125.5 3.54 23.40 15.2 0.43 14.53 8， 737 246.4 92.60 

0.1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 17.1 0.21 0.08 

0.3 0.00 0.00 。。 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 

(白骨一) 1.0 0.02 o. 0 
343.6 7.15 47.26 40.7 0.85 28.72 544.9 11.35 4.26 

0.9 0.02 0.13 0.4 0.01 0.34 0.2 0.00 0.00 

268.5 4.40 29.08 82.4 1.35 45.61 439.3 7.20 2.7 

元5j|I5i:|iuuh二1---------14:-~ ~--1-----------~-:-~-ci-t -------16~~ ~ ~+ -----9-'-7-~~: ~ -~-------2-6~-~ ~-~ -t --------ïõ~~~?-
mg m mol 

92.3 1.18 

25.2 0.58 

36.7 0.83 

154.2 I 2.59 

1.220 

ナトリウムー硫酸塩・炭酸水素塩・塩
化物泉

mg m mol mg m mol 

32.1 0.41 98.4 I 1.26 

14.3 0.33 84.5 I 1. 93 

34.5 I 1. 01 

46.4 I 0.74 217.4 I 4.20 

0.256 16.05 

含硫黄 ナトリウム一塩化物泉
(硫化水素型)

単純温泉
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表 2 (lt>> 

源 泉 名|地28 温川温泉 l号泉・ 2号泉・ INo.29 太郎温泉 2号泉 |地30 猿賀温泉

3号泉・混合泉

湧 出 地|平賀町大字切明宇津根川森国有|三沢市大字三沢字堀口49-2 I尾上町大字猿賀字池上4-1 
林71林班は 1小班(3ケ所)

調査年月日

泉温(気温)OC 

1. 3. 2 

50.0 ( 9.0) 

402 動力)

8.8 

8.79 

0.9986 

0.648 

1. 1. 25 

45.2 ( 2.0) 

測定不可能

7.6 

8.08 

0.9997 

2.128 

1. 1. 11 

58.0 ( 8.0) 

82 自噴)

7.0 

7.08 

0.9993 

1.344 

mg I m val 

湧出量 l/min

湧出地
pH値
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物(gl培〉

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

Mg2+ 

Ca2+ 

AI3+ 

Mn2+ 

Fe2+， Fe3+ 

Li + 

m val m val % m val m val% m val % mg mg 

91.35 

2.95 

0.03 

0.95 

4.72 

0.00 

0.00 

0.00 

0.0。

198.3 

9.3 

0.2 

0.1 

4.6 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

8.63 

0.24 

0.01 

0.01 

0.23 

0.01 

0.00 

0.00 

0.0。

94.52 

2.63 

0.11 

0.11 

2.52 

0.11 

0.00 

0.00 

0.0。

297 . 7 1 12 . 95 

16.7 1 0.43 

0.4 1 0.02 

2.01 0.16 

105.8 1 5.28 

0.0 1 0.00 

0.1 1 0.00 

68.63 

2.28 

0.10 

0.85 

27.98 

0.00 

0.00 

0.00 

0.16 

725.9 

39.9 

0.2 

4.0 

32.7 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

31.57 

1.02 

0.01 

0.33 

1.63 

0.00 

0.00 

0.00 

0.0。
0.1 

0.2 

0.00 

0.03 

言十 212.6 9.13 1 100.0 423.0 1 18.87 1 100.0 802.8 1 34.56 1 100.0 

陰イオン

F-

CI-

Br-
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HS-

mg I m val I m val % 先
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0
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十

〕

P

C

3
一

回

H

H

U
一

遊離成分 mg I m mol 

45.9 1 0.59 

34.0 1 0.78 

16.1 1 0.37 

0.2 1 0.01 

H 2 SiO 3 

HB02 

CO 2 

H 2 S 

計 136.5 I 1. 92 
2.237 

ナトリウム一塩化物泉

170.5 I 2.20 
0.750 

アルカリ性単純温泉

96.2 1 1. 75 

成分総計 gIkg 1.369 

ナトリウム・カルシウムー硫酸

塩・塩化物泉
泉 質
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表2ω
地31 白萩平温泉

田子町大字関字白萩平51-1 

1. 3. 8 

7.6 ( 0.5) 

測定不可能(自然湧出)

5.8 

6.06 

0.9984 

0.129 

mg m val m val % 

8.6 0.37 16.67 

3.1 0.08 3.60 

0.9 0.05 2.25 

4.5 0.37 16.67 

15.2 0.76 34.24 

0.0 0.00 0.00 

2.2 0.08 3.60 

14.2 0.51 22.97 

0.0 0.00 0.00 
ーーーーーーーーーー・・・ーーーーー ---ーーーーーーーーーーー'ーーー ーーーーーー・・・・ーーーーー---ー

48.7 2.22 100.0 

mg m val m val % 

0.0 0.00 0.00 

7.8 0.22 9.87 

0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 

1.5 0.03 1. 34 

(H2POJ 0.0 0.00 0.00 

120.8 1. 98 88.79 

ーー-----・ー------ーー- ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー---・ー・ーー・------ーー

130.1 2.23 100.0 

mg m mol 

23.8 0.30 

0.0 0.00 

176.0 4.00 

--ーー・・・・・ーー』ーーーー-- 4 ・・・・・・・・ーーー-----

199.8 4.30 

0.379 
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青森県衛生研究所報 26， 121 -123， 1989 

1. 学会発表抄録

青森県におけるつつが虫病の血清疫学

一病院由来血清による地区別抗体保有状況-

佐藤允武 野呂キョウ 三上稔之

一般臨床検査のために採取された県内 6地区病院の血

清，計899を用い，つつが虫リケッチアに対する抗体保

有調査をおこなった。

地区別の抗体保有率は黒石地区24.6弘鯵ケ沢地区

21.3%，青森地区 4%，むつ地区1.3%，十和田地区16

勉，三戸地区16.7%で地域による差がかなりみられた。

しかし最近の届出つつが虫病患者の推定感染地等から

考えると，感染は県内どの地域においても起り得ると推

測された。新鮮感染の指標となり得る IgM抗体は検査の

3.3%から検出された。特に最近の感染と考えられる IgM

>lgGは12例において認められた。検査に用いた血清

が病院由来のものであることから考えて，つつが虫病が

疑われた。ところが， 5例の当時の病状を調べたところ，

同病が疑われたのは発熱，発疹を伴った 1例だけで，他

の4例は関連のない診断でつつが虫病は否定的であっ

TこO

第42回日本細菌学会東北支部総会(昭和63年 8月25日)

盛岡市

陸奥湾産ホタテガイの不痢性貝毒の毒力測定結果

古川章子

小林英一

野村真美 村上淳子

〔目的〕 公定法による下痢性貝毒検査では，ホタテガ

イ中腸腺に含まれる遊離脂肪酸CFFA)が毒力の誤差要

因になると指摘されている O 最近，安元により，液・液

分配を行いFFAを除去する簡易な方法が報告された。

今回，我々は，本法を用いて陸奥湾産養殖ホタテガイ

の毒力を経時的に測定した。また， GC法により FFA

濃度の測定も試みたので併せて報告する。

〔方法〕

試 料:陸奥湾野辺地定点，垂下20mのホタテガ

イ中腸腺

調査期間:昭和62年 3月-----63年 3月

調査方法

マウス試験により毒力を測定した。

〔調査結果〕 公定法による毒力測定結果をみると 0.3~ぢ

未満-----5 MU/gの範囲にあり，春季と秋季は0.5MU/g

以下の低毒力を示したのに対し，夏季には最高 5MU/g 

と高毒力を示した。また，液・液分配法による FFA区

分の毒力は， 7月6日， 7月20日に各々0.5，0.3MU/g 

が検出された他は，すべて0.3MU/g未満であった。し

かし 0.5，0.3 MU/gは分配時に下痢性貝毒の一部が

FFA区分に移行した結果によると考えられる。今回の

調査において検出された FFA濃度では，毒力値に及ぼ

す影響はほとんど認められなかった。

(1)公定法:下痢性貝毒検査法(厚生省環境衛生 第27回日本薬学会東北支部大会(昭和63年10月23日)

局乳肉衛生課) 郡山市

(2) 液・液分配:FFAおよび下痢性貝毒区分を

へフ。タン 1%酢酸含有90%メタノール層に各々分配し
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市販食肉からの細菌分離状況

豊川安延

三上稔之

佐藤真理子

小鹿 晋

佐藤允武

秋山 有

1988年， 1月から 7月までに当所で扱った検体のうち， 討した。その結果，いずれの菌もズルシット非分解性で

サルモネラによる集団食中毒 l事例及び散発的下痢症由 あった以外はMinorの亜種 l型の性状を示した。薬剤

来14株の血清型はSalmonellahadarであった。 感受性は集団食中毒患者由来株ではし、ずれも TC，CP 

この検出例は異例であることに注目し本菌に関する に感受性， ABPC， SM， KM  に対しては耐性の同

感染源調査を行った。調査検体は1988年， 8月から12月 ーパターンを示し，プラスミド (Kb56)保有株であっ

にかけて県内11保健所管内の食肉庖舗から収去した鶏肉 た。一方調理従事者由来株はSM耐性，他薬剤に対して

85検体と豚肉52検体であるO 感受性で，プラスミド (Kb2.5)を保有し，患者由来

1. 菌分離状況:鶏検体からの菌種は， S.aureus (47 株とは異なるパターンを示し，同事件の関連が否定され

%)， Salmonella spp (30.6労)， C.jejuni C1 6.5~ぢ)， た(プラスミドファイルの解析は都立衛研，伊藤武博士

C.Perfrigens (36.5~ぢ)， Yersinia spp (32.9%)， らによる成績)。また，散発的患者由来株及び鶏肉由来

L.monocytogenes (4.7%)であった。一方，豚肉52検 株の薬剤感受性では過半数の菌は集団食中毒患者株と同

体からはC.perf ringensの不検出以外，鶏肉と同様な ーパターンを示し他に3型の異なるパターンが認めら

菌種が分離されたが，全体的に低い検出率であった。分 れた。

離サルモネラの血清型別では08群に属する S.hadarは 以上，本調査において，市販食肉の食中毒菌の汚染は

鶏肉のみから分離され，サルモネラ総分離株数の32.3% 県内に広く及ぶことが明らかになった。さらに菌検出状

(31株中10株)を占め，他のサルモネラでは 3'"'"'13%を 況とその性状成績から，食中毒及び散発的下痢症の発生

占めるに過ぎなかった。 にS.hadar汚染の鶏肉が感染源のーっとして関連する

2. S.hadarによる食中毒及び散発的下痢症の発生の感 ことが考えられる。

染源調査に関連し集団食中毒患者由来3株，同事例の調 昭和63年度地研北海道・東北・新潟支部微生物研究部

理従事者由来2株，散発的下痢症由来23株及び鶏肉由来 会総会(平成元年2月14日)山形市

10株等の由来別S.hadar38株の生物学的性状を比較検
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2. そ の 他

(1) 第24回環境保健部職員研究発表会
平成元年 1月

演 題 発表者 (0印演者)

県内における悲虫病の血清疫学 。佐藤允武，野目キョウ，三上稔之

青森県における昭和62年度のインフルエンザに 。三上稔之，野呂キョウ，佐藤允武

ついて

下痢性貝毒のマウス試験に及ぼす遊離脂肪酸の 0古川章子，野村真美，村上淳子

影響と毒成分の定量について 小林英

食品添加物の使用状況について(プロピレング 0村上淳子，古川章子，小林英一

リコール及び、ソルビン酸)

PROSKY-AOC法による食物繊維分析結果 。野村真美，小林英

プール水の水質について 0木村淳子，石塚伸一，高橋政教

小林英

(2) 青森県衛生研究所談話会

年月 日 題 名 発 表 者

昭. 63. 4. 26 日本酒について 佐 藤 真理子

プラスチックのはなし 村 上 淳 子

昭. 63. 6 叶酢のはなし 木 キナ 淳 子

乳児ボツリヌス症について 野 日 キョウ

昭. 63. 8. 12 ほたての貝毒について 林 義 孝※

H百. 63. 10. 14 ヒジキ(鹿尾菜)弄り 鹿 E 日

徴量元素一一セレン 林 英

H召. 63. 12. 91ウイロイド (Viroid)とプリオン(Prω  佐 藤 允 武

茶について 高 橋 政 教

平.元. 2 野 キナ 真 美

Jungの精神分析学について 工 藤 久美子

※青森県水産増殖センター
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青森県衛生研究所報執筆要領

1. 所報は青森県衛生研究所において本所職員が行った

研究・調査の業績を掲載する。本所以外の共著者は，

印を付してその所属を欄外に記す。

2. 原稿の内容・形式は次のとおりとし所定の原稿用

紙に横書きで記載する。

(1) 総 説…・ー内容・形式は自由とする O

(2) 報文……独創性に富む研究・調査結果をまとめ

たもので，形式はおおむね緒言・方法・結果

.考察・結語・文献の項目順とする。

(3) ノート…・ー(2)にまとめ得ないが新しい事実や価値

あるデータを含むものとし形式は本文・文

献のn慣に記載し項目の明瞭な区別を必ずし

も必要としなし、。

(4) 資 料……利用価値のあるデータの正確な言識で，

形式は項目の区別を必要としなし、。

(5) 他誌発表報文抄録及び学会発表抄録……過去 l年

聞のもので，他誌発表は例1，学会発表は例

2の形式で行う。

例 l 題名 例 2 題名

氏名 氏名

誌、名，巻(号)，頁-頁，

年号

要旨 (400字)

要旨 (400字)

末尾に学会名(年，

月， 日)，場所

6. 表 (Table)のタイトルは上部に，図 (Fig.)の

タイトルは下部に記載する。

7. 句読点は I，J，loJとする O

8. 単位は原則としてメートル法により，活字体の省略

形を用いるO

例 ml. kg，μ1 

9. 生物などの学名は，和文ではかた仮名，欧文ではイ

タリック体とする。

10.文献は下記のとおり記載する。

〔雑誌〕番号〉著者名(3名以上は， 1名を記し，和

文では他，欧文では etal.) :論題，雑誌名，巻，

頁頁，年号

例 1) Lee，J.V.et al. : Characterization，tax-

onomy，and emended description of Vibrio 

metshnikouii， Int.J .Syst.Bacteriol， 281 99 

111. 1978 

〔単行本〕番号)著者名:書名， (巻)，版，頁頁，

発行所，発行地，年号

例 2) Wurtman.R，J. Catecholamines.lst 

ed.，45， Little Brown and CO.，Boston， 1966 

〔単行本の 1章〕番号)著者名:論題，編者:書名，

(巻)，版，引用頁，発行所，発行地，年号(和

書は元号，洋書は西暦〉

例 3)江橋節郎:筋収縮，赤堀四郎(編酵素

3. 編集委員会は，編集委員に提出された論文の審議を 研究法，第3巻， 4版， 578-587，朝倉書庖，東

行い，掲載区分の変更，内容の訂正を求める場合があ 京，昭36

る c他の論文からの引用〕番号)原著者名:雑誌名，
4. ゴシック体となる字の下には赤のへ~を，イタリ 巻，頁，年号(原著を引用した論文を前述に従

ク体となる字の下には赤の一一ーをつけるO って記入)

5. 項目の細別は次の順序とする。 11.本文中の文献引用箇所は次のようにする。

1~ー(l) τ-a~ー i 例 ビリルビンの分解1-3) 基質の分解4，5)などが

2 、 (2)\~b ¥ト 11 考えられる O

3 '(3) 、c iii 

(青森県衛生研究所所報編集委員会)
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